









































粛正プラトニック




南国少女の海底戦艦！








秋口ぎぐる







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグⅠ　約五十年前







　少しよう路じは追いつめられていた。背中には無ぶ骨こつな鉄の感かん触しよくがあった。壁へき面めんを縦じゆう横おうに、毛もう細さい血けつ管かんさながらに這はう配管の感触だ。管は熱かった。管はあちこちで破は損そんし、接合部が外はずれていた。恐おそろしい勢いで蒸じよう気きを噴ふきだしていた。その光景は鯨くじらの潮しお吹ふきを連想させた。

　機関士たちが大声で呼よび交かわしている。あるいは歯を食いしばり、破損個か所しよを修理している。彼らの服は汗あせで湿しめり、肌はだにぴったりと張りついている。ふりあげられた巨きよ大だいなスパナから汗がしたたっている。

　彼らには汗をぬぐう余よ裕ゆうすらない。いや、たとえその余裕があったとしても、それは無む駄だなことだ。機関室は濃こい蒸気と赤い非常灯とうの光に満たされ、だれもが泳ぐような状態で動いている。

「少路君。作動キーはどこだ？」

　白はく髪はつの、だが体格のいい老人が立ちはだかった。厳きびしい表情だが、その奥おくには強い焦あせりが感じられた。日本一優ゆう秀しゆうな研究者のひとり。出で町まち柳やなぎ博士はかせ。少路は彼の助手をつとめていた。正確には、助手をつとめている、だ。その立場はいまも変わらない。

「返したまえ」

「できません」

「少路君！」

　出町柳が声を荒あららげる。その背はい後ごへ、白衣の男たちが駆かけつけてくる。

　人数は三人。皆みな、出町柳や少路と同じ白衣姿だ。少路の同どう僚りようである研究者たち。彼らは少路を追っていたために息を切らしている。

「少路！」

「あれは使うべきじゃない。作動させるべきじゃないんだ」

　そうつぶやき、少路はあとずさった。かかとが壁かべにふれた。すでに水はくるぶしの高さまで来ていた。靴くつ底ぞこと床ゆかが張りつくように感じられる。

　周囲の機関士たちは船体の修理に必死で、少路たちのやりとりには気がついていない。いや、かまっていられないだけか。

　機関士たちはこの艦かんの秘ひ密みつについてなにも知らない。すぐ隣となりにある怪物の正体をまったく知らされていない。知っているのは同乗している研究者たちと、艦長、それに少数の士官だけだ。ひょっとしたら、関係者から話を聞いている者がいるかもしれないが。

「早く作動キーを渡わたせ。死ぬつもりか!?　この艦は沈しずみかけているんだぞ!?」

　同僚のひとりが手を激はげしくふりまわした。

　少路は湯のしたたる天てん井じようをながめ、次に浸しん水すいした床をながめた。

「わかってる。そうなるべきなんだ」

「君はなにもわかってはいない！」

　出町柳が一歩、踏ふみだしてきた。靴のまわりで水が跳はね、ズボンに染しみを作った。

「作動キーをわたしたまえ」

「ここにはありません」

　轟ごう音おんが響ひびいた。艦が激しく振しん動どうし、隣の配管が弾はじけ飛とんだ。蒸気が盛せい大だいに降ふりかかった。

　少路は腕うでで顔をかばった。さらに音と振動が続いた。寺の、鐘かねの中に入れられたような気になる。思わず床に膝ひざをついた。服の下半分がびしょぬれになった。

　顔を上げる。同僚の研究者たちも膝をついていた。右の男──少路の位置からでは逆ぎやつ光こうになっていて顔まではわからない──は尻しり餅もちをついていた。出町柳は壁に設置された計けい器き盤ばんに手をつき、身体からだを支えていた。

「少路君……」

「学者さんよっ。早くなんとかしてくれねえか!?」

　機関士が悲鳴じみた声をあげてきた。奥おくでは艦内電話に耳を当てていた男が叫さけんでいた。

「上が何度も言ってきてる！　学者さん方、出力を上げる方法があるんだろ？　早くやってくれ。このままじゃ船が沈んじまう！」

「少路！」

　同どう僚りようたちが立ちあがり、近づいてきた。出町柳が近づいてきた。彼らの影かげが重なる。胸むなぐらをつかまれた。だが、だれの腕が伸のびてきたのかは判然としない。

　少路は首をふった。息を吸すいこむと、湿しめった熱い空気が喉のどに引っかかった。

「みんなはまちがってる。あの力は使うべきじゃない。まだ外に出すべきじゃない」

「まちがっているのは君のほうだ」

　出町柳の声が耳元で響いた。熱にうかされたような声だ。自分も似にたような声を出しているのだろうな、と自覚する。

　少路は束そく縛ばくから逃のがれようと腕をふりあげた。だがあっという間に四本の腕が伸びてきて、逆に、完全に取り押おさえられた。ポケットに手をつっこまれる。胸元をさぐられる。ネクタイをほどかれ、白いシャツの裾すそを引きだされる。中に手を入れられる。

　少路は抵てい抗こうしなかった。する必要はなかった。

「少路、どこだ!?　どこだ、どこだ、どこだ──」

　自分と同年代、三十代の同僚が切せつ迫ぱくした調子でくり返している。だんだんと声が高くなり、冷静さが失われていく。それがひしひしと感じられる。

「少路、どこだ!?　どこに隠かくした!?」

　同僚にまた胸ぐらをつかまれた。うしろでは機関士たちが騒さわいでいた。何人かが職務を放ほう棄きし、甲かん板ぱんへと続く階段へと駆かけだしていく。

「学者さんたち。なんとかできるんだろ!?　じゃれてないで、この船を助けてくれ！」

　電話の前にいた男が泣なき叫さけんでいる。

「おまえら、持ち場にもどれ！　修理を続けんか！」

　年かさの機関士が工具をふるっている。噴ふん出しゆつする蒸気に目を細めている。隣となりでは蒸気で火傷やけどした機関士がのたうちまわっている。逃にげだす機関士につきとばされ、壁かべに打ちつけられ、頭を抱かかえている。

「艦かん長ちようは？」

　出町柳が、うしろの部下にたずねた。

「対空戦せん闘とうを指し揮きしています。ですが、早く作動させろ、という指示は一分おきに来ていますから。問題が起きた、とは伝えてありますが──」

「時間がないな。本当に限界だ」

「機関室っ。学者ども！　どうなっている!?」

　研究者の言葉をさえぎり、軍服姿の士官が近づいてきた。いつの間にか機関室へ降おりていたらしい。艦長の副官をつとめている男で、この艦の秘密について知っている数少ない乗組員のひとりだ。

「なぜあれが本格作動しない!?」

「問題が起きました。作動キーが紛ふん失しつ中で……」

　同どう僚りようのひとりが道をあけ、言葉をつまらせながらこたえた。

「少路、言うんだ！　作動キーはどこだ!?」

　別の同僚がまた少路を壁に押おしつけ、喉をしめあげてきた。出町柳は目を細め、少路の口もとへじっと視線をそそいでいた。返答を待っているのだ。

　と、また艦が揺ゆれた。立っていた少路たちは転ころびそうになった。

　士官はよろめき、罵ば声せいをまき散らした。いらだたしげに拳こぶしをふりあげ、壁に叩たたきつけた。口から敵軍への呪じゆ詛そが発せられる。

　出町柳が顔を近づけてきた。ささやくように、だが断固とした口ぶりで訊きいてきた。

「少路君。ここにないなら、どこにあるというんだね？」

「遠いところです」

　少路はこたえた。出町柳は歯を食いしばり、声をしぼりだした。

「君は優ゆう秀しゆうだった。人一倍、勤きん勉べんだった。なのに、なぜだ？　なぜこんなことを？」

「学者どもめ……」

　士官がつぶやき、立ちあがった。少路の同僚たちを脇わきへかきわけ、近づいてきた。出町柳の肩かたを強くつかみ、力まかせに押しのけた。

「君！」

「博士。少しの間、静かにしていただきましょう」

　士官は少路の正面に立った。少路に詰つめ寄よっていた研究者のうしろ襟えりをつかみ、脇へ放ほうり投げた。同時に膝ひざを曲げ、軍ぐん靴かを高く上げる。そして、少路のつま先をねらい、容よう赦しやなくふりおろした。

　激げき痛つうが全身を走り抜ぬけた。喉のどの奥おくから悲鳴がほとばしった。少路は思わず身をよじり、鞭むちで打たれたような勢いで顔を上げた。

「おまえが作動キーを持っている。そうなんだな？」

　士官は九四式拳けん銃じゆうを抜ぬきだした。少路は息をのんだ。見ていた研究者たちは顔色を変えた。艦かん艇ていの乗組員が常時拳銃を携けい帯たいすることはないから、この拳銃はおそらく士官の私物だろう。彼は少路の目の前で、弾たまを薬室へ送りこんだ。

「いけません！」

　研究者が士官にしがみついた。相手の腕うでを、両手でしっかりとかかえこんだ。

「放せっ。なにをするか!?　この裏うら切ぎり者どもが！」

「機関部に当たったらどうするつもりですか!?」

「作動しない機関部など──肝かん心じんの機能が本格作動しない機関部など、無む用ようの長ちよう物ぶつであろうが!?　その男の口を割らせて──」

　士官が研究者をふりとばし、銃口を少路の腿ももに向ける。別の研究者が士官の腰こしに飛びつく。

「弾がそれるかもしれません。危険です！　それは、あなただってわかっているはずでしょう!?」

「二千人の乗る船が沈しずもうとしているのだ。だが、あれがあれば勝てる！」

　士官が引き金に指をかける。

　少路は銃口をじっと見ていた。頭の中にいくつもの顔が浮うかび、その映像が重なっては消えた。

　二千人の乗る船、〈和泉いずみ〉。この船が沈めば、たしかに多くの命が失われる。大半の乗組員は脱だつ出しゆつできるはずだが、間に合わない者は確実に出る。だがあの装そう置ちが本格作動してしまえば、そしてそれを搭とう載さいした〈和泉〉が殺さつ戮りくに使われることになれば、より多くの、数百倍もの命が失われることになるだろう。それは、阻そ止しせねばならない。

　出町柳が這はい寄よってきた。頭のどこかから出血したらしく、赤い線が額ひたいを伝っていた。彼は首を無理にねじまげ、士官と目を合わせようとしている。

「だめだ。少路君を殺せば、作動キーのありかがわからなくなる」

「すぐに殺すわけではない！」

　士官は銃じゆう把はをにぎりしめ、引き金をしぼった。あっさりと、微み塵じんのためらいもなしに。

　少路は死を覚かく悟ごした。だが銃声は別の、より凶きよう暴ぼうな音にかき消された。

　銃声を圧する音が響ひびき、艦かん内ないを満たした。いままでにない強きよう烈れつな揺ゆれが襲おそった。少路は背中に蹴けりつけられたような衝しよう撃げきを受けた。一いつ瞬しゆん、身体からだが宙ちゆうへ浮きあがる。

「魚ぎよ雷らいの、直ちよく撃げき……？」

　口の中でひとりでに言葉がもれた。最後まで言う前にふっとばされた。半回転した状態で床ゆかに投げだされ、何度も転がり、うつぶせに倒たおれた。激痛に息がつまる。

　轟ごう音おんに機関士たちの悲鳴と罵ば声せいが重なった。同どう僚りようたちの悲鳴が重なった。士官の猛たけり狂くるったうなり声が重なった。非常灯とうが割れ、破は片へんをまき散らした。

　一気にあたりが暗くなった。少路は床にたまっていた油くさい海水を飲みこみ、むせかえった。胃の中のものを少しもどした。同じように飛ばされた同僚たちがのしかかってくる。少路はうめき、酸さん素そを求めてあえいだ。

　見た。かろうじて見えた。自分の胸の上にある顔。白はく髪はつの、無数のしわがきざまれた顔だ。出町柳博士。少路を指し導どうし、導みちびいてくれた恩おん師し。彼は倒れ、すがりつくような状態で少路の上におおいかぶさっていた。

「博士。博士！」

「少路君。作動キーをわたすんだ……」

　出町柳は弱々しい動きで顔を上げた。出血が増していた。それが侵しん入にゆうした海水のせいで顔中に広がり、にじんでいた。

　この艦かんはもう終わりだ、と少路は思った。いずれにしても。

「もう遅おそすぎます。いまから作動キーを使ったとしても、もう間に合いません」

「なんてことだ……なんてことだ！　我々の研究が！」

　出町柳は金切り声をあげた。

　少路は様々な破は壊かい音おん、怒ど号ごう、悲鳴などの中に、奇き妙みような音を聞き分けた。川の濁だく流りゆうを思わせる音だ。おそらくは、通路を満たした海水が押おし寄よせてくる音。

「博士、この艦はもう沈しずみます。みんなを連れて、早く逃にげてください」

「我々の成果を置いて逃げるなんて、そんなことが──」

「あの研究はすばらしいものです。それはみとめます。ですが、まだ我々は使いこなす段階にない。あの研究は、殺さつ戮りくのために使われるべきではないんです」

「なにを言っているんだ!?　なにを言っているんだ!?」

「早く逃げてください。早く！」

　少路は壁かべに手をつき、苦労して立ちあがった。出町柳の服を引っぱり、強ごう引いんに立たせた。そして、出口があると思われる方向へ押しやった。

　自分はここに残るつもりだった。この責任を取るために。この研究成果を封ふう印いんしておくために。生き残った同僚たちが研究を再開するまでには、少なくとも数十年の歳さい月げつが必要となるだろう。それだけあれば十分だ。

「さあ！」

「作動キーは、どこだ……」

　近くで、別の声が聞こえた。士官の声だ。苦しげに、とぎれとぎれに発せられている。さっきの衝しよう撃げきでどこかに傷を負ったのかもしれない。

　そのとき、新たな揺ゆれが艦を襲おそった。巨きよ大だいな音が耳を聾ろうした。だが少路の耳はすでに麻ま痺ひ状態にあった。少路は驚おどろくこともなく、ただよろめき、壁に背中をついて、さらなる浸水の気配を冷静に受けとめた。

　水音が近づいてきた。通路を埋うめつくす水流が迫せまりつつあった。人間を襲う化ばけ物ものさながらに突とつ進しんしてくる。

「作動キーは、どこだ……」

　士官の声は、それ自体が呪のろいのように感じられた。少路の腕うでの中で、出町柳が同じ問いを発した。

　少路はあきらめた。出町柳が脱だつ出しゆつするのはもう不可能だ。赤い魔ま物ものが──わずかに残った非常灯の明かりが水流をそんなふうに見せている──すぐそこまで来ている。手がとどきそうな距きよ離りまで。

　少路は静かに目をとじて、口をひらいた。

「作動キーは、愛する人のところに──」

　水流が少路たちに襲いかかった。飲みこみ、もみくちゃにして、一ひと息いきに押し流した。







　　　プロローグⅡ　半年前







「手早くすませなさい。時間はあるはずだけど、早いに越こしたことはないんだから」

　ケイティは指示を飛ばした。屈くつ強きような男たちは無言でうなずきを返した。

　男たちは素す早ばやく国道から外れた。わずか数メートルの私道を下り、小さな橋を音もなく渡わたっていく。ケイティも彼らのあとについて動いた。最さい後こう尾びはミアだ。よたよたと、とろくさい動きでついてくる。まじめで頭も悪くないが、身体からだを動かすのは苦にが手てなのだ。天才かつ運動神経抜ばつ群ぐんのケイティとはちがって。

「ほらミア。早くしなさい！」

「はい……ごめんなさい」

　ふたりで橋を渡った。川の両側は土手になっており、雑草や野花に埋うめつくされていた。春の陽ひ射ざしを浴あびて、川かわ面もがきらきらと輝かがやいている。日本の四季も悪くないな、とケイティは心の中でつぶやいた。口に出したりはしないが。

　橋の先には巨きよ大だいな木製の門があった。瓦かわら屋や根ねのついた立りつ派ぱなものだ。右手の表ひよう札さつには『少しよう路じ』と書かれている。その下には古びた自転車が立てかけられている。

　ケイティはほくそ笑えんだ。前に来たときは彼女とミアだけだったし、時間もなかった。だが今回は人員も時間も十分にある。準備も万全。この古い日本家か屋おくの主あるじ──リキエがあれを身につけていないことはわかっている。彼女は、明日の朝までは絶対に帰らない。ケイティ自身がミアに命じ、リキエが抽選で一泊旅行を引き当てるように仕組ませておいたのだ。

「あたしってば天才……」

　思わず笑みがこぼれる。

「ケイティさん。どうかしましたか？」

「ううん。なんでもない」

　手をふってごまかし、門をくぐった。視し界かいがひらけ、広い中庭が姿を現した。

　ミアがきょろきょろと、落ちつきなく視線をさまよわせる。

「なんか、前に来たときから一か月も経たったなんて信じられませんよね。変化がなくて、時間が止まってるみたいで。あたし、田舎いなかって住んだことないから」

「のん気な感想言ってんじゃないの。仕事で来たんだからね。そのことを忘れないように！」

「すいません……」

　右手には二階建だての母おも家やがあり、左手には一階建ての離はなれがある。母屋の奥おくには古い土ど蔵ぞう。中庭の先にはせまい小道が続いており、道ぞいに鶏にわとり小ご屋やや農作業機き械かいを入れるためのガレージが並んでいる。ただし、ガレージのほうはもう何年も、あるいはそれ以上の期間、使われていないように見える。

　配下の男たちは手はずどおり二ふた手てに分かれ、それぞれ母屋と離れに入っていった。人数は三人と二人。地元の連中から怪あやしまれないようにするため、服装はばらばら。人種は極きよく力りよく、アジア系をそろえるようにつとめた。白人とヒスパニックがひとりずついるが、彼らは帽ぼう子しを深くかぶっている。

「よく五人も借りられましたよね。本社から」

「当たり前よ。そのために、さんざん苦労したんだからね！　根まわしだとか賄わい賂ろだとか、やれることはぜんぶやって。だからこそ、失敗は絶対にゆるされないわ」

「わ、賄賂ですか？」

　ミアが生なま唾つばを飲みこむ。

「そ。おかげで貯ちよ金きんがゼロよ、ゼロ。むしろマイナス！　これで今回の計画が失敗したら、完全に破は産さんだわ。どれだけ自じ費ひをはたいてることか！」

「はぁ……」

「計画がうまくいったら、たんまりと請せい求きゆうしてやるんだから。必要経けい費ひに上乗せしまくって」

　ケイティとミアは土蔵を調べることになっていた。前回、土蔵は徹てつ底てい的てきに調べたはずだが、念ねんのために見落としがないかどうかたしかめておくのだ。この一か月の間にリキエがあれを土蔵に入れた、ということだってありうる。

　母屋の前を通り過ぎた。縁えん側がわには植うえ木きの鉢はちがいくつも置いてあった。土蔵のまわりもそれなりに手入れが行きとどいていた。

　ケイティはリキエの姿すがたを思い浮うかべた。一度だけ、遠くから観かん察さつしたことがあるのだ。もう七十代後半のはずだが、リキエは柔にゆう和わな笑え顔がおをふりまいており、とても幸福そうに見えた。うらやましいと思う。

「あんなおばあちゃんになれたらいいけど……」

　いまから五十年後の自分。想像することもできない。ミアはケイティよりも三つほど年下のはずだが、七十を過ぎれば似たようなものだろう。七十代なかばのミア。こちらも想像がつかない。

　ケイティはよけいな妄もう想そうをふりはらい、白しろ塗ぬりのはげかけた土蔵の前に立った。扉とびらに手をかける。鍵かぎがかかっていないことは確かく認にんずみだ。

「ケイティさん！」

　ミアが押おし殺ころした声で言った。ケイティはミアの視線を目でたどった。

　敷しき地ちの裏うら門もんへ続く道に男が現れ、こちらへ近づいてきていた。三十歳さいぐらいの、フリースの上着を身につけた男だ。

　ケイティは事前に収集しておいた住民データの内容を必死で思いだし、頭の中でファイルのページをめくった。隣となりに住んでいる大家族の一員だったと思うが、確信は持てない。

　男がなにか言った。日本語なので理解できない。だが詰きつ問もんするような、とがめるような声の調子は理解できた。目立たないように動いていたはずだが、入ってくるところを見られたのかもしれない。

「どうしますか？」

　ミアが不安げに指示を求めてくる。ケイティはミアの肩かたを軽く押さえた。

「待ってて。あたしがなんとかしてくる」

　懐ふところに手を入れ、特注の銃じゆうを取りだした。引き金を引くと、短い針はりが無数に飛びだす仕組みになっている。針には薬が含ふくませてあるため、刺さされた者はしばらく意識を失い、動けなくなる。殺人を犯おかすつもりはないので（死体なんて考えただけでもぞっとする）、こういった武器をわざわざ用意してきたのだ。

　いつでも撃うてる状態であることをたしかめ、銃を懐にもどした。笑えみを浮うかべて男のほうへ近づいていく。西洋系、金きん髪ぱつのケイティが男の目にどう映うつっているのか、推すい測そくするすべは皆かい無むだ。日本人の表情はよくわからない。

「こんにちは」

　英語で話しかけた。男は首をかしげ、日本語でなにか返した。こんな簡かん単たんな挨あい拶さつも理解できていないらしい。見るからに粗そ野やで、品のなさそうな男だ。

　男は乱暴な仕し草ぐさで母おも屋やのほうを指さした。次は指先を地面のほうへ向けて、何度もふりおろした。なにかまくしたてている。ここは私有地だ、とでも言っているのだろう。

「しかたないわね……」

　ケイティの言葉に、男は不ふ審しんそうに眉まゆをひそめた。彼女は短たん針しん銃じゆうを取りだし、男の胸を撃った。男は目を丸くして胸を見下ろし、よろめき、そのままあおむけにひっくりかえった。

　ふいに、その向こう側がわで、別の人ひと影かげが動いた。

「仲間!?」

　裏門の前で、四十がらみの男が立ちつくしていた。いま倒たおれた男の仲間──というほどのものでもないだろう。ただの顔見知り、ご近所さんといったところか。
















　四十男は倒れた男とケイティとを見比べ、ぼう然となっていた。ケイティの位置からは二〇メートルほどの距きよ離りだ。男はケイティが銃を下ろすと同時にはっとなり、我われに返った様子で走りだした。右手、裏門の方向へと全速力で遠ざかっていく。

「まずいじゃないのよ……！」

　ケイティはすぐに地面を蹴けって、倒れた男の身体からだを跳とび越こえた。土の小道をハイヒールで走り抜ぬける。前を行く四十男は何事か叫さけんでいる。自分が目にした光景におどろき、助けを求めている、といったところか。

　ケイティたちの行動は極ごく秘ひなのだ。宣せん伝でんしてまわらせるわけにはいかない。

　アスファルト舗ほ装そうの道に出た。男は国道のほうへ向かっている。

「止まりなさい！」

　ケイティは銃をかまえた。男は一いつ瞬しゆん、ちらっとケイティのほうをふりかえったが、止まる気配は見せなかった。ぐんぐんと駆かけていく。言葉が通じていないらしい。

「止まりなさいって言ってんでしょ!?」

　ケイティは容よう赦しやなく撃うった。男の背中に無数の針が突つき刺ささった。男は走っていた勢いのままで前のめりに倒れた。

「止まれ、ぐらいわかりなさいよね。いくら田舎いなか者ものだからって……」

　と、左手から女の悲鳴が聞こえた。

　見た。農作業をしていたらしい老ろう婆ばが畑の畝うねに手をつき、腰こしを抜かして倒れこんでいた。隣となりには竹を編あんだ籠かごが転がっており、泥どろのついた野や菜さいがぶちまけられている。

「次から次へと、なんなのよこの場所は!?」

　ケイティは唇くちびるを嚙かんだ。銃じゆうにまだ弾たまが入っていることを確かく認にんし、方向転てん換かん。

　パンプスが汚よごれるのもかまわず舗装路から外れ、あぜ道を飛びこえ、畑の畝と畝の間を突き進んだ。老婆の前で仁に王おう立だちになる。さすがに老婆を撃つのは気が引けたが、躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはなかった。悲鳴を聞きつけた者が駆けつけてこないともかぎらない。

「おばあちゃん、悪いけど！」

　腕うでを前へつきだし、なかば目をそらすようにして撃った。銃が気の抜けた音を立てる。

　老婆はばったりと倒たおれた。しばらく関節技わざをかけられたプロレスラーのような動きでのたうちまわっていたが、すぐに動かなくなった。少し、申しわけない気になる。

「も、もういないでしょうね」

　周囲を見まわしてみた。

　死んだように静まりかえっている片田舎。鳥や虫の声、あるいは風の音だけがかすかに遠くから聞こえてくる。離はなればなれに建っている家々の向こうには、小ぶりだが雄ゆう大だいさを感じさせる山々。なぜこうも続けざまに邪じや魔ま者ものが現れてきたのか、まったく理解できない。

「ついてないんだわ。それもかなり」

　いやな予感をおぼえ、ため息をついた。

　また裏道をたどり、フリース男の身体からだをまたぎ越こえて、土蔵の前へもどった。

　ミアは勝手に土蔵へ入っていいのかどうか迷まよっている様子で、おろおろと周囲へ目を配りながら待っていた。ケイティの姿を見て脱だつ力りよくし、安心したように息を吐はきだす。

　ケイティは「終しゆう了りよう」と言って首をまわした。

「母おも屋やのほうから何人か呼んでくれる？　あっちに男がふたりとおばあさんがひとり、転がってるはずだから。適当なところへ隠かくすように言って」

「あわわ……三人も！　三人も殺しちゃったんですか!?」

「殺してないわよ！　麻ま痺ひさせただけ。だけど、急いだほうがよさそうね」

　ケイティは手を腰こしに当てて、背の高い土蔵を見上げた。なぜか、いやな予感は強くなるばかりだ。







　　　一章　南なん国ごくの襲しゆう撃げき者しや







　　　　１




　ボート、といってもモーターつきの大きなやつだ。最新式というわけではないが、船体は白く塗ぬられ、しっかりとしており、無理をすれば十人は乗れそうに見える。

　いま乗っているのはおれとクラスメイトの蛍ほたるが池いけ彩あや子こ、担たん任にんの南みなみちさと、それにガイドであるマニアさんの四人。マニアさんは操そう縦じゆう席でハンドルを握にぎっている。どうやら上じよう機き嫌げんらしく、たまに鼻歌を口ずさんだりしている。彼はフィリピンの旅行会社につとめている現地人で、年ねん齢れいは三十歳さいぐらい。さすがに濃こい顔立ちをしている。

　ボートは順調に波を蹴け散ちらし、まっ青さおな海に白い筋すじを描えがいていた。空は快晴。雲の塊かたまりがいくつか浮うかんではいるものの、強きよう烈れつな陽ひざしをさえぎる役には立っていない。

「これぞ南の海って感じだよな」

　いまはゴールデンウィークのまっ最中。日本ではまだ泳ぐには早いが、ここフィリピンのレイテ島沖おきでは事情がことなる。雨期はもう少し先だし、気温は年間でも特に高くなる時期だ。

　Ｔシャツ一枚、という格かつ好こうなのに暑くてしかたなかった。いますぐ海へ飛びこみたいぐらい。去年の夏は海へ行かなかったから、おれにとってはほぼ二年ぶりの海、ということになる。はしゃいでしまうのもしかたがないというものだ。

「本当。来た甲か斐いがあるわ」

　彩子が長い髪かみをかきあげる。こいつはだれよりも冷静で意地悪な性格をしており、仲間からは〈氷の女〉と呼ばれている。そのくせ一応は美人で、スタイルもいい。いまも薄うす着ぎのせいで身体からだの線がはっきりと──って、いきなりなにを考えているんだ、おれは。

「ならもっと感かん謝しやしてくれよな？　おれが招しよう待たいしてやったんだからさ」

　よからぬ雑念をふりはらい、わざとつっけんどんに言った。

「べつに桔きつ平ぺいがおカネを出してるわけじゃないでしょ？　えらそうに言わないでほしいわ」

「おカネは出してないけど、チケットをもらったのはおれだろ？」

「四人分の招待状をもらって、誘さそう相手がいなかっただけじゃない。いっしょに来てあげてるんだから、むしろ感謝しなさい」

「ぐ……」

　受けとった招待状は四枚。最初は家族で来る予定だったのだが、両親は仕事で行けないことになった。おれに兄弟はいない。そういうわけで、しかたなくクラスメイトに声をかけることになったのだ。

　どっこい、いざ声をかけてみると、親しい連中はみんな予定が埋うまっていた。結果的に、考えうるかぎり最悪のやつら──蛍池彩子と宇う野の辺べ竜りゆう介すけをつれていくことになった。

　ふたりとも親しいことは親しい。むしろクラスの中で最も親しくつきあっている相手だが、彼らが旅先でトラブルを起こすのは目に見えていた。おれは誘うべきかどうか悩なやんだが、結局、ひとりで行って心細い思いをするよりはましと判断したのだ。担任のちさとは保ほ護ご者しや代わり、ということで同行してもらうことになった。

「それにしても宇野辺君。心配だわ」

　ちさとが口もとに手をそえて言う。空港のある島のほうを見ている──つもりらしいが、てんであさっての方向を熱心にながめている。彼女は二十代なかばのはずだが、童どう顔がんで、見た目はおれたちと変わらない。非常におっとりとした性格で、どこか抜ぬけており、どちらかというと彼女のほうに保護者が必要なぐらいだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。あいつのことだから、すぐに追いついてきますって」

　宇野辺竜介。突とつ発ぱつ的てきになにをしでかすかわからない、別名〈狂きよう気きの男〉。あいつは例によっておれたち一行からはぐれ、このボートに乗ることができなかった。いつまでもさがしているわけにはいかないので、おれたちは先に乗りこむことにしたのだ。目的地に着いたあとで、マニアさんがこのボートで港まで引きかえし、竜介をさがしてくれることになっている。

「でも、ここは外国なのよ？　怖こわい人だってたくさんいるし、誘ゆう拐かいされるかもしれない」

「あの凶きよう暴ぼうな馬ば鹿かを誘拐できる連中がいるとしたら、見てみたいもんだわ」

　彩子が海の先へ目を向けたままで、こっそりとつぶやく。

「言葉も通じない異国で、さぞかしさみしい思いをしてるんじゃないかしら」

　ちさとはいても立ってもいられない、というように胸の前で手を組み合わせた。だが言葉とは裏うら腹はらに、彼女だけは麦わら帽ぼう子しをかぶっており、ふくらませたビーチボールや浮うき輪わ、シャチの形をした巨きよ大だいなビニール人形、水中眼鏡めがね、シュノーケル、ビーチパラソルなどにかこまれている。緊きん張ちよう感かんのかけらも感じられない。

「ちさと先生。いろいろ言ってるわりには、遊ぶ気満々に見えるんですけど……」

「あらあら、それはごめんなさい。だって、この海を見ていたら、自然に身体が動いちゃって。思わずいろいろと買いこんで、このボートに乗せてしまったの」

「そ、そうですか……」

　みんなが竜介をさがしているときに、この人はこんな馬鹿げた買いものをしていたのか。

　おれはボートの座席に腰こしを下ろした。ちさとがマニアさんの隣となりで、おれと彩子はうしろの席に陣じんどっている。

「どちらにしても、ほっといていいんじゃないですか？　先生は言葉も通じない異国で、なんて言ってますけど。竜介のやつ、かなり外国慣なれしてるんです。ひとりで旅行したことがあるらしくって。聞いたこと、あると思いますけど」

「そういえば、聞いたことがあるようなないような」

「休学して、一年近くも放ほう浪ろうしてたって話ですから。だから一度、留りゆう年ねんしてて、おれたちよりもひとつ年上なんです」

「そうね……そうだったわね。語学もいろいろとできるんじゃなかった？」

「そのはずです」

　数週間前の修学旅行で、おれたちはドイツの南部を見てまわった。竜介はあのとき、ドイツ語と英語、そしてもちろん日本語をたくみに使いこなしていた。

「妙みような言葉も知ってそうね」

　彩子がそっけなく言う。彼女は前の座席から飛びだしているビーチパラソルを脇わきへ押おしやり、趣しゆ味みの悪い模も様ようを見て眉まゆをひそめた。

「でも、やっぱり心配だわ。担任としては、責任があるもの」

　ちさとの言葉を聞いて、おれと彩子は思わず顔を見あわせた。まさか、ちさとの口から「責任」なんて単語が飛びだしてくるとは思わなかった。そんな概がい念ねんがあったこと自体、驚きよう愕がくに値あたいする。

「心配ありませんよ。私が見つけて、すぐにつれてきますからね」

　マニアさんが首をうしろへ傾かたむけ、にこにことほほ笑えみながら請うけあった。ちさとは「ならいいんですが」と言って腕うでを下ろし、またあさっての方向をながめだした。あっちは竜介が取り残されているフィリピンではなくて、パプアニューギニアの方向だと思うが。

「見えてきましたよ」

　マニアさんが前方を指さした。

「うわぁ……」

　思わず感かん嘆たんの声がもれた。彩子でさえもが眉をつりあげ、地平線近くに見える巨きよ大だいな建造物に見入った。ちさとは「まあ」と言って手を胸の前で打ち合わせた。竜介のことなど頭からすっかり消え去ってしまっているようだ。

　それは、海の中から唐とう突とつに現れていた。

　全体的には鉄で作られた櫓やぐらといった印象で、テレビなどで見かける海底油田の発はつ掘くつ基き地ちに似ていなくもない。下のほうは複雑に組み合わされた支柱になっており、上の建物には人が活動し、あるいは寝ね起おきできるだけの空間が確保されている。奥おくの側面には大小さまざまなクレーンが取りつけてあり、どれもだいたい同じ方向にのびているようだ。
















「ここからだと、ちょっとわかりづらいかもしれませんけどね。あの奥に、例の船があるんです。もうすぐ見えてくると思いますよ」

　マニアさんが得意げに説明してくれる。

　おれたちは絶句し、ただただそれを見上げていた。海上基地はおれたちの視界の中でぐんぐんと大きくなり、加速度的に存在感を増していく。

　ボートが海上基地のそばについた。基地は近くで見ると、建設中のビルを思いださせた。あちこちから鉄の支柱などが飛びだしており、全体をぐるりとかこむように通路が設もうけられている。安っぽい非常階段がそこここにある。

　支柱の根もと、海面とほぼ同じ高さに足場が作られていた。船着き場代わりに使われているらしく、端はしには荷物の上げ下ろし用にゴンドラが設せつ置ちしてあった。他ほかの場所についているのと同じような、だがこちらはかなり長い階段が上まで続いている。

「転んだりしないでくださいよ」

　おれは先に立ってちさとの手を引き、足場へと飛び移らせた。ボートが波に揺ゆられている。足場には絶えず海水がかかっており、縁ふちのほうは完全に変色している。

「ええ。ありがとう」

「ここから見ると、さすがにわかるわね」

　彩子は額ひたいに手を当ててひさしを作り、海上基地の向こう側をながめた。彼女が言っているのは、基地と隣りん接せつしている、そして基地とは比ひ較かくにならないほど大きな建造物のことだ。おれも目をこらした。

「上からだとよく見えますよ。ここだと支柱が邪じや魔までしょう」

　マニアさんは荷物をせっせと下ろしている。彼はいったん手を休め、さらに言った。

「先に行ってください。私たちが到とう着ちやくすることは無線で伝えてありますから。きっと歓かん迎げいしてくれますよ」

　おれは階段を見上げ、つばをのんだ。




　ＩＳＰから招しよう待たい状じようがとどいたのはいまから約半年前。修学旅行（おれたちの通う北ほく摂せつ高こう校こうは妙みような時期、二年生の四月末に修学旅行があるのだ）の直後にまた海外旅行、というのはぜいたくすぎる気もしたが、ただで招待してくれるというのだ。行かない手はなかった。

　ちなみにＩＳＰというのは、和泉いずみサルベージ・プロジェクトの頭かしら文も字じを取ったものらしい。この海上基地では、第二次世界大戦中に沈ちん没ぼつした日本の戦せん艦かん〈和泉〉の引きあげと調査が行われているのだ。

〈和泉〉については、おれはＩＳＰの招待状に書かれていた程度のことしか知らない。

　それによると、〈和泉〉は昭和十三年、海軍横よこ須す賀か工こう廠しようにて、〈長なが門と〉型戦艦の三番艦として起工。竣しゆん工こうは昭和十七年の十一月。それから約一年の間は、主に日本海を行ったり来たりをくり返していた。ちなみに、これほどの大艦が日本海で行動する、というのはとても珍めずらしいそうだ。まったく謎なぞの行動であり、なにか特別な新兵器の実験をしていたのではないか、と考えられているらしい。

　その後、昭和十九年の七月ごろ、〈和泉〉はフィリピン方面へ移動した。さらにその三か月後、十月の捷しよう一号作戦（レイテ沖おき海戦と言うらしい）でのべ四波にわたる米軍機ならびに米軍潜せん水すい艦かんの攻こう撃げきを受けて、〈和泉〉はその短い生しよう涯がいを閉じた。

　当時の戦艦はどんな構造をしていたのか？　どのような使われ方をしていたのか？──激はげしい攻撃を受けて沈没したにもかかわらず、この船はかなり保存状態がいいらしく、こういった調査に適しているらしい。また、竣工から撃げき沈ちんされるまでの行動がとても奇き妙みようであったことから、特に戦史研究家たちの興きよう味みを引いているようだ。

　プロジェクトは国からの援えん助じよを受けており、構成員は大学や民間の研究施し設せつに所属している研究者たちが中心。発ほつ足そく自体は一年近く前に知らされていたが、まさか引きあげ現場への招待状が来るとは思ってもみなかった。

　おれの祖そ父ふは当時、〈和泉〉に乗りこんでいたそうだ。某ぼう国立大学の研究室に所属しており、戦艦では機関部の保守を行っていた。そして、戦せん闘とうに巻きこまれ、船といっしょに海の底へ沈しずんだ。

「ようこそいらっしゃいました。いままでの中で、一番かわいらしいお客さんたちだ」

　江え畑ばたさんは事務机の向こうで立ちあがり、おれのほうへ手を差しだしてきた。おれはその手をにぎりかえした。

　江畑さんはこのプロジェクトの責任者をつとめている。本来は大学の研究職にある人だが、いまはプロジェクトにかかりきりらしい。出発前にＦＡＸで何度かやりとりしていたが、とても人のよさそうな印いん象しようを受けた。その印象は直接会ってますます強くなった。

「こちらこそ、ほんとにありがとうございます。ほとんど出資していないっていうのに、四人も呼んでもらっちゃって」

〈和泉〉の引きあげに際しては、当時乗船していた軍人の遺い族ぞくたちがかなりの額がくを出資している。そのお礼代わりということで、ＩＳＰは出資してくれた遺族に対して、順番に招待状を送りつけているらしい。

　うちは田舎いなかのばあちゃんが出資していたが、せいぜい数万円といったところだ。四人も招待できる額にはとても足りない。

　部屋の中には無線機や様々なファイルがおさめられたスチール製の本ほん棚だな、作業着がつめこまれたラックなどが置いてあった。潮しおの香かおりが鼻をつく。下からは支柱に打ち寄せる波の音が聞こえている。

「厚あつかましいとは思ったんですけど。友だちも来たいっていうし、ちょうどやることもなかったから……」

「かまいませんとも！　みなさん忙いそがしいらしくて、いままで来てくれたのはせいぜい三十家族ぐらいです。ちょうど前の団体が帰られたところですし、じっくりご案内できると思いますよ。本当に、いいときに来られた」

「ゴールデンウィークなのに、ほかにだれも来ていないんですか？」

　おれの質問に、江畑さんは肩かたをすくめた。年ねん齢れいはたぶん四十歳ぐらいだ。禿はげを隠かくすためかどうかはわからないが、ローマ法王がかぶる帽ぼう子しのような、とても奇き妙みような髪かみ型がたをしている。

「二組ほど予定してたんですけどね。お仕事の都合とかで、キャンセルになってしまったんですよ。──そちらがお友だちですか」

　江畑は遅おくれて入ってきた彩子たちを見て笑えみを広げ、「ようこそ」と言ってうなずいた。

「おじゃまします」

　ちさとが浮うき輪わやパラソルにまみれながら頭を下げる。彩子は興味深そうに室内の様子を観察していたが、江畑さんの声に気づき、軽く会え釈しやくしてみせた。

「よろしく」

「それでは、外をご案内するとしましょう。自己紹しよう介かいは歩きながらということで」

　江畑さんは机のうしろをぐるりとまわり、おれたちの横に立った。




　階段をのぼり、少しひらけた屋おく上じようのような場所に出た。そして、おれたちは息をのんだ。

　マニアさんが「上からだとよく見えます」と言っていたわけがわかった。おれたちの眼がん下かには戦せん艦かん〈和泉〉の甲かん板ぱんが広がり、そして、目の前にはそびえたつ艦かん橋きようがあった。

「すごい……」

　おれは柵さくの手すりをつかみ、身を乗りだした。柵はおれの腰こしぐらいの高さだ。

〈和泉〉はとにかく大きかった。一いつ瞬しゆん、魂たましいを抜ぬかれたような気になる。

　海上基地が接しているのは艦橋の隣となり、船体全体から見ればほぼ中央のあたりだが、舳へ先さきや艫とものほうは、あまりの距きよ離りのためにかすんで見えるぐらいだ。

　肌はだの浅あさ黒ぐろい、現地の作業員たちがあちこちに取りつき、働いていた。数は二十人といったところ。彼らの肌が、海水に洗われた甲板が、そして艦橋が太陽光を反射している。

　甲板のまわりには浮き船のようなものが大量にただよっていた。上には人や資材が満まん載さいされているようだ。

「引きあげ作業って聞いてましたけど。これって、ほとんど浮いてるじゃないですか！」

「そのとおり」

　江畑さんはおれの隣に並んだ。同じように手すりをにぎりしめて、視線をゆっくりと上へ移した。艦橋の頂点をほこらしげにながめる。

　艦橋は様々な建物、アンテナなどを複雑に組み合わせたような形状をしており、高さはおれたちが立っている海上基地よりも二階ぶんほど余計にあった。窓がずらりと並んでいる場所なども目につく。戦争中はあそこから様々な指示を出していたのだろう。おれのじいちゃんもあの中に立っていたのかもしれない。いや──じいちゃんは研究員だったという話だから、あそこに立つようなことはなかったのだろうか。よくわからない。

　当然のことながら、じいちゃんはおれが生まれる前に亡なくなっていた。どんな人だったのか、ばあちゃんから少し聞かされている程度で、おれはほとんどなにも知らない。これまでは想像したこともなかった。

　おれはポケットに手を入れ、古い懐かい中ちゆう時計をにぎりしめた。〈和泉〉への招待を受けた半年前、ばあちゃんから手わたされたものだ。なんでもじいちゃんが出しゆつ征せい前に唯ゆい一いつ、残していったものらしい。せっかくだから持っていけ、「孫まごの桔平は元気です」とじいちゃんに報告してこい、とばあちゃんに言われ、おれはここまで持参してきた。

「あのお船。いまにも進みそうね……まあ」

　ちさとはおれの横、江畑さんとは反対側に並び、なぜか幸せそうな表情で手をふりはじめた。どうやら艦橋の作業員たちがおれたちに気づき、軽く手をふってきたためらしい。

　いまは外がい装そうの修理が行われているようだ。ボートの上から見かけたクレーン類はすべて艦橋のほうを向いており、様々な角度から艦橋へ腕うでをのばしていた。

「船の引きあげ自体は、もう完かん了りようしています」

　江畑さんはいわずもがなのことを言った。目の前にこれだけ巨きよ大だいな船があるのだから、引きあげ自体が終わっているのは当たり前だ。

「ただし、あの船はあちこちに穴あなが開いているんですよ。戦時中に魚ぎよ雷らいを食らったせいでね。本格的な修理や研究はこいつを陸にあげてから、ということになるでしょう？　穴が開いたままだと、陸まで引っぱっていけないんです。曳ひき船で陸まで連れていくために、自力で浮うかべるようにしてやらないと」

　たしかに、舷げん側そくには大きな裂さけ目めが顔をのぞかせていた。艦かん尾び方向、艦橋の少しうしろあたりには、とくに大きな傷きず痕あとがある。そこの修理は、まだ始まっていないようだ。

「なんか、自分の子供のことを話してるみたいですね」

「いやあ。計画が発ほつ足そくしてからは自分の子供より可愛かわいいぐらいですよ。もう一年も家に帰っていません」

　それはそれでまずいんじゃないだろうか、とおれは思った。

「たしかに、中ちゆう途と半はん端ぱな浮き方ね」

　彩子は少し離はなれた場所に立ち、胸の前で腕を組んでいた。

「甲かん板ぱんの高さ、水面と同じぐらいじゃないかしら」

「艦首では、まあそれぐらいですね。少し前に傾かたむいているので、艦尾ではもう少し高くなっているんですが」

「おカネ、かかるんじゃないの？　これだけのことをやろうと思ったら」

　彩子は年上、目上の人に対して敬語を使うということを知らない。

「そりゃそうです。ご遺族の方にはずいぶんと助けてもらっていますよ」

　江畑さんはおれにウィンクしてきた。かなり気持ち悪い。

「基本的には日本、ドイツ、イタリアの共同プロジェクトなんですが、なんたって日本の船ですからね。我々の主しゆ導どうで進められているんです」

「その国の組み合わせもどうかと……」

「書面でもお伝えしましたが、これは本当にすばらしい事業です！」

　おれの言葉など耳に入らなかったらしく、江畑さんは上を向いて拳こぶしをにぎりしめた。

「これだけ保存状態のいい船は、世界中どこをさがしてもありませんよ！」

「自分の世界に入ってるみたいよ」と、彩子が冷静な声で指し摘てきする。

「重量五万二〇〇〇トン。全長二五〇メートル。最大幅はば三五メートル。出力十八万馬力。そして速力はなんと三〇ノット！」

　しばらく説明が続きそうな気配だった。おれはさりげなく江畑さんのそばから離れ、彩子と額ひたいを寄せ合った。

「なんか、ただの軍事マニアって感じじゃないか？」

「重じゆう症しようね。一年ほど妻さい子しと会ってないっていうけど。きっと離り婚こんするわ。養育権も取られるし、死ぬまで慰い謝しや料りようの虜とりこ」

「それは言いすぎだと思うけど」

「江畑さん！」

　声が聞こえた。おれと彩子はそろって顔を上げた。

　作業着姿の日本人男性が近づいてきた。少しふっくらした体型で、眼鏡めがねをかけている。年ねん齢れいは三十歳ぐらいだろうか。うしろには現地人の女の子を連れているようだ。

　女の子はまだかなり幼いらしく、身長は隣となりの男性の胸あたりまでしかなかった。変わった服を身につけているが、民族衣い装しようかもしれない。胸むな元もとには、これまた風変わりなペンダントをぶらさげていた。

「やあ富とん田だ君。いま四一センチ連れん装そう砲ほう塔とうについて話していたところなんだ。この船が持っている、最も興味深い特とく徴ちようだからね。このような設計思想は歴史上、一度たりとも──」

「先に、キキを紹しよう介かいしようかと思いますが」

　富田、と呼ばれた男性はおれたちのほうへ向きなおり、軽く頭を下げた。

「富田です」

「あ、少しよう路じ桔平です。こっちは友だちの蛍池彩子と、学校で担任をしてる南ちさと。数日間、よろしくお願いします」

　おれは頭を下げた。女の子のほうは富田さんの服のすそをつかみ、なぜかおれの顔を食い入るように見ていた。ちょっと居い心ごこ地ちが悪い。

　江畑さんが女の子の横に並んだ。彼と富田さんで彼女をはさむような形だ。

「この子はキキ。近くにある島の子で、みなさんの世話係をしてくれているんです。日本語もかなり話せるから、重ちよう宝ほうしていますよ」
















　江畑さんはキキの背中をとん、と叩たたき、おれたちのほうへ押おしやった。

　キキはつんのめるようにして前へ出てきて、またおれの顔をじっと見上げた。普ふ通つうとは思えないような、やけに真しん剣けんな凝ぎよう視しだ。

「ええと。なに……？」

　おれはどう対応すればいいのかわからず、視線で彩子に助けを求めた。彼女は「さあ？」というように首をかしげた。

　ちさとが前に出てきて、キキの前でかがみこんだ。

「どうしたの？　少路君は怖こわくないわ。とてもやさしい子だもの」

「先生、よけいなことは言わなくていいです」

「おかしいですね。ふだんは人見知りなんてしない子なんですが」

　江畑は困こん惑わく顔でキキを見下ろしている。そのキキはいまだに硬こう直ちよくしたまま、おれから一いつ時ときも目を離はなそうとしない。

「ソウ……」

　キキがかすかな声をもらした。と、表情がみるみる変化しはじめた。まん丸な目が大きく見ひらかれ、口もとがほころんでいく。喜びの色が広がっていく。

「ソウ！」

　弾だん丸がんのような勢いで動いた。ちさとの横を抜ぬけて跳とびあがり、おれの頭にすごい勢いで抱だきついてきた。思わず二、三歩、あとじさってしまう。

　彼女はおれの、前まえ髪がみのあたりに頰ほおずりをしてきた。若わか白髪しらがが生えているあたりだ。おれの前髪は生まれつき、一部分だけが白くなっている。

「え……？」

　キキは足をおれの胸のあたりに巻まきつけている。腕うででしっかりとおれの頭を抱かかえこんでいる。まさに全身でしがみついている、といった状態だ。

　息苦しかった。わけがわからない。混乱する。なんで外国の、それも初対面の女の子がいきなり飛びついてくるんだ？




　　　　２




　ケイティは双そう眼がん鏡きようを胸元に下ろした。海は凪ないでいたが、海洋研究船の舳へ先さきはそれなりに揺ゆれる場所だった。どうしても仁に王おう立だちになる。

「ほんとにもう、頭にくるわ。ＩＳＰの阿あ呆ほうどもときたら！」

　もう一度、双眼鏡を目に当ててみた。ＩＳＰのサルベージ基地はここから数百メートル離れた場所に建っている。もちろん隣となりには戦せん艦かん〈和泉いずみ〉が鎮ちん座ざしている。双眼鏡のおかげではっきりと見えた。

「努力もしないでなにもかも手に入れるんだから。信じられない！　あたしがどれだけ苦労してると思ってんのよ。本当の価値も知らない素人しろうとが……」

　結局、少路邸ていで作動キーを見つけることはできなかった。戦艦〈和泉〉が持つ特別な能力を本格作動させるためのキーだ。

「なんとしても手に入れてやるわ。あの船も、作動キーも」

　ケイティが入手した古い記き録ろくによると、当時、〈和泉〉から作動キーを持ちだした乗組員の名前は少路関かん平ぺい。彼は船が沈ちん没ぼつする直前、「作動キーは愛する人のもとにある」と言い残したらしい。

　生きのびた機関士の証言がどれだけ信用できるのかはわからないが、つじつまは合った。愛する女性、というのはもちろん本国に残してきた妻のことだろう。その妻、少路リキエは関平から懐かい中ちゆう時計を贈おくられているのだ。それも、関平が〈和泉〉に乗りこむ前日に！

　懐中時計が作動キーである、ということはまちがいない。時計自体が作動キーなのか、時計の中に作動キーが隠かくされているのかはわからないが、それは機関部にある鍵かぎ穴あなを調べてみればすぐにわかることだ。

　これだけのことをつきとめるのに、ほぼ半年を要した。そしていざ少路邸に乗りこんでみたら、懐中時計は別の血族の手にわたったらしい、ときたものだ。

　その血族、関平の孫まごにあたる桔平という少年が、いままさにあの海上基地に来ているという。例の懐中時計を持って。

「なんで大事なものがみんな集まっていくわけ？　ただの軍事マニアで、あの船の価値──本当の価値なんて、なにも知らないような連中のところに！」

「ケイティさん。落ちついて」

　ミアがなだめてきた。彼女は甲かん板ぱんの上で四つんばいになっており、苦しそうな体勢で頭をケイティのほうへ向けている。手足が小こ刻きざみにふるえている。海に落ちるのが怖こわいのだ。ミアはまったく泳ぐことができない。

「ミアこそ、落ちついたほうがいいんじゃない？」

「あ、あたしは大だい丈じよう夫ぶです」

「そうは見えないけど」

「それより、これからどうしますか？」

　ミアはなんとか舷げん側そくの手すりにしがみつき、甲板に腰こしを下ろした。九死に一生を得た、といった様子でため息をついている。

「もちろん、手に入れるに決まってるわ。桔平って子から」

「でも、どうやって？」

「簡かん単たんに思いつきゃ苦労しないわよ」

　口をとがらせ、首から双そう眼がん鏡きようをぶらさげて、ケイティはミアの隣まで歩いた。操そう舵だ室しつの外がい壁へきにもたれる。

「あたしたち以外、だれもあの懐かい中ちゆう時計の価値を知らないわけだから──懐中時計が作動キーだってことは知らないわけだから、普ふ通つうに考えれば、時計の持ち主と交こう渉しようするってのが早いわよね。大金をちらつかせて」

「でも、売ってくれたりするでしょうか？　おじいさんの、唯ゆい一いつの形かた見みなわけですし」

「べつに売ってもらわなくたって、借りる、とかなんとか言ってまきあげちゃえばいいじゃない」

「そ、そんな極ごく悪あくな」

「それに、データは見たでしょ？　十七歳の男の子なんだから、おカネは喉のどから手が出るほど欲ほしいに決まってるわ。役に立たない形見なんかよりも」

「そうとはかぎらないと思いますけど……」

「問題は、あたしたちにあまり資金がない、ということよね」

　急に雰ふん囲い気きが暗くなった。お互たがいにどちらともなく顔を見あわせ、がっくりとうなだれる。

　ケイティは船せん尾び方向を見やった。いま同行している部下は三人だけ。その三人も、極度に訓くん練れんされた男たちとは言いがたい。ただこの船や積んである計器類を最低限、維い持じできるだけだ。

　半年前の少路邸てい捜そう索さくが失敗して以来、本社からケイティにまわされる資金は極きよく端たんに少なくなっていた。この船を維持できているだけでも奇き跡せきと言っていい。

「なんとしても懐中時計を──作動キーを手に入れなくちゃなんないわ。その程度は前に進まなきゃ、本社は力を貸してくれない。そこまでは、自力で進むしかないの！」

　逆に、あとは作動キーを〈和泉〉の機関部に差しこむだけ、という段階まで行ければ、きっと本社は人員を割さいてくれる。かなりの数をまわしてくれることだろう。

「いっそのこと色いろ仕じ掛かけでもしてみる？　十七歳の男の子なら、そっちのほうが効きくかも」

「ケイティさん、またそんな大それたことを……」

「平気だって。なにせブロンドとブルネットのお姉さんがふたりがかりよ？　相手だって健康な高校生なわけだし。落ちないわけがないわ」

「そういう問題じゃありません！」

「べつに最後までいくわけじゃないんだから。ほんと、いけるんじゃない？」

「どど、どちらにしても」

　ミアは顔をまっ赤かにしてうつむき、こほん、とせきばらいしてみせた。

「その子とコミュニケーションを取らなくちゃいけないわけでしょう？　日本の高校生の英語力なんてあてにできませんし、あたしたちだって日本語なんてできませんよ。でも、ちゃんとした交こう渉しようや説得をするとしたら、それなりの会話は必要になります」

「う。たしかに」

「それに、日本って島国だから。その子、外国人から交渉を持ちかけられたりしたら、すごく警けい戒かいしちゃうんじゃないですか？」

「色仕掛けに入ることもできない、その前に逃にげられる、ってわけね」

　ケイティは同乗している部下の顔をひとりずつ思い浮うかべた。冴さえない三人の男たち。もちろん日本語なんて話せないし、日本人からはほど遠い顔立ちをしている。

　島へもどって通つう訳やくをさがすことはできるが、フィリピンで英語と日本語をちゃんと話せる人間を見つける、となると──専門の業者、あるいは旅行社などを頼たよるしかないだろう。だがそういった連中と関かかわるのは避さけたい。なにより、都合よく「英語ができてよけいなことを詮せん索さくせず、どんな指示にでも従う日本人」なんて見つけられるわけがないのだ。

「ああもう。どうすりゃいいっていうのよ!?」

「船長」

　呼びかける声が聞こえ、部下が近づいてきた。操そう舵だ室しつの向こう側にいたらしい。

「なによ？」

「遭そう難なんしてる子供を拾ひろったんですが。どういたしましょうか？」

「はあ？」

　ケイティはミアと目線を交かわした。こんな快晴の穏おだやかな海で遭難者を拾うだなんて、普ふ通つうはちょっと考えられない。どこかで海かい賊ぞくに遭あったとでもいうのか。

「どこにいるの？」

「いまは船せん尾びで、あおむけに寝ね転ころがってます。自力でここまで泳ぎつけたぐらいなので、命に別状はないかと」

「自力で泳ぎついたって──この海、鮫さめが出るのよ？　できるわけないじゃない」

「ですが、実際に来てるわけでして……」

「行ってみましょ」

　ケイティはミアの腕うでを引っぱった。ミアは「ひいっ」と悲鳴をもらしながらも立ちあがり、あわててケイティの身体からだに腕うでをまわした。ふたりで船尾方向へ、足早に移動する。部下の男が脇わきへ飛びのく。

　船の最後尾に着いた。部下は「寝転がっている」と話していたが、遭難者は自力で立っていた。アジア系の少年で、濡ぬれた髪かみやズボンからぽたぽたと滴しずくをしたたらせている。上半身はなにも身につけていない。隣となりにはさっきとは別の部下が立ち、こまりはてたような表情で少年を見ている。

　ケイティは少年の前に立ち、手を腰こしに当てた。ミアはケイティの背中に隠かくれている──というより、死しに物もの狂ぐるいでしがみつき、ケイティの肩かたにぴったりと頰ほおを当てている。

「あんた中国人？　ニーハオ、ニーハオ」

　頭を前へつきだし、少年の顔を下からのぞきこんだ。アジア人のわりには背が高い。身体は細身でしなやか。筋きん肉にく質しつで、それなりにきたえられているようだ。

「俺おれは中国人ではない。れっきとした日本人だ。ちなみに、貴き様さまらの英語も理解しておる」

　少年はくせの強い、だが明めい瞭りような英語でこたえた。

「え、英語のできる日本人……」

　ケイティのうしろで、ミアがうわごとのようにつぶやいた。信じられない、という感情が声に表れている。ケイティもはっとなった。

「冗じよう談だんでしょ？　んな都合のいい……」

　少し時代がかった話し方ではあるが、彼が話しているのはまちがいなく英語だ。そして、本人は、自分は日本人だと主張している。こんな幸運があっていいものだろうか。

「あんた、どうしたわけ？　なんでこんなところにいたのよ。それに何者？」

　用心深くたずねた。少年は陽ひに焼けた腕を組み、なぜか胸をそらした。

「うむ。とある場所をめざして泳ぎはじめたのだが、途と中ちゆうで方向がわからなくなってな。体力が尽つきかけてきたので、やっかいになろうと決めたわけだ。ちなみに名前は宇野辺竜介。日本人の旅行者で、もう二、三日はこちらに滞たい在ざいしておる」

「ちょっと待ちなさいよ。体力が尽きかけたって……簡単に言ってるけど、この海って鮫が出るのよ？　わかってんの、鮫よ鮫！」

「そいつこそ元げん凶きようだ。そいつに襲おそわれたせいで、俺は方向がわからなくなった。なんとか上うわ顎あごは押おしかえすことができたのだが、下顎が肉に食いこみ、骨にまで達したせいでな」

　竜介、と名乗った少年はくるりと向きを変えた。背中をケイティたちのほうへ見せる。

「ギャ──!?」

　むきだしの背中は血だらけだった。鋭するどい歯の跡あとがきれいに弧こを描えがいている。血が筋すじを作り、ズボンの膝ひざの位置にまで流れている。

「なに平気な顔してんのよ。しっかり襲われてんじゃないのよ馬ば鹿か！」

「はう……」

　ミアの腕うでから力が抜ぬけた。ケイティに巻きつけていた腕がほどけ、小こ柄がらな身体からだがずるずるとすべり落ちた。明らかに失神している。

「きゃああ、ミア、しっかり！」

　ケイティはミアの胸むなぐらをつかみ、ぶんぶんとゆすった。ふり返り、部下の男に指をつきつける。

「なにぼーっとしてんのよ。馬鹿みたいにつったってるんじゃないの！　早くその子──竜介の手当をしてあげなさい！」

「うん？　俺なら平気だが」

「そんなわけないでしょ!?」

「う、うーん……」

　ミアが薄うすく目をひらいた。失神から立ちなおったらしい。ケイティは彼女の身体を引きずり、会話が竜介に聞こえない距きよ離りまで運んだ。顔をミアの耳もとに寄せる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「はああ。鮫さめの歯が、鮫の歯が……」

「あの子は平気。もろに嚙かまれてるけど、死にそうにはないわ」

　小声でささやきかけた。ミアは素す早ばやくまばたきをして、ケイティの目を見返した。どうやら我われに返ったらしい。見上げた立ち直りの早さだ。

「ねえ。あの竜介って子、どう思う？　日本語もできて、英語もできるみたいだけど。それになにより、こっちには遭そう難なんから助けたという貸しもあるし」

「ええと。竜介。竜介……」

「通訳に使えそうじゃない？」

　ケイティは竜介のほうへ目くばせしてみせた。ミアは弱々しく唇くちびるを動かした。

「そう……そうですよね。あたしも、それは考えました」

「誘さそってみるわ」

　ケイティは立ちあがった。部下の姿は船室へ消えている。竜介は腕を組んだままの状態で、救急箱の到とう着ちやくを待っているようだ。

「ねえ、あんた。この船に拾ひろわれなけりゃ、力つきてたわけでしょ。てことは、あたしたちに恩おんがあるってことよね。ちがう？」

「うん？　まあ、そういうことになるな。いま、礼を言おうと思っていたところだ」

　流りゆう暢ちような英語がすらすらと出てくる。ケイティは満足し、竜介のほうへ手をのばした。

「お礼はいらないから、恩は労働で返してくれるかしら？」
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「桔平──っ！」

　キキが甲かん板ぱんから跳とんだ。一いつ瞬しゆん、彼女の身体からだと太陽とが重なり、おれは目がくらんだ。

　と思う間もなくキキが飛びついてきた。首に思いきりしがみつき、おれが沈しずむのもおかまいなしだ。おれはもがき、水の中で息を吐はきだし、手足をふりまわした。

「こらキキ！　離はなれろってば。離れろって！」

　なんとか顔を水面に出して、潮しおくさい空気を胸一いつ杯ぱいに吸すいこむ。

　なんとかキキの身体をつかみ、顔から遠ざけた。いくら相手が子供だとはいっても、身体はそれなりに発達を始めている。女の子の肌はだに直接ふれる、というのは緊きん張ちようせずにいられない。どうしても顔がほてる。

「ずいぶんと気に入られたものね」

　彩子が涼すずしげな顔で近づいてきた。彼女は本格的に水泳をやっていたことがあるらしく、ほとんど力を入れていないクロールなのに、とてもなめらかに進んでいる。

「こんな子供にまで欲よく情じようするだなんて、完全に変へん態たいね。犯はん罪ざい的な幼児性愛」

「欲情なんてしてるわけないだろ!?　おれは、おれのほうからはなにもしてない！」

「桔平はソウと似てるから好き」

　キキがおれの肩かたに手をついて、おれの前まえ髪がみのあたりにぴと、と頰ほおをつけてくる。彩子の冷ややかな視線が痛いほど感じられる。

「こ、この状態で身の潔けつ白ぱくを証明するのは、さすがに困こん難なんかも……」

　おれはキキを頭から引きはがし、ため息をついた。

「ほんとに、かんべんしてくれよな」

　初対面の現地少女がなぜこんなにもなついてくるのか、まったくわけがわからない。しかも、こうしてくっついてくる相手はおれに限られているのだ。江畑さんも「こんなにキキがなついたのは初めて」と困こん惑わく顔で話していた。そもそも、キキが最初から言っている「ソウ」ってのはなんなんだ？

「キキ、日本語が話せるんだろ？　なんか、かなりあやしい感じだけどさ。ちゃんと説明してくれないかな？　なんで、おれにくっついてくるのか」

「少しよう路じ君！　こっちこっち」

　ちさとが甲かん板ぱんに立って手をふっている。彼女もおれや彩子、キキと同じく水着姿だ。最初はあんなに竜介のことを心配していたくせに、明らかに自分が一番はしゃいでいる。甲板には浮うき輪わやビーチボールの類たぐいが山のようになっている。

「早く早く！」

「なんですか、まったくもう。ほんとに子供なんだから」

　おれは舷げん側そくまで平泳ぎで近づいていった。外がい装そうの一部からは太いパイプの先せん端たんがのぞいている。あれで、艦かん内ないにたまった海水を吸すいだしているらしい。

　舳へ先さき周辺の海には直ちよつ径けい三〇メートルぐらいの範はん囲いにわたり、鮫さめよけのフェンスが張りめぐらせてあった。作業員たちが休きゆう憩けい時間に泳げるようにしてあるのだ。江畑さんの計はからいにより、おれたちも海かい水すい浴よくを楽しませてもらっている。

　舷側に手をつき、身体を引きあげた。当時からある手すりの下をくぐり、甲板に立った。最初に江畑さんが説明したとおり、〈和泉〉はまだ完全に浮ふ上じようしていないため、そして少し前に傾かたむいているため、ここ艦かん首しゆ付近では甲板の上一〇センチぐらいの位置に水面が来ている。甲板の海水は日光で温められているため、かなり生なま温あたたかく感じられた。

「ほらほら少路君。あたしが舳先に立つから、そのすぐうしろに立って。そう、そうやってあたしの腰こしに手をまわして」

「先生っ。生徒になにをさせるんですか!?」

「ほら、こうやってあたしが手を広げたら──映画の場面みたいでしょう？　すてき！」

　おれはめまいをおぼえ、くらくらとなった。

「戦せん艦かんの舳先って、菊きくの紋もんがついているんですよ？　この、おれたちが立っているすぐ下に。これは天皇様のしるしです！　その上でタイタニックごっこだなんて、右寄りの人が見たら即そくギレですよ！」

「右寄りの人ってなあに？」

「そういう微び妙みようなことは聞かないでください」

「あたし、日教組って大好き」

「しっかりわかってんじゃないですか……」

　おれは脱だつ力りよくし、あらためて艦かん橋きようの威い容ようを見上げた。あちこちで作業員たちが、あるいは彼らに指示を出すＩＳＰの人たちが動きまわっている。外装には元から鉄の梯はし子ごがついているらしく、あれと作業員たちが使っている櫓やぐらとを使えば頂上まで登れそうだ。

「なんか、五十年も沈しずんでたとは思えませんよね。甲かん板ぱんだって木製の板なのに、あんまり腐くさっていないみたいですし。装そう甲こうの錆さびだって知れてる」

「そりゃあ、江畑さんたちががんばって修理しているんだもの。きれいになって当然だと思うわ」

「さすがに甲板は替かえてないと思いますけど。それに、なによりあの大たい砲ほうですよ。いまにも弾たまが出そうだし、あんなの見たことがない」

〈和泉〉に搭とう載さいされている四一ミリ連れん装そう砲ほう塔とうはとても奇き妙みようだった。艦橋の両側面に、斜ななめに張りつくような格かつ好こうで装そう備びされている。あれだと、砲塔が完全に下を向けば海面を直接、撃うつことだってできそうだ。彩子などはおれ以上に興味をひかれたらしく、ほんの三十分ほど前まで、江畑さんに頼たのんで砲塔の発射方法を教えてもらっていたぐらいだ。

　江畑さんが誇ほこらしげに「こんな設計思想は類を見ない」と言っていたのを思いだした。たしかに、この船は引きあげる価値があるのかもしれない。

「桔平！　桔平は、こちらで我われと遊ぶのを拒きよ否ひか？」

　キキが首をかしげ、水面で浮うき沈みしている。さすが島育ちだけあって、キキはかなり泳ぐのが得意だ。泳ぐのが得意で、そして、変に韻いんを踏ふんだような日本語を話す。

「あ、遊ぶのはいいけど。しがみつかれるのはちょっとな」

「桔平は我を憎ぞう悪おしている？」

「してないしてない！」

「桔平、そこの浮き輪を取ってくれるかしら。一番大きいやつ」

　彩子が指さし図ずしてくる。おれは素す直なおに浮き輪を持ちあげ、彼女のほうへ放ほうり投げた。

　彼女は浮き輪の上に飛び乗り、輪の中にお尻しりを入れて、腰こし掛かけるような状態になった。長い髪かみをうしろへなでつけている。薄うす着ぎのとき以上に肌はだを露ろ出しゆつした状態となり、それが海水のために濡ぬれて光っている。おれの隣となりにいるちさとも──顔や行動は子供っぽいが──さすがにおれたちより十歳近くも年上なだけあって、それなりの身体からだつきをしている。もちろんキキだって馬ば鹿かにできない。

「三人の性格はともかく、け、景色だけは悪くないよな……」

「桔平。船ふな底ぞこくぐりって知ってる？」

　彩子が浮き輪の上で寝ねそべり、薄うすく目をあけておれを見てきた。

「船底くぐりとはなんぞ!?」

　キキが目をぱちくりとやり、元気な声でたずねる。つかみどころのない子だが、底そこ抜ぬけに明るくて屈くつ託たくがない。それは見ていて気持ちよかった。

「船乗りたちが罪ざい人にんに科した罰ばつよ。航海中に罪人が出たときなんかは、これで手っとり早く刑けいをすませたの。罪人に船の底をくぐらせて、死ねばそれまで。生きていれば助けてもらえる」

「むー……」

　キキは感心したようにうなずき、指をくわえ、船底がある水の中をのぞきこんだ。

　海は限りなく透とう明めいに近いブルーだが、さすがに底のあたりは不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きをたたえている。ある程度は海かい藻そうや汚お泥でい、フジツボなどが付着しており、少なくとも船底くぐりをしたいとは思わない。

「あれって」

　と、彩子が言葉を続けた。ちさとも興味津しん々しんといった様子で耳を傾かたむけている。

「罪人は船の右から左、あるいは左から右に──つまり横に船底をくぐらされた、と思われがちだけど。実際はそうじゃなかったらしいわ。罪人は船を縦たてに、舳へ先さきから艫とものほうへくぐらされたらしいの」

　彩子は首を上げ、〈和泉〉の艫のほうをじっとながめた。

「この船、何メートルぐらいあったかしら。二〇〇メートル？　三〇〇メートル？」

「艦首から艦かん尾びまで四分の一キロメートルだよ」と、キキがすかさず知識を披ひ露ろうする。

「どちらにしても、船底くぐりは苦しそうね」

「当たり前だろ？　死ぬにきまってるよそんなの」

「桔平、やってみてくれない？」

「できるか！」

「桔平は閃せん光こうのごとく潜せん行こう？」

「しないって！」

「まあ、それは残念」

　ちさとがわけのわからないことを言っている。

「みなさん、ちょっとよろしいですか？」

　江畑さんが甲かん板ぱんを近づいてきた。彼はズボンを膝ひざのあたりまでまくりあげている。

「宿しゆく泊はく場所はそこの基地内、ということでお願いいたします。このあたりは観光地から外はずれていまして。おすすめできるホテルがないんですよ」

「ええ。もちろん、おかまいなく」

　おれは江畑さんのほうへ向き直った。江畑さんはさらに申しわけなさそうな顔になった。

「それでですね。ここにはその──本当になにもないんですよ。ホテルもそうですし、みなさんをおもてなしできるような用意も。ですから、もしよろしければ、遊びがてら買いだしに行かれてはどうかな、と思いまして。島まで、ここからヘリを飛ばしますので」

「ヘリコプターですか!?」

「ええ、まあ」

　江畑さんは照れたように目をそらし、奇き妙みような髪かみ型がたの頭をぼりぼりと搔かいた。

「みなさんスマートですから、たぶん一度に運べるでしょう。ヘリは〈和泉〉の艦尾、飛行甲板に待機していますので」

　戦艦のまわりで遊べるだけではなくて、ヘリコプターにまで乗れる。

　おれとちさとは歓かん声せいをあげた。江畑さんの話を聞いていなかったらしいキキは、わけもわからず、おれたちの真ま似ねをしてきゃっきゃっとはしゃぎまわった。彩子はひとり、ぼんやりと空をながめ、「操そう縦じゆうさせてくれるのかしら」などとつぶやいていた。
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　午後も遅おそい時間になっていたが、露ろ店てん市はまだにぎわっていた。南国特有の熱気と人いきれが渦うずを巻いている。露店はすべて木製の粗そ末まつなもので、いつ崩くずれてきてもおかしくはない。歩きまわっているのは浅黒い現地人が多く、白人はごくわずかだ。

　ケイティとミアは露店で安物の帽ぼう子しを買いこみ、深くかぶっていた。竜介は──なにもしなくても、どことなく現地人のように見える。目立たなくするための変へん装そうは、気づかれずに桔平たちを尾び行こうするためのものだ。いま、桔平たち一行は、三軒ほど先の屋や台たいを物ぶつ色しよくしている。

　桔平たちがヘリコプターに乗りこんだときは、正直言って焦あせった。思わず双そう眼がん鏡きようを落としかけたぐらいだ。だが彼らがまっすぐ島の飛行場へ向かっているだけ、ということに気がつき、ケイティは安心した。余よ裕ゆうで研究船を港まで走らせて、こうして先回りすることができた。

「それにしても、本当に驚おどろきだわ。あんたがここまで協力的だなんて」

　ケイティは野菜を満まん載さいした籠かごの陰かげに身を隠かくし、隣となりでしゃがみこんでいる竜介の顔をまじまじとながめた。ミアはうしろで人波にもまれ、目をまわし、流されかかっている。

「貴様らは命の恩おん人じんだからな。これぐらいは当然のことだ」

「い、命の恩人って言うけど、とても死にかけには見えなかったわよ。鮫さめと格かく闘とうしたっていうのに、ぴんぴんしてたじゃない」

「要は気持ちの問題だ」

「……まあ、感謝してくれるに越こしたことはないけど」

　竜介は行きすぎる人の流れに目を細め、口もとに不敵な笑えみを張りつけている。

「相手がその時計にどの程度執しゆう着ちやくがあるのかをたしかめる。可能なら売ばい却きやくもしくは貸たい与よの約束を取りつける。それでいいのだな？」

「あんた、ほんと、めちゃくちゃ乗り気じゃない」

「俺おれにまかせておれ。相手はその品の価値を知らぬが、こちら側は知っている。……なかなかおもしろいではないか。やりがいがある」

「死ぬほど心強いわ。くれぐれも、あやしまれないようにしてよね」

　と言ったものの、この少年の容よう貌ぼうはすでに十分あやしいように思えた。どこがどうというわけではないが、なんとなく野性的な雰ふん囲い気きをただよわせており、なにより目の輝かがやきが尋じん常じようではない。人間というよりは獣けものの目だ。

「で。交こう渉しようの相手、というのはどいつなのだ？」

「あんた、わかりもしないで歩いてたわけ？　日本人の集団なんて、ひとつしかないじゃない」

　ケイティは膝ひざ立だちになり、桔平たち一行を指さしてみせた。

「ほら、あれよあれ。あそこの、女三人にかこまれてる少年。見えるでしょ？　前まえ髪がみだけ白く染そめてる──じゃない。若わか白髪しらがになっている男の子」

「前髪に若白髪？　どこかで聞いたような気がするな」

　竜介は野菜の間から頭をつきだし、桔平たちのほうへ目をこらした。と、なぜか痙けい攣れんしたように身を引き、また頭を前へのばした。食い入るように見つめ続ける。

「どうしたの？」

　竜介の表情がみるみる変化していく。目が見開かれ、腕うでががたがたとふるえはじめる。彼はばっと野菜の山から離はなれると、籠に背中をつけて、首を激はげしく左右にふりまわした。

「ケイティ。残念だが、あの相手だけはだめだ」

「なにそれ？　いきなりなに言ってんのよ」

「あの男はおれの学友だ。名前は少路桔平。やつとは共にこの国へ来たのだ」

「なんですって!?」

「すいません。ちょっと押おされてしまって……どうしたんですか？」

　うしろからミアが近づいてきた。やっと人の群むれから抜ぬけだせたらしい。

「──信じられないわ。竜介が、少路桔平と知りあいだって言うのよ。いっしょにこの国へ来たって」

　考えてみれば、ありえないことではなかった。こんなへんぴな島へ日本人の高校生が来る、なんてそうそうあることではない。彼らは同じ団体に属していたのだ。その可能性は最初に考えるべきだった。

「本当に知りあいなんですか？　あの子と」

「うむ」

　ミアの問いに、竜介がしっかりとうなずく。わずかにばつの悪そうな表情をしている。ミアは突とつ然ぜんの情報に混乱しているらしく、棒ぼう立だちになり、竜介と桔平たちの間で視線を往復させるばかりだ。

　ケイティはミアの服を引っぱり、野菜籠かごの陰かげに座すわらせた。

「噓うそ、ではないわね。あたしたちが教えてないのに、桔平って名前を知ってたんだから。噓なんてついたってしかたないし」

「でも……」

　ミアが、なにか思いついたように顔を上げる。

「でも、それならそれで都合がいいんじゃないですか？　交渉、やりやすいじゃないですか。竜介くんとあの子、友だちなんですから」

「だめなのだ」

　竜介は苦にが々にがしげに言った。野菜の籠をくやしそうに握にぎりしめている。

「時計というのは、懐かい中ちゆう時計のことであろう？　あの時計に関しては、俺も飛行機の中で見せられておる。なんでも祖そ父ふの形かた見みとかで、桔平はずいぶんと大切にしておった。そうそう簡単に渡わたしてはくれまい」

　ケイティはミアと顔を見あわせた。懐中時計が祖父の形見！──まちがいない。あれは〈和泉いずみ〉の能力を本格作動させるためのキーだ。今度こそ、キーは目の前にある。

「でも、借りることぐらいできるでしょ？　友だちなら簡単じゃない」

　思わず声がうわずった。求めていたものが手のとどく距きよ離りにある、という事実に緊きん張ちようしてしまう。

　竜介はのろのろと顔を上げ、なぜか歯を食いしばった。きしるような声でこたえる。

「その、なんというか──どうも、桔平は俺をあまり信用しておらんらしいのだ。あの時計は、かなり大切なものらしいからな。俺が貸してくれと頼たのんだとしても、そう簡単には渡すまい」

「あんたが信用ないっていうの。なんかわかる気がするわ」

　頭上では野菜屋がケイティたちに気づき、うさんくさそうなまなざしを向けはじめている。桔平たちはふたつほど先の屋台へ移動しているようだ。そろそろ追いかけなくては見失ってしまうだろう。ケイティはふと思いついた。

「ひょっとして竜介。あの子が友だちだからって、巻きあげるのを躊ちゆう躇ちよしてるってんじゃないでしょうね？　それか、あれの価値をあの子に話して、いっしょに売っぱらうつもりだとか。言っとくけどあの時計、あたしたち以外にはなんの価値もないんだからね。金きん銭せん的価か値ちはゼロ！　せいぜいごはん代ぐらいにしかならないわ」

「失礼なことを言うな！　俺は、そんな姑こ息そくなことを考える男ではないわ。桔平に気をつかう、などということもありえん」

　竜介はきっぱりと断言し、地面についた手を握にぎりしめた。硬かたく踏ふみしめられた土がえぐれ、彼の手の中に収おさまる。

「だがあれを買い取る、あるいは借り受ける、というのは至し難なんの業わざなのだ。桔平の執着心は、尋じん常じようではないからな」

「ならどうすりゃいいっていうのよ？　せっかくあれが目の前にあるっていうのに！」

「盗ぬすむしかあるまい」

　竜介は手から土を払はらい、ゆらりと立ちあがった。
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　おれたちは空港でレンタカーを手配してもらい、ちさとの運転で市場まで来ていた。ちさとの運転は滅め茶ちや苦く茶ちやで、おれは少なくとも三度以上、三さん途ずの川を越こえかけたように思った。寿じゆ命みようが縮ちぢまったことだけはまちがいない。

「ならキキは、おばあさんからもらったんだ。そのペンダント」

「そう！　これは、祖そ母ぼがどうぞと言って贈ぞう与よ。我われのお気に入り」

「ほんと、変わった形だよね」

　ペンダントは大人の親指よりひとまわり大きいぐらいだ。黒ずみ、角張った金属片が複雑に組み合わさって、全体としては銃じゆう弾だんのような形をなしている。ひも自体は新しく、最近になってつけかえたもののようだ。

　キキはうれしそうに持ちあげて、顔の前でぶらぶらとさせている。

「おれの時計は、じいちゃんのものなんだ。こんなのがあるってことは、最近まで知らなかったんだけどね」

　ポケットから懐かい中ちゆう時計を取りだし、キキに見せた。キキが興きよう味み深そうに顔を寄せてくる。

「この時計、停てい止し中か？」

　キキは時計の文も字じ盤ばんをのぞきこみ、首をかしげた。蓋ふたのついていないタイプなのだ。おれは少しとまどい、文字盤を自分のほうへ向けた。

「ほんとだ、止まってる。おかしいな……海上基地へ行くまでは、ちゃんと動いてたはずだけど」

「少路君！　キキちゃん！　早く来ないと、置いていくわよ」

　ちさとが道の先で手をふっている。隣となりでは彩子が奇き妙みような形の生魚を物色している。

「すいません。すぐに行きます！」

　手をふりかえした。現地の人たちがものめずらしそうにおれたちを見ている。

「行こう」

　キキの手を引き、懐中時計をポケットにおさめた。足を踏ふみだす。

「桔平！」

　キキの声。直後、顔と胸にどん、という衝しよう撃げきを受けた。だれかにぶつかってしまったのだ。これだけ人がいるのだからしかたない。

「どうもすいません。ええと、アイムソーリー……ってわあ!?」

　なぜかポケットに手を突つっこまれた。またキキがいたずらをしているのかと思ったが、どうもちがうようだ。おれより少し背が高いぐらいの男が組みついてきている。おれのポケットに手を突っこみ、でたらめに中をかきまわしている。

「な、なんですかあなたは!?　わっ。ちょっと！」

　首を曲げ、男の顔を見上げた。吹ふきだしそうになった。男は布で顔を隠かくしていた。目の部分だけ開くようにして、覆ふく面めんのようにしている。

　騒さわぎに気がついたらしく、まわりで人混みが分かれはじめた。

「なにするんだよ。やめろ！」

　身をよじった。男の手がポケットから抜ぬけた。骨張っていて少し毛深い手だ。

「桔平、知人と遭そう遇ぐうでグー？」

　キキが頭のうしろで手を組み、にこにことおれたちのほうを見ている。

「ちがうよ。見りゃわかるだろ!?　変なやつに襲おそわれてるんだよ！」

「それは真しん剣けんに陰いん険けんな事件。彩子たち、先行してゴー。行ってしまったよ」

「のんきなこと言ってないで！」

　男がまたつかみかかってきた。おれはあわててうしろへ身をかわした。人混みのためにひどく動きにくい。なんてこった──男がおれのほうへジャンプしてきた。本当に、頭からダイブしてくるといった感じだ。

　おれは、横へ転がって逃のがれた。覆面男はバナナが満まん載さいされた屋台に飛びこみ、派は手でな色の山を豪ごう快かいにくずした。バナナがばらばらと道に落ちる。屋台の店主が絶ぜつ叫きようをあげる。大きな房ふさが通行人たちに踏まれ、白い中身をぶちまける。

「なんなんだよおまえは!?」

　男がバナナの中で手をつき、起きあがった。決して口を開こうとしない。布のすき間から、息を吐はく音だけがシューシューともれている。なんて不気味なやつだ。

　男がまた歩きはじめた。ただの追いはぎなのかもしれないが、なぜか、おれだけを狙ねらっているように感じられる。最初の襲しゆう撃げきが失敗したというのに、逃にげていく気け配はいはまるでない。男は両りよう腕うでを高く差しあげると、妙みようなかまえを取りはじめた。

「かんべんしてくれよ!?」

「桔平。逃とう亡ぼうするか？」

　キキが覆面男とおれとを見比べ、訊きいてきた。

「するに決まってる。こんなわけのわからんやつにかまってられない！」

「ならこっちへ逃げよう。この市場のこと、我は桔平よりもご存じ」

　キキがおれの手を引いてくれる。おれは彼女のあとについて走った。

　通行人たちが邪じや魔まだ。次々とぶつかってくる。顔にびっくりしたような表情を浮うかべている。おれにはどうすることもできない。

「ごめんっ。どいてください！」

　うしろをふり返った。覆ふく面めん男は着実に近づいてきていた。明らかにおれを狙っている。おれがあいつになにをしたっていうんだ？

「桔平、なぜ襲しゆう撃げきで感かん激げき？」

「感激なんてしてない！　それに、心当たりだってまるでないよ！」

「こっちへ曲がろう」

　キキが急激に、ほぼ直角に向きを変える。おれたちは露ろ店てんの間にある細いすき間に飛びこんだ。なぜか大量の鶏にわとりが籠かごに入れられ、ばたばたと羽ばたいていた。

　と、前方に白人女性が現れた。帽ぼう子しとサングラスで顔を隠かくしている。手を両側に広げ、おれたちの前に立ちはだかった形だ。

「道をふさぐつもりか？　こいつといい、覆面男といい……なんなんだよ一体!?」

「桔平、こっちへの逃亡を提てい案あんする」

「その提案を受ける！」

　また方向転てん換かんし、屋台の親おや父じを押おしのけて走った。キキは迷めい惑わくもなにも考えずに爆ばく走そうしている。むしろ商品の上へ跳とびあがり、親父たちの肩かたを蹴けり、動物のような勢いで駆かけ抜ぬけていく。

　おれたちは走って走って走りまくった。こんなちっぽけな島だ。市場の規き模ぼなんてたかがしれている。市場を十周ぐらいしたような気がしてきた。

「うわあ!?」

　屋台のすき間から出たとたん、通行人の中から覆面男が現れた。両りよう腕うでを広げて跳ちよう躍やくし、おれのほうへ襲おそいかかってきた。

　キキの腕をつかみ、ふたりぶんの身体からだを引きもどした。男の身体が卵たまごの山につっこみ、山を倒とう壊かいさせ、黄身と白身と殻からにつつまれた。通行人たちの絶ぜつ叫きようが空気を一いつ瞬しゆんで満たした。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ。もうわけがわからない」

「桔平。いずこへ逃とう亡ぼうする？」

「考えて進んでたんじゃないの!?　そりゃもちろん、できれば彩子たちと落ちあって、車で空港のほうへもどりたいけど」

「車ならそこにある」

　露店の連つらなりがとぎれた。地面のぬかるんだ、ただ草地を切りひらいただけの駐ちゆう車しや場じようが目の前に現れた。停とまっている車は二十台程度。どれも泥どろで汚よごれており、新車など一台もない。うしろに木製の荷台が取りつけられているバイクなどもあった。

「あれは……彩子！　ちさと！」

「ほんとにもう、少路君ったら。もう十七歳だっていうのに、迷まい子ごになってしまうんだもの。ほら、はぐれたときの待ち合わせ場所とか、決めてなかったでしょう？　だからあたしたち、車のそばで待ってることにしたの。大正解！」

　ちさとがピックアップ・トラックの脇わきに立っていた。満面に笑えみをたたえ、胸むな元もとで両手をお釈しや迦か様さまのように合わせている。横のトラックは、おれたちが乗ってきたレンタカーだ。

「先生、それどころじゃないです。早く車を出して！　変な覆ふく面めん男に襲われているんです。あと、サングラスのガイジン──じゃない、外国人女性も邪じや魔ましてきて。覆面のほうが跳んで、卵まみれで、なんかおれのポケットを！」

「桔平。自分でもわかってると思うけど、言ってることが支し離り滅めつ裂れつだわ」

　彩子がトラックの荷台から顔を上げる。どうやら食料を中心に、かなり買いこんできた様子だ。海上基地で料理の修しゆ業ぎようでもするつもりか。おれが必死で逃にげている間に、ちゃっかり買いものを楽しんでいるじゃないか。

「とにかくやばいんだよ！　先生。いいから車を出してください！」

　キキがおれの肩かたにぶらさがってきた。

「桔平。あたしが運転で横おう転てん？」

「横転してどうする!?　それに、キキに免めん許きよなんてあるわけがないだろ!?」

「しょうがないわね」

　ちさとはため息をつき、のそのそと運転席へ上がった。彩子がピックアップのうしろをまわり、助手席側へ乗りこむ。おれは地面を蹴けり、荷台の縁ふちを跳とびこえた。キキが身軽に縁を乗りこえ、おれの胸に抱だきついてきた。

「さっきの男が吸すいつくように追いつく！」

　キキが後方を指さした。おれは身を起こし、荷台の端はしに取りついた。たしかに男が近づいてきている。全身卵まみれで、だが気にした様子もなく白身を地面にしたたらせている。

「少路君、安心していいわよ。さっき来るときに慣なれたから、もう運転は大だい丈じよう夫ぶ！」

「ふ、不安だ……」

　唐とう突とつにアクセルが踏ふまれ、おれとキキは荷台からふり落とされそうになった。
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「ああもう、俺おれはスリの天才だ、だなんて大おお噓うそじゃない！　あんなぶざまな襲しゆう撃げき、コメディ映画でも見たことないわ。目立っちゃいけないっていうのに！」

「気にするな。失敗はだれにでもある」

「あんたが言わないの！　それに、あれのどこがスリなのよ。ただでたらめに飛びかかってただけじゃない！」

「日本では、あれをスリと言うのだ」

「噓つきなさい！　それに、どっちにしても天才じゃないし……」

　やり取りを続けながらも、動かせそうな車をさがしまわった。桔平たちを乗せたピックアップ・トラックはみるみる遠ざかっていく。

「むう。なぜ我々にはレンタカーがないのだ？」

「しかたないでしょ。ここまでタクシーで来たんだから！　タクシー運転手の馬ば鹿か、こんなときにかぎってどっか行ってるし、ちゃんと鍵かぎかけて行ってるし！」

「ケイティさん！」

　ミアが泣なきそうな顔でばたばたと近づいてきた。彼女は竜介が桔平を追いかけるときに容器をぶちまけたせいで、フレッシュ・ジュースまみれ。当の竜介は卵まみれだ。

　ミアはケイティたちの前で立ちどまり、はあはあと荒あらい息を吐はいた。

「だめです。鍵のついてる車なんて、一台もありません」

　ケイティは舌打ちして、道路の先に目をこらした。市場は集落の外はずれで開かれているが、そのまわりは農地と林が広がるばかりだ。空港へ至いたる道は一応、舗ほ装そうされており、トラックはそこを蛇だ行こうしながら走っている。来るときも気になっていたのだが、やたらと危なっかしい走りだ。車体に故こ障しようがあるのかもしれない。

「まだ追いつけるわ」

　ケイティはつばを飲みこみ、懐ふところから拳けん銃じゆうを出した。

「どうせ騒さわぎを起こしちゃったんだから、もう同じだもの。とことんやってやろうじゃない」

「ケイティさん、竜介君の前でそんなもの！」

「気にしやしないわよ。そうでしょ？」

　ケイティは竜介の返事を待たず、手近な荷台つきオートバイに歩み寄った。粗そ末まつなチェーン錠じように銃口を向け、一発ぶちかました。金属的な音が響ひびき、鍵が弾はじけとんだ。群むれていた現地人たちがいっせいにふり向く。

「イグニッションぐらい、ハンドルを蹴けりとばせばどうとでもなるわ。竜介、あんた運転できるでしょ？」

「やれと言われればやるが」

「やりなさい」

　ケイティは荷台に跳とび乗った。ミアを手て招まねきで隣となりに座すわらせ、銃を強くにぎりしめた。
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「ちさと先生っ。どこが慣れたっていうんですか!?　もうちょっとていねいに運転してくだい。せめてまっすぐ進むように──ぐわ!?」

　トラックが道から外れかけ、なんとかアスファルトの舗ほ装そう路ろにもどり、地じ雷らいでも踏ふんだように跳はねあがった。おれは危あやうく舌を嚙かみかけた。キキはきゃあきゃあとはしゃぎながら（どうもおもしろがっているらしい）、おれの身体からだにしがみついている。大量の野菜や魚ぎよ介かい類るい、肉、よくわからない民芸品などともみくちゃになり、荷台の上を転げている。

　道の広さはかろうじて車二台がすれちがえる程度。だがトラック一台が走るには十分な広さだ。他に車の影かげは見あたらない。なのに、なんで道から外れそうになるんだ？

「お？」

　キキがぴょこん、と顔を上げる。その勢いで、おれはまた床ゆかに投げだされた。

「桔平。あいつらがまた来らい襲しゆう！」

「なんだって!?」

　ばっと身を起こした。後方一〇〇メートルぐらいの位置だ。五〇ｃｃのバイクが荷台を引っぱり、猛もう烈れつな勢いで追いあげてくる。距きよ離りがあるのではっきりとはわからないが、またがっている男は覆ふく面めんをつけているように見える。全身に風を受け、卵の黄身と白身と殻からを後方へまき散らしている。明らかにさっきの怪かい人じんじゃないか！

「なんで車が原げん付つきに追いつかれるんですか!?　先生、蛇だ行こうしすぎです！」

　運転席のほうへ身を乗りだして、開きっぱなしの窓からちさとをどなりつけた。

「あらあら、ごめんなさい。なんたって運転をするの、教習所を出て以い来らい、初めてなんだもの」

「いつ教習所を出たの？」

　彩子が助手席からたずねる。彼女は座席の下部をにぎりしめ、天てん井じように手をつっぱり、頭を打ちつけないようにしている。平静を装よそおってはいるが、さすがに目もとが引きつっているようだ。

「あれは高校三年のときだから、もうかれこれ六、七年になるかしら」

「なんで運転しようなんて思ったんですかっ。そのブランクで!?」

　おれは絶ぜつ叫きようをあげた。また車が激はげしく振しん動どうし、おれは上へ跳はねあげられた。

「あら、前方から牛が」

「そんな馬ば鹿かな!?」

　トラックは右へ、左へと尻しりをふりまわした。前方に現れた牛は一頭のみ。本能的に危険を察さつ知ちしたらしく、牛とは思えない素す早ばやさで畑のほうへ逃のがれていく。

「桔平、追っ手が来たよ」

　キキが後方を指さした。忘れるところだった。（ちさとの運転に）生命の安全をおびやかされていたために、うしろから来る別の危険から意識がそれていたのだ。

　覆面男のバイクは車二台ぶんぐらいの距離まで迫せまっていた。さっきはわからなかったが、荷台にはサングラスと帽ぼう子しを身につけた外国人女性がふたり並んでいる。右側は、さっき市場で立ちはだかってきたブロンドの女だ。ふたりともまだ若く見えるが、白人の実年ねん齢れいなんてわかったもんじゃない。

「止まりなさい！」と、女が英語で言ったように思った。直後、こちらのナンバープレートのあたりで硬かたい音が響ひびいた。後方からはパン、という破は裂れつ音おんが飛んできた。この音はドイツで何度か聞いたことがある。できれば思いだしたくない音。

「まさか、拳けん銃じゆう!?」

　音が連続して響いた。荷台の前方、運転席の背中にあたる部分が続けざまに火花を散らした。まちがいない。銃で撃うたれている。この距きよ離りで当たらないということは、よっぽど射しや撃げきが下へ手たか、当てる気がないかのどちらかだ。射撃の下手なやつが銃を持ってたりはしない。こちらを威い嚇かくしているのか。

「止まりなさい！」

　女が英語で言ってくる。銃口をおれたちのほうへ向けてくる。

「キキ、伏ふせて！」

　彼女の頭を押おさえつけた。自分も重なるようにしてかがんだ。荷台の上で腹はら這ばいになる。顔の横で果くだ物ものを入れた紙かみ袋ぶくろが倒たおれている。柑かん橘きつ類るいが無む秩ちつ序じよに押し寄せてくる。

「先生、急いで！　さっき言ったやつらが来てる！」

「これでも精せいいっぱい飛ばしてるわ」

「どこがですか!?」

「とうっ」という男の声が聞こえた。明らかに日本人の発音だ。

　おれは頭を上げた。信じられない。覆ふく面めん男が荷台つきバイクのハンドルに跳とび乗り、さらにこちらへ飛び移ろうとしている。

「し、死ぬ気か!?」

「やめなさいっ。なに考えてんの!?」

　女が英語でわめいている。おれは英会話なんてからっきしだが、外国映画はそれなりに観みるため、聞き取りだけなら少しはできるのだ。たまに拾ひろえる単語がある、といった程度だが。

「はっ」

　男が宙ちゆうを舞まった。あの動き、あの声。なぜか見覚え、聞き覚えがあるように思った。

　男がおれの真上から飛びかかってくる。両足をそろえ、おれの上へ着地しようとしてくる。おれはキキを横へつきとばし、危き機き一いつ髪ぱつで反対側へ転がった。

　うしろでは外国人の女ふたりが悲ひ鳴めいをあげている。半はん狂きよう乱らんで荷台から腕うでをのばし、バイクのハンドルをつかんでいる。ハンドルが空になっていたのは二秒ほどだが、横転しなかったのは奇き跡せきだ。おれを襲おそったブロンド女は苦労してバイクの座席へ移ろうとしている。

　覆面男が足を踏ふみおろしてきた。おれはまた転がった。

　左右を緑の木々や家々など、この島特有の景色が飛ぶように流れている。トラックはやっと蛇だ行こうをしなくなった。

「桔平。助けてあげたいけど、さすがにそっちへは移れないわ」

　彩子が首をねじ曲げながら言ってきた。彼女は助手席から身を乗りだし、ちさとの代わりにハンドルをにぎっていた。あいつも免めん許きよなんて持っていないはずだが、どんな素人しろうとでもちさとの運転よりはましだ。そのちさとは完全に運転を放ほう棄きし、万ばん歳ざいの格かつ好こうになり、目に涙なみだを浮うかべてバックミラーを見ている。

「少路君。先生、いったん止まったほうがいいと思うの。走ってる車の荷台で遊ぶなんて、とても危険だもの」

「先生っ。銃じゆうを持った連中に襲われてるっていうのに、止まれるわけがないでしょう!?」

「桔平！」

　キキの悲痛な声が聞こえた。おれは反射的にふり返った。遅おそかった。おれは男に脇わき腹ばらを蹴けられ、荷台の端はしに激はげしく身体からだをぶつけた。服に卵の黄身がついた。腹と脇腹を激げき痛つうが襲った。男が、なぜかおれのほうへかがみこんでくる。

「桔平への凶きよう悪あくな打ちよう擲ちやくは迷めい惑わく！」

　浅黒い影かげが宙を横切った。キキが男に飛びかかったのだ。男がうなり声をあげる。

「むう。なんだこの子供は」

　完全な日本語。薄うす々うす気づいてはいたものの、それでも自分の耳をうたがった。

「竜介？　おまえ、こんなところでなにを……？」

　覆面男──クラスメイトの宇野辺竜介だ。まちがいない──はさらに不満げな声をもらした。正体に気づかれた、という事実を呪のろうように。こいつは、こんなところでなにをしているんだ？

　竜介が足をふりあげた。さらに、キキをふりはらおうと腕うでを打ちおろした。キキは歯を食いしばっている。「桔平への虐ぎやく待たいはだめ！」と叫さけんでいる。

「竜介、その子から離はなれろ！　女の子に暴力をふるうなんて最低だぞ。それに、落ちたらどうするつもりなんだ!?」

　運転席の屋根に手を引っかけ、おれも起きあがった。竜介と対たい峙じする。

「ばれたならしかたあるまい」

「ばれるに決まってるだろ!?　さっき気づかなかったのが不思議なぐらいだ」

「動くな、大人おとなしくしておれ。銃で狙ねらわれておるのだぞ？」

「女は必死で運転中だっ。どっちにしても、おまえが邪じや魔まで撃うてないはずだ！」

「──ふん、よかろう。この俺が、力ずくで奪うばってくれるわ」

「奪う？」

　竜介は足を前へ踏ふみだし、強きよう烈れつな突つきをくりだしてきた。おれは危あやういところでかがみこみ、頭上にそれをやりすごした。身体がよろめく。荷台から落ちかける。
















「桔平はキキよりも鬼き気き迫せまる危き機き！」

　キキが叫ぶ。こんどは竜介の左足が飛んできた。おれの頭の位置だ。手を顔の前で交差させ、なんとか受けとめた。衝しよう撃げきに飛ばされ、運転席のうしろ側へ背中から激げき突とつする。

「キキ、そいつから離れてろ！──この阿あ呆ほっ。完全に本気じゃないか！」

「問もん答どう無む用よう」

　竜介はキキを見下ろし、両手で引きはがしにかかった。肩かたをぐいぐいと押おしやり、荷台の床ゆかにつきとばした。キキは小さく悲鳴をあげ、かろうじて受け身を取った。

「この極ごく悪あく人にん！」

「案ずることはない。手加減はしておる」

「よくもぬけぬけと！　だいたい、そんな女たちとなにをやってる!?」

　躍おどりかかった。竜介はステップを踏んでかわした。おれは勢いあまり、そのままトラックの後部から落ちそうになった。

　危あやういところで、Ｔシャツがうしろへ引っぱられた。キキがとっさに四つんばいで進み、手をのばしてくれたのだ。荷台の上へ引きもどされる。

「キキ、サンキュ」

「いっしょに仕返しをしよう！」

　元気よく宣せん言げんし、今度はキキが竜介に向かっていく。身長は彼の腹のあたりまでしかない。彼女は小こ柄がらな体たい軀くで竜介の股またの下をくぐり、うしろへまわりこんだ。

　視界の隅すみを、例の荷台つきバイクが横切った。ブロンドの女がなにか騒さわいでいる。速度を上げて、トラックの横につけようとしている。

　運転席のちさとはパニックを起こし、暴れだしている。彩子はそれを押さえつけるのに必死だ。しかも、同時に運転をこなしている。

　竜介がトラックの前側、キキがいるほうを向いた。いまだ。おれは体勢を整ととのえ、竜介に突とつ進しんをかけた。相手の背中に肩から激げき突とつし、そのまま運転席のうしろ側へつきとばした。ふたりで重なり、屋根の上に倒たおれる。キキは素す早ばやく横へ逃のがれている。

「ぬう。ふたりがかりとは卑ひ怯きような」

「奇き襲しゆうをかけてきたのはおまえだろ!?」

　竜介が起きあがり、おれの胸むなぐらをつかんだ。頭ず突つきを繰くりだしてきた。すかさずキキが竜介の膝ひざにまわし蹴げりを入れ、彼をよろめかせる。おれはその隙すきに後方へ逃れた。

「見み事ごとな連れん携けい！」

　キキがうれしそうに叫さけぶ。彼女はべつに格かく闘とう技ぎなどをやっているわけじゃなさそうだが、素す早ばやい身のこなしを活いかして、見よう見まねで攻こう撃げきしているのだ。おれも本格的な戦い方なんて知らない。ただ竜介の攻こう撃げきパターンに慣なれているだけだ。

　竜介がキキのほうへ向きなおる。両りよう腕うでを広げ、全身で襲おそいかかる。あまりにも体格差があるため、キキはそれだけで逃にげ道を断たたれる。

「竜介！　そんな子供ばかりっ」

「むう。聞きき捨ずてならんな」

　竜介がまたふり返った。と、トラックが急に方向転てん換かん。車体が左側へ大きく傾かたむいた。十字路を右へ、ほとんど減げん速そくせずに曲がっていく。ぶちまけられた野菜、果物などが一方へ寄せられる。ほかの車の運転手たちは停止し、目を丸くしておれたちの戦いを見ている。交差しているほうの道にはそれなりに車が走っているようだ。

「彩子、曲がるときは言ってくれよ!?」

「しょうがないでしょ。ちさとが暴れるんだから」

「桔平。よそ見はだめ！」

　キキが叫んだ。しまった。ちょっと目を離はなした隙に、竜介がおれの目の前、鼻と鼻がふれそうな位置にまで迫せまっていた。

　竜介は両手を高くかかげ、はさみこむようなチョップをふりおろしてきた。これ以上うしろへ逃のがれることはできない。おれは目をつむり、無む我が夢む中ちゆうで膝ひざを持ちあげた。うまく命中。竜介の股こ間かんを蹴けりあげることができた。

「ぐお!?」

　竜介が硬こう直ちよくする。この機を逃さず、おれはなぐりかかった。右、左、右。竜介は苦しげに顔をゆがめながらも、すべての攻撃を手で弾はじいた。おれはさらに膝を出した。後方へ跳とんでかわされた。

「キキ。いまだ！」

「間かん隙げきをついて感激するような直ちよく撃げき！」

　待ちかまえていたキキが竜介を蹴りあげる。爪つま先さきを思いきりふりあげ、言葉どおり竜介の股間を直撃する。おれの、さっきの蹴りを見て学習したらしい。

　竜介は一いつ瞬しゆん、白目になり、思いきりのけぞった。よろめき、倒たおれかけ、危あやういところで足をついた。額ひたいの汗あせをぬぐう。

「ふたりがかりとはいえ、やるではないか」

「強がり言ってろ！」

　おれは距きよ離りをつめた。竜介はふいに膝を曲げ、身体からだの位置を沈しずめた。と思う間まもなく、思いきり斜ななめ上方へ跳ちよう躍やく。筋きん肉にく質しつの身体からだがトラックの外へ飛びだす。

「竜介!?　こんな速さで落ちたら──」

　絶ぜつ句くする。竜介は併へい走そうするバイクに飛び移っていた。信じられないことに、またハンドルの上に直立している。運転していたブロンドの女は仰ぎよう天てんし、上体をうしろへそらしている。荷台の女はあたふたとするばかりだ。

　ブロンドの女がなにかわめいた。下を向いた竜介と言葉を交かわした。竜介があからさまな渋じゆう面めんになる。とりあえず、女が「どけ」と言っていることだけはわかった。

「桔平、残念だがここまでだ。空港が近づいてしまったのでな」

　空港には一応、警けい備び員いんが配置されている。さすがにカーチェイスを続けるわけにはいかない、ということだろう。

「この決着は、必ずつけてくれようぞ」

「ことわる！　何度もこんなことさせられてたまるか。それより、いつ帰ってくるつもりだよ？　ちさとだって心配してるんだぞ」

　一いち応おう、そのはずだが。

　竜介はまた跳ちよう躍やくし、こんどはバイクの荷台へと移った。隣となりの女が場所を空あける。

　運転席の女がおれに指をつきつけ（竜介がどいたので片手でも運転できるようになったらしい）、攻こう撃げき的な口く調ちようでなにかわめいた。バイクは減速し、急速に後方へ遠ざかった。それをバックミラーで確かく認にんし、彩子がトラックのハンドルをちさとに返した。

「行ったみたいね」

「なんだったんだ？」

　おれはその場で座すわりこみ、運転席のうしろ側にもたれた。キキが「勝利！」などと騒さわぎながら寄りそってくる。竜介たちのバイクは方向転てん換かんしたらしく、視界の中で点のようになって、やがて島の景色に溶とけていった。
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「あれは竜りゆう介すけに決まってます。それ以外に考えられませんよ！」

　おれたちは〈和泉いずみ〉引きあげ計画の責任者、江え畑ばたさんの執しつ務む室しつをふたたび訪おとずれていた。

　部屋にいるのはおれとちさと、彩あや子こ、キキ、それに江畑さんの五人だ。江畑さんだけが椅い子すに座すわっている。いまは机に肘ひじをついて手のひらを合わせ、両手の親指を唇くちびるに当てている。青ざめた顔をしており、おれたちの話なんて聞こえていないようだ。

　机の端はしでは扇せん風ぷう機きが首をまわしていた。おれはちさとに、さらに言い聞かせた。

「それに、おれたちは会話だってしたんです。竜介って呼んだら、あいつは、ばれたならしかたあるまい、なんて言ってました。これでも別人だって言うんですか？」

「でも、覆ふく面めんをしていたんでしょう？　先生、信じたくないわ。自分の教え子が、別の教え子にモンゴリアン・チョップをしてきただなんて」

「先生、ふだんから見てるじゃないですか！　教室で、あいつがそういうことをしてるのを」

「そうだった？」

「そうです！」

「桔きつ平ぺい。桔平と我われは共きよう闘とう。虐ぎやく待たいを期待どおり撃げき退たい！」

　キキが床ゆかへしゃがみこみ、おれの足にまとわりついてくる。笑え顔がおをおれのほうへ向けてくる。さっきからさんざん頭をなでてるっていうのに、まだほめてもらいたいらしい。

「わかった！　わかったから少し離はなれて。くっつきすぎだってば！」

　たしかに、キキがいなけりゃどうなっていたかわからない。竜介の好き放ほう題だいにされていたかもしれない。それに──

「問題は、どうして竜介が襲おそいかかってきたのか、ということだよ。なんであんな外国人の女といっしょにいたのか。はぐれたと思ったら、急に覆面姿すがたでもどってくるんだから」

　おれは開けっぱなしの扉とびらから外をながめた。クレーンの一部と〈和泉〉の一部、その背はい景けいに海が見えている。ガイドのマニアさんはまだ島に残り、竜介をさがしてくれているらしい。

「どうせカネで釣つられたとか、そんなところでしょ」

　彩子が、興きよう味みのなさそうな口く調ちようで決めつける。彼女はひとりだけ壁かべにもたれている。

「でも、なんでわざわざおれたちを狙ねらったんだ？　なんのために？」

「女たちに『いいカモはいないか』みたいなことを訊きかれて、あたしたちを勧すすめたのよ。強ごう盗とうの片かた棒ぼうをかついだってわけ」

「それで、率そつ先せんして襲おそってきたっていうのか？　そんな馬ば鹿かな！」

　とは言ったものの、否定できる根こん拠きよなんてなにもなかった。カネで釣られたのかどうかはわからないが、とにかく「知ってる日本人を教えろ。襲しゆう撃げきの手伝いをしろ」みたいなことを言われて、むしろ乗り気になったのかもしれない。竜介ならありそうな話だ。

「たしかに、竜介はおれのポケットに手を入れてきた。財さい布ふを盗とるつもりだったのかも」

「最初の襲撃に失敗してやけになった、それで車を追いかけてきた、といったところね」

「みなさん」

　江畑さんが、深しん刻こくな声で呼びかけてきた。彼はうつむいていた顔をゆっくりと上げた。

「本当なんですか？　不ふ審しん者しやに襲われた、というのは」

「さっきからその話をしてるんじゃないですか。なにを聞いてるんですか！」

「すいません」

　江畑さんはまた目をふせた。わずかに声がふるえている。今度はおれのほうがいたたまれない気持ちになり、頭を下げる番だ。

「いや、その……江畑さんが謝あやまるようなことじゃないですけど。すいません、えらそうに言っちゃって」

「どうかしたんですか？」

　ちさとが江畑の横顔をのぞきこみ、やさしく問いただした。

　江畑さんは、自分でも信じたくない、というように首をふった。おれと彩子は困こん惑わくし、顔を見あわせた。キキは目をぱちくりとやりながら耳をそばだてている。

「不審者に襲われたのは、みなさんだけじゃないんです。襲われた、というのは大げさかもしれませんが」

「なんですって？」

　おれと彩子は江畑さんに視線を移した。江畑さんは組んでいた手をほどいた。

「何度か、侵しん入にゆう者しやが確かく認にんされているんです。この部屋だって荒あらされたことがあるぐらいで。──一度だけ、うちの研究者がたまたま夜にそいつらを見かけて、追いかけたりもしたんですが。薬を塗ぬった針はりを打たれて、眠ねむらされてしまいました」

「よくその程度ですんだわ」

　彩子が眉まゆをひそめる。本物の銃じゆうで撃うたれても不ふ思し議ぎではなかった、という意味だろう。

　江畑さんは弱々しくうなずいた。

「まったくです。それに……それに、まだ信じられませんよ。この基地の職員が襲おそわれるだけならまだしも、お客さんまで襲われるなんて。なんと言っておわびしたらいいのか」

「ちょっと！　ちょっと待ってください」

　おれは江畑さんの話をさえぎり、彼の机の前に立った。

「さっきの女どもと、前にこの基地へ侵入してたやつら。同じだって考えてるみたいですけど。そんな保証、どこにもないじゃないですか」

「さっき、侵入者を見かけた職員がいる、と言ったでしょう？　その彼が、はっきり証言しているんです。侵入者はブロンドとブルネットの女ふたり組だったと」

「だからって同一人物と決めつけるっていうのは、ちょっと短たん絡らく的てきじゃないですか？」

「どの程度いると思いますか？　こんなへんぴな島のまわりに、白人女性のふたり組が。それも、人を襲うような連れん中ちゆうが」

「それは、そうかもしれませんけど」

　おれは口ごもった。もし江畑さんの話が本当だとしたら、竜介はこの基地へ侵入したやつらとつるんでいる、ということになる。どういうつもりなのかはわからないが。

「心当たりはあるの？　ここへ侵入されたり、ここの客が襲われたりするような心当たり。口ぶりからすると、なにかを盗ぬすまれたり、みたいなのはなさそうだけど」

　彩子が冷れい静せいに分ぶん析せきする。

「はい、盗まれたものはありません。この基地にある大切なものといえば、〈和泉いずみ〉ぐらいのものですから。ただ──」

「ただ？」

　ちさとが首をかしげる。江畑さんはいったん迷まようように言葉を切り、また話しだした。

「この船には、妙みようなところがあるんです。侵入は、それと関係があるのかもしれません」

　江畑さんは机に手のひらを伏ふせた。

「この執しつ務む室しつでは、侵しん入にゆう者しやたちは〈和泉〉の資料をあさっていたみたいなんです。これは、明らかに〈和泉〉そのものに興味がある、ということでしょう？　こんな基地に金かね目めのものなんて、あるわけがありませんし。ですから」

　自分が言おうとしていることの重みに耐たえられない、という様よう子すだ。

「ひょっとしたら、連中は〈和泉〉のことを聞きだそうとして、無防備なみなさんに目をつけたのかもしれません。この基地から出てくるのを見て、関係者だと思ったのかも」

「こんな高校生が、ですか？　どう見てもただの観光客だと思いますけど」

「妙なところね……」

　彩子は壁かべをじっと見ていた。まるで、その先の〈和泉〉が見えているみたいに。




「うわあ。さすがに高いですね！　すごく先まで見み渡わたせる！　島まで見えるじゃないですか。あんなにはっきりと」

　おれは艦かん橋きよう構造物の上層、指し揮き所しよの窓から海を見下ろした。まっ青さおな海が地平線まで続いている。艦橋の中には方向転てん換かんのための舵かじや様々な計けい器き類るいがある。その他、ＩＳＰの人たちが引きあげ後に持ちこんだらしい有線電話などなど。

　戦争当時からあった品々は意外ときれいで、錆さびもあまりついていなかった。この船の外がい装そうと同じだ。本当に、ぜんぜん古い印象がない。

「やけに小ぎれいね。妙なことってこのこと？」

　いっしょに入ってきた彩子が室内をきょろきょろと見まわし、江畑さんにたずねる。

　江畑さんは戸口に立ち、まだ申しわけなさそうにおれたちを見ていた。おれたちが襲おそわれたことに責任を感じているらしい。

「それは……まあ、それもあります。全体的には、そういうことです」

「なによ。はっきりしないわね」

　彩子がまた胸の前で腕うでを組み、冷ひややかなまなざしを江畑さんに向ける。

「おい彩子。ちょっとは年上の相手をうやまう、ということをしろよな」

「年上の相手を殺あやめる？」

　キキが、不思議そうな表情でふり返った。彼女は舵に取りつき、ぐるぐるとまわしたりしている。

「殺めるじゃなくて、うやまう！　尊そん敬けいしろ、という意味だよ。なんて言ったらいいのかな──」

「ああ、うやまうだね。尊敬、崇すう敬けい、畏い敬けいに敬けい慕ぼ！」

「なんでそんな言葉、知ってるんだよ」

「祖そ母ぼが教えてくれた！」

　彼女の祖母は、第二次世界大戦ごろに、日本人の兵士から日本語を教えてもらったという。〈和泉〉が沈しずんでいることからもわかるが、日本は当時、このあたりの島々へ進軍していたのだ。昔の日本人から日本語を習ったのだから、難しい言葉を知っているのは当たり前かもしれない。それにしても、話し方が変すぎる気はするが。

「この船がとてもきれいなのと、女の人たちが襲ってくるのと。関係があるとは思えませんけど……」

　ちさとが江畑に、困こん惑わくしたような顔を向ける。彼女は「先生が宇う野の辺べ君を連れもどします」などと言っているが、だれもできるなんて信じちゃいない。

　江畑さんがこたえる。

「あいつらは、そのきれいさ、正確にはきれいに保たれている理由に興味を持っているのではないか、ということなんです。まあ、妙みような点はきれいさだけではないんですが」

「ほかにもある、ということ？」

　彩子が指先で窓まど枠わくをなぞり、横よこ目めで返答を求める。

　江畑さんはうなずき、ポケットからハンカチを出した。

「妙なところ、というのはいろいろとあるんです。もちろん、この艦かんの保存状態が不自然にいい、というのはその最さいたるものですけどね。実際、この船は、すぐにでも動きだせるぐらいなんですよ。機関部に続く扉とびらが錆さびているので、まだ動力が来ていないだけで」

「我は操そう縦じゆうへの専せん従じゆうに夢む中ちゆう！」

　キキが、また舵かじをぐるぐるとまわした。無む邪じや気きにほかの計器類をいじくったりしている。

「まさか、キキに操縦できるってこと？」

「船の動かし方なんて、基本的には当時から変化していませんから。この船に合うと思われる操縦方法を、キキに教えてあげたんです。彼女が退たい屈くつしていたときに」

　江畑さんはしめったハンカチをたたみ、ポケットにしまった。

「ああ。そういう……」

「我は、ソウの戦艦を操縦できる！」

　キキは、舵を反対側へまわした。

「だからなんなんだよ、そのソウっていうのは」

「ほかの妙なところ、というのは？」

　彩子がおれたちのやり取りを無視して、マイペースに質問を続ける。

「いろいろとあります。この船の近きん辺ぺんでは海流が不自然に変化してる、だとか、水面が異い常じように高くなっているとか。もちろん、見てわかるほどではありませんが」

「そのために保存状態がいい、ということなんですか？」

　ちさとが首をかしげる。おれも、彼女の疑問はもっともだと思った。海流や水位が船の保存状態に影えい響きようするのだろうか？

「ちょっと、考えられないわね」

　彩子が、ひとりごとのようにつぶやく。彼女は物理学が得意だったはずだ。

「ほかにもあります。〈和泉〉の近くにいると時計が狂くるいやすいだとか」

「時計？」

　思いだした。じいちゃんの形かた見みである懐かい中ちゆう時計。たしかに、ここへ来るまでは動いていたのだ。おれはポケットから時計を出した。見ると、やはり止まっている。

「ほんとだ」

「まあまあ」

　ちさとも自分の腕うで時計をのぞきこんだ。いまごろになって止まっていることに気がついたらしい。海で遊んでいるときは外はずしていたようだから、しかたないと言えばしかたないが。ちなみに、彩子は時計を持ち歩かない主義だ。

「ほかには？」

　おれは江畑さんにたずねた。懐中時計をポケットの中にしまった。

「いま思いだせるのはその程度です。でも、十分に異常だと思いませんか？　完全にオカルトですよ」

「オカルトと言うより、超ちよう常じよう現げん象しようって感じですよね。いまおっしゃった現象って」

「どちらにしても」

　おれの言葉に、江畑さんが声を重ねる。

「我々は戦史を研究しているだけです。せいぜい船や武器の構造にくわしい程度で、物理屋ではないんです。ましてやオカルトや超常現象の専門家でもない。なにがどうなっているのか、ほとほとこまりはてている状態でして」

「だけど、そういうことに興味を持つ連中はいるはず。そして、そういうオカルトや超常現象に毒どくされたような連中なら、直接しのびこんだりしてきてもおかしくはない。襲しゆう撃げきをかけてきたって不思議ではない──そういうこと？」

　彩子が言こと葉ばを引きつぎ、確信をこめてたずねる。江畑さんは小こ刻きざみにうなずいた。

「日本にもデータを送って、色々と調べさせたりはしているんです。この基地は無線で島とやり取りできるだけですから、島からＦＡＸを送るようにして」

「その妙みような現象ですけど。本当にこの〈和泉〉と関係があるんですか？」

　おれは艦かん橋きようの中を見まわしてみた。キキがスイッチ類をパチパチと弾はじいている。

「わかりません。ですから、こちらからデータを送るのと同時に、日本からもできるかぎり当時の記録などを送らせているんです。この船に関する情報ならなんでもいい──ですが、なかなか残っていないもので。この船の引きあげプロジェクトが発ほつ足そくする前に、あらかた調べつくしているものですからね。もちろん、そのときの資料には超常現象のことなんて書いてなかったわけで」

　江畑さんは途と方ほうにくれた目で窓の外をながめた。

「使えそうな資料を新たに見つけるとなると、なかなか骨が折れるものなんです。それに、記録の整理にも時間がかかるんですよ。とにかく人手が足りなくて」

「ちさと、手伝ってあげたら？」

　彩子が窓のあたりから離はなれ、ちさとのほうへ向きなおった。

「国語の先生なんだから。文ぶん献けんを調べたりするの、慣なれてるでしょ」

「先生がお手伝いを？　できるかしら。自信ないわ」

　などと言いながらも、ちさとは頰ほおを染そめて、少しうれしそうにしている。

　彩子は、今度はおれに言ってきた。

「桔平は、おばあさんにいろいろと訊きいてみなさい。夫がこの船で技術者をやってたんだから。なにか聞いているかもしれない」

「なんだよ彩子。急にそんな……めずらしく積せつ極きよく的てきだけど」

「あたし自身、被ひ害がいを受けたんだもの」

　彩子は記き憶おくをたぐるように目を細めた。トラックの運転をさせられ、カーチェイスをさせられたことを思いだしているらしい。あれはたしかにひどかった。

「他ひ人と事ごとじゃないわ。相手の正体すらわからないまま、なんておさまりがつかない」

　彩子を怒おこらせるとあとが怖こわい。実際の話、竜介なんかよりもよっぽど執しゆう念ねん深ぶかい性格をしているのだ。恨うらみは絶対に、数倍にして返さなくちゃ気がすまない性格。

「わかったよ」

　少し気け圧おされながら、おれはうなずいた。ばあちゃんに〈和泉〉のことを訊いてみる。そのこと自体は、なにも問題ないだろう。

「でも、どうかな。なにかあれば聞いてるはずだし、じいちゃんだけが特別なことを知ってた、とは思えないけど」

「やらないよりはましだわ」

「一応当たってみるよ。無線で島の人に連れん絡らくしてもらって、ＦＡＸかなにか使わせてもらって。──江畑さん」

　呼びかけた。江畑さんは現在の事じ態たいにとまどっている様子だった。楽しい引きあげ作業と研究になるはずが、妙みような現象と侵しん入にゆう者しやに悩なやまされるはめになって。さらに、こんどは自分の客たちが同じ相手から襲おそわれるはめになって。

「連絡とかＦＡＸとか、お願いできますか？」

「本当に申しわけありません。遺い族ぞくに情報提供を呼びかけることについては、いま日本でも始めているところなんです。いずれ少しよう路じさんの──ええと。おばあさんでしたか？　そちらにも、質問をお送りする予定だとは思いますが。自発的に手伝っていただけるのであれば、こんなにありがたいことはありません」

　苦く渋じゆうに満ちた表情で、また顔の汗あせをぬぐった。

「どちらにしても、お客さんに気をつかっていただいて。迷めい惑わくをかけてしまったっていうのに、本当に情けない話で……」

「どうってことないわ。襲おそってきたのは身み内うちだし、こっちは借りを返したいだけ」

　彩子の、底冷えのする声。

「目的を知って、そこから尻しつ尾ぽをつかまえるの」
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「襲しゆう撃げきが失敗したことについては、もうなにも言わない」

「当然であろう？　あれは、完全に貴き様さまらの準備不足だった。もっと強力な武器さえあれば、あんな結果にはならなかったはずなのだ。俺おれにはなんの責任もない」

　ケイティは竜介を射しや殺さつしたい衝しよう動どうにかられたが、なんとか自分を押おしとどめた。冷静さを失ったところで得るものはないし、ここで銃じゆうを撃うつなんてもってのほかだ。

　いまケイティと竜介、それにミアがいるのは研究船内の居い間まだった。座すわり心ごこ地ちのいいソファやどっしりとしたテーブル、ミニバーなどがすえつけられている。部下の男どもには入室を禁止してある。この長い海上生活の中で、唯ゆい一いつ、ケイティがくつろげる空間なのだ。銃じゆう弾だんなんかでキズモノにしてたまるか。

「それで、本題だけど。あんた、自分がどれだけ重要な立場にいるか、わかってるわけ？」

「貴様らは桔平の持ち物を必要としており、俺はその桔平の友人だ。いつでもやつと接せつ触しよくできる立場にある。それはもう、貴様らにとっては重要であろうな」

「よくわかってんじゃない」

　ケイティはミアに目くばせした。ミアはミニバーの前に立ち、ミネラル・ウォーターの入ったグラスを両手で抱かかえていた。竜介を使って桔平から懐かい中ちゆう時計を盗ぬすみださせる、という案についてはすでに話しあってある。

「それで、どうなの？　あたしたちに協力してくれるわけ？　ぶっちゃけて言っちゃうけど、作動キー──じゃなくて、時計を盗みだしてくれるのかどうか。聞かせてくれる？」

「ことわる」

　竜介は傲ごう慢まんに胸をそらし、きっぱりとこたえた。

「なんですって？」

「ことわる、と言っておるのだ」

「な……」

　ケイティは我わが耳をうたがった。市場で、それにトラックの上で、あれだけ派は手でな立ちまわりを演じたというのに。あれだけのことをやったくせに、いまさら協力を拒きよ否ひするだなんて、信じられない。まったく予想していなかったこたえだ。

「なんでよ。どうしてよ!?」

　思わず立ちあがり、指をつきつけた。

「市場で襲撃するのはよくて、あとでこっそりちょろまかすのはよくないっていうわけ？　そんなのは卑ひ怯きようだ、なんてぬかしたら承しよう知ちしないんだから！」

「そうではない」

　竜介はテーブルに腕うでをのばし、自分のために注つがれた水のグラスをつかんだ。

「じゃあなによ!?」

「貴様らの正体に興味があるのだ。当然であろうが？　船だけならまだしも、銃じゆうまで所しよ持じしているとなると、ただ者ではない。そいつらが学がく友ゆうの持ち物に興味を抱いだいておるとなると……これはどういうことか？　気にならぬほうがおかしい」

「それは、まあそうよね」

　ケイティは息をととのえ、またソファに腰こしを下ろした。

「すべて話すなら、協力してやらんこともないが」

「──だから言ったんです。軽々しく銃なんて出すから」

　横からミアが非ひ難なんしてくる。

　ケイティは彼女の言葉を耳からしめだし、竜介と正面から向かい合った。

「残念だけど、それは言えないわ。あたしたちに判断できることじゃないの」

「なら、ここで降りさせていただこう。無む理りやり従わせようとしても無む駄だだぞ？　俺は銃など怖こわくないし、いつでも海へ飛びこんで逃にげられる。おれは鮫さめに勝てる男なのだ」

「言ってくれるじゃない」

　まさか、日本の高校生ごときに取り引きを持ちかけられるとは思わなかった。どちらかというと脅きよう迫はくに近い。それだけ彼のほうが有利な立場にいる、ということだ。

「しょうがないわね……」

「ケイティさん」

　ミアが手て招まねきをしている。ケイティは苦にがい表情のままで席を立った。竜介に手ぶりで「そのままにしていろ」と伝え、ミアの隣となりまで歩いた。

「なによ」

「ケイティさん、まさか、ぜんぶ話すつもりですか？」

　耳もとに口を寄せ、ささやき声で訊きいてくる。

「しょうがないでしょ？　話さなきゃ協力が得られない。でも話せば確実に作動キーが手に入るっていうなら、話すしかないじゃない」

「だめですよそんなの！　本社が許きよ可かするわけないじゃないですか」

「言わなきゃばれないわ」

「そういう問題じゃありません！」

「考えてみなさいよ。あいつはただの高校生よ？　それも日本の。事実を知ったところでなにもできない。高校生ごときがどこかで発表したところで、だれも本気にはしないわ」

「でも、竜介は桔平たちと知りあいなんですよ？　ＩＳＰの人たちに直接、話すことだってできるじゃないですか」

「あいつは桔平を襲おそったんだから、ＩＳＰだって竜介の言うことになんか耳を貸さない。ミアなら信用する？　自分や自分の仲間を襲ってきた相手の言うことを。それも、元は仲間だった裏うら切ぎり者の言うことを」

「でも……」

　ミアはまだ納なつ得とくできない様子だった。下した唇くちびるを嚙かみ、不安そうに竜介のほうをうかがっている。ケイティはミアの肩かたに肘ひじを乗せ、ぐいぐいとのしかかった。

「なら、言える範はん囲いで事情をばらすってのはどう？　ある程度は本当のことを言って、残りはどうしても言えない、計画がうまくいってからなら話せる、とかなんとか言っておくの。そうでもしなきゃ、竜介が納得するわけないって」

「そういうことなら、まあ」

「決まりね」

　ケイティはまた竜介の前へもどった。腰こしを下ろし、自分のグラスからウォッカを飲んだ。

「もめていたようだが？」

「気にしない気にしない。こっちの話だから」

　竜介の目の前で、手のひらをひらひらとふってみせる。

「ミアはしぶったけど、あたしが説得してあげたわ。あんたのために」

「事情を話す気になった、ということか」

「そのとおり！　でも、完全にひとつ残らず話しちゃう、というわけにはいかないの」

　ケイティは、ミアと決めたとおりに言ってきかせた。いまは少ししか話せないが、計画がうまくいけば話せる、といった説明だ。

　竜介はうさんくさそうな視線を向けていたが、とりあえずは納得してくれたらしい。

「よかろう。それで、貴様らの立場と目的というのは？　話せる範囲で話す、ということだが。聞かせてもらおうではないか」

「会社員よ。それ以上でもそれ以下でもなし。雇やとい主ぬしは商業的に利用できそうな新技術の開発をしてる会社で、あたしたちはそこの雇われ研究員ってわけ」

　これはまぎれもない事実だ。噓うそでもなんでもない。ただケイティたちの会社は特とつ許きよ登とう録ろくなどは行っておらず、非合法活動に手を染そめており、特定の政府に対して国こく防ぼうに役立ちそうな技術を直接、売りこんでいる、という点で特とく殊しゆなのだが。

「技術者には見えんが」

「技術者なのよ！　技術者っていうよりは研究者だけどね。それでもって、あたしとミアはここ数年、とってもすばらしい研究にたずさわっていたわけ。ここが、この研究の内容があんたに話せないところ。わかるでしょ？」

「むう。まあ、続きを聞くとしよう」

　竜介が不ふ服ふくそうにうなる。ミアが扉とびらの前から離はなれ、ケイティの隣となりに来て座すわった。

「よろしい。それで、あたしたちはある特定の現象を起こす装置を作ろうとしてた、と考えてくれるかしら。理り論ろんはもう完成してて、あとは現物を組み立てるだけだったんだけど、どうしてもうまくいかなかった。そんなときに、昔の日本軍がその装そう置ちを完成させてたらしい、ってな情報が飛びこんできたわけよ。これって現代でもかなり特とく殊しゆな、あたしたち以外はだれも本気でやっていないような研究なんだけど──五十年前の日本軍ってのは、いまのあたしたち以上に特殊だった。特殊で、技術力があって、しかも軍事費をひたすらつぎこむことができた。人間魚ぎよ雷らいを作るような連中なんだから、そのクレイジーっぷりはわかるでしょ？」

　ケイティの問いに、竜介は曖あい昧まいにうなずいた。

「わからんでもないが」

「日本軍の連中はこの装置を完成させて、とある戦せん艦かんにそれを載のせてた。海上でその装置の実験をするためにね。だけど、その戦艦は装置を本格作動させる前に撃げき沈ちんされてしまって、研究者や技術者、その他の資料もろとも海の底へ消えてしまったの。研究者が生き残ってりゃ研究を再開できたんだろうけど、残念ながら、研究者はみんな死んでしまった」

「そして、その戦艦が、あそこに浮ういている〈和泉いずみ〉だということか」

　純じゆん粋すいに興味を引かれたらしく、竜介は片方の眉まゆをつりあげた。

「そういうこと。さっき装置を本格作動させる前に沈しずんだ、と言ったけど。その装置は少しだけ動いていた。最大出力の五パーセントぐらいの力でね。そのわずかな作動のおかげで、現代のあたしたちも、その装置が起こす特定の現象を感かん知ちすることができた。つまり、あの船の中に装置が存在してる、ということを確かく認にんできたってわけ」

「残るものなのか？　五十年も前に起きた現象が」

「当然！　ほら、あそこに検知器があるわ。あれでその現象を──正確にはその現象の影えい響きようを、ということだけど。とにかく、感知することができるの」

　ケイティは竜介の背はい後ご、キャビネットの上を目で示した。竜介は眉み間けんにしわを寄せ、身体からだごとふり返った。

　キャビネットの上に置いてあるのは、目め盛もりのついた箱に平らな皿が載のったような器械だ。竜介は首をほぼ真横までかしげ、身体の向きを元にもどし、さらに眉間のしわを深めた。とがめるような目でケイティたちを見てくる。

「……ただのバネ秤ばかりにしか見えんが」

「そのとおり。別名ＧＳＤ、重力検知装──たたっ」

　ミアにつねられた。本当にこの人は！　とでも言いたげな目でにらみつけられる。

　たしかに、別名を言ってしまっては意味がない。ケイティたちがどんな研究をしているのか、ということが丸わかりになる。

　ケイティはミアの手を押おしもどし、ひきつった顔を竜介に向けた。

「と、とにかく、その超ちよう精せい密みつバネ秤で十分に測定できるってことよ」

「こんなものでなにがわかる？」

「科学はね、常にそれらしい外観を示すとは限らないのよ」

　少し得意になり、「若いわね」と言って人さし指をふってみせた。ミアが、また非難がましい目で見てくる。

「ケイティさん、調子に乗りすぎじゃないかと……」

「いいじゃないのよお。研究者の楽しみなんて、えらそうに難しいことしゃべるぐらいしかないんだから。それで相手を煙けむに巻まくぐらいしか」

「哀かなしい現実ですよね」

　ミアがしゅんとなる。竜介は鼻を鳴らした。

「いまの話が本当だとして。その装置とあの時計が、どうつながるというのだ？」

「それよ。本当にむかつくわ」

　ケイティは思いきり身体からだを倒たおし、ソファの背もたれに体重をあずけた。

「さっき、装置は全体出力の五パーセントぐらいしか出してなかった、と言ったでしょ？　そんなのじゃ意味がないのよ。一〇〇パーセント出してくれないと。でもって、そのためには作動キーってのが必要になるの。逆に言うと、いま言ってる作動キーなしでも五パーセント程度の出力なら出せてた、ということだけどね。それはともかく、ここからが重要なんだけど」

　ケイティは竜介の目を、まっすぐに見すえた。

「当時、本格作動のための作動キーは、船外に持ちだされていた」

「だから船は装置を本格作動させられなかった。そして、その作動キーがあの懐かい中ちゆう時計ということか」

　竜介は言った。ケイティは満足してうなずいた。

「正解。頭いいじゃない」

「ここまで聞けば、だれにでもわかるとは思うが」

「当たり前のことだけど、あたしたちは〈和泉〉を引きあげようと思ってた。そしたら間の悪いことに、ちょうどあのＩＳＰの阿あ呆ほうどもが、たいして意味もないような引きあげ事業を始めちゃったわけよ。もちろん、例の装置のことなんてなにも知らないでね。おかげであたしたちは手が出せなくなった。国際法では、沈ちん没ぼつ船せんは引きあげを始めた人のもの、というふうに決まってるから」

「偉い大だいな実験の再現が邪じや魔まされてしまった、ということなんです。装置のことなんてなにも知らない人たちに！　ＩＳＰに本当のことを話したりしたら、大切な部分はみんなあの人たちが持っていってしまうでしょう？　だけど、あの装置を使いこなせるのはあたしたちだけなんです。仕組みをちゃんと理解して、壊こわれたりしないように扱あつかえるのは。だから、少し手て荒あらい方法だとは思いますけど、なんとしても手に入れなくちゃいけなくて」

　ミアが竜介に、すがるような目でうったえかける。彼女が言っていることに噓うそはない。基本的には本当のことだ。

「どう、協力してくれる気になった？　科学の発はつ展てんのために」

「ふ……」

　竜介はうつむき、不ぶ気き味みな笑えみをこぼした。と思うなり、がばっ、と猛もう烈れつな勢いで立ちあがった。手を低い天てん井じように向けて広げ、高らかに吠ほえる。

「科学の発展のためというなら、協力してやろうではないか。俺おれもその装置の効果とやらは見てみたい。それに、銃じゆうを使ってでもことを成なしとげたい、という貴様らの心こころ意い気きは俺の主義とも合がつ致ちする。桔平が持つ作動キーとやら、必ずこの俺が手に入れてみせよう！」

「た、単純なやつで助かったわ」

　悦えつに入いる竜介を見上げ、ケイティはウォッカをごくりと飲みくだした。隣となりではミアが、ぽかん、とした顔で竜介を見ている。ここまで乗ってくるとは思わなかったらしい。
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「竜介が帰ってきた、だって!?」

　おれはキキに訊ききかえした。キキは「是ぜ！」と張りのある声を返した。イエス、という意味らしい。おれはベッドから飛び降りた。金属製の、壁かべに造りつけのベッド。

　おれは、たったいままで、日本から転送されてきたＦＡＸを読んでいたのだ。差出人はおれのばあちゃん。おれの「じいちゃんについて、なんでもいいから教えてほしい」というＦＡＸに対して、さっそく返信してくれたものだが──内容は拍ひよう子し抜ぬけだった。

　ちょうど半年ぐらい前に泥どろ棒ぼうが入り、じいちゃんに関するものはすべて盗ぬすまれてしまったというのだ。そんな話、おれはまったく聞かされていなかった。ばあちゃんは現にぴんぴんしているが、下へ手たをすれば泥棒に襲おそわれていたかもしれない。そんなことを考え、おれは背せ筋すじに寒いものを感じていたのだが……。

「どこ!?」

「いま帰ってきたところだよ」

　おれは、キキが言い終える前に走りだした。せまい部屋から飛びだし、廊ろう下かを転がるような勢いで進んだ。曲がり角では壁に身体からだをぶつけかけた。

　海上基地は、潜せん水すい艦かんの内部を思わせる構造になっている。天てん井じようが低く、窓のないトンネルのような通路が縦じゆう横おうにのびている。壁には無数の配管が走っており、天井にはむきだしの蛍けい光こう灯とう。窓はついていない。

　基地の外側を取りかこむ通路へ。危あやうく柵さくから落ちそうになった。おれは、船着き場へ続く通路を突つき進んだ。足の下で通路がカンカン、という音を響ひびかせる。外は陽ひが落ちかけており、空と海とが桃もも色いろに溶とけあっている。

　目の前に鉄製の階段。その中ごろを竜介が登っていた。そのうしろにはマニアさん。

「竜介！　おまえ、どの面つら下げて来たんだ！」

「桔平か。鼻息が荒あらいようだが、昼間の決着をつけるつもりか？」

「なに馬ば鹿かなこと言ってる？　それより、ちゃんと説明してもらうからな！　なんではぐれたのか。なんで襲おそってきたのか。なんで変な白人の女どもといっしょにいたのか！」

「は、はぐれたのはおれのミスだ」

　竜介が、なぜか顔を赤くして顔をそむける。どうやら本当に恥はずかしがっているらしい。

「阿あ呆ほかおまえはっ。そんなことで照れてどうする!?　いちばんどうでもいいことじゃないかっ」

「わかっておるわ」

　階段を登ってきた。竜介はおれのまん前、顔がふれそうな位置に立った。

　隣となりではキキがいろいろと角度を変えて竜介を見ている。本当に昼間の覆ふく面めん男なのかどうかたしかめているらしい。彩子とちさとが現れないのは、まだ竜介が帰ったことを知らないためだろう。うしろではマニアさんが心配そうな顔でおれたちを交こう互ごに見ている。

「桔平。彼は襲しゆう撃げき者しやですか？」

　キキが竜介を指さす。

「そうだ」

「いま仕し返かえしをする？」

「竜介に昼間の復ふく讐しゆうをする、ということ？」

　おれはたずねた。キキはうなずき、うさんくさげなファイティング・ポーズを取った。

「い、いまはいいよ。まずは話を聞いてからにしよう」

　おれは竜介のほうへ注意をもどした。竜介はキキを不思議そうに見下ろしていたが、おれの視線に気づき、目をもどした。

「昼間のあれだがな。あ、あれは、事情があったのだ」

「おい竜介。これから噓うそをつきます、ってのが顔に書いてあるぞ」

「む。桔平、やるではないか。読どく心しん術じゆつか」

「だれにでもわかるわ！」

　おれは竜介の胸むなぐらをつかみ、通路を無む理りやり歩かせた。壁かべに強く押おしつけ、竜介をにらみつけたままで、下のマニアさんに声をかけた。

「すいません。おれ、こいつにちょっと話がありますから。先に行っといてください」

「けんかしないでくださいよ？　宇う野の辺べ君も、悪わる気ぎがあったわけじゃないんですし」

　マニアさんはおれたちのほうを気にしながらも、うしろを横切り、通路を先のほうへ歩いていった。騒さわぎが大きくなる前に、江畑さんを呼んでくるつもりなのだ。

「まったく。悪気もなしに、いきなり空中殺さつ法ぽうを繰くりだされたりしてたまるか」

　竜介はおれに胸ぐらをつかまれたままで、わざとらしいせきばらいをひとつ。

「そうだな……しかたあるまい。少々面めん倒どうだが、すべて話してくれよう」

「正直に言えよ」

　おれは念を押した。

「あの女たちは何者なんだ？　それに、なにを狙ねらってる？」

「おそらく旅行者目当ての強ごう盗とうだろう。俺おれは、適当な日本人からカネをうばえ、と命令されていたのだ。そこへ、運悪く桔平が通りかかった」

「そんな馬ば鹿かな話があるか！」

「あるか！」と、足もとでキキが真ま似ねして遊んでいる。あまりにも邪じや気きのない表情、仕し草ぐさ。見ているおれの気がなえてしまうぐらいだ。

「俺は海で鮫さめに襲おそわれているところを、あやつらに助けられた。その恩おんがあるため、逆らうことができなかったのだ」

「鮫に襲われた、だって？　どうせならもっとましな噓をつけよ」

「噓ではない。これを見よ」

　言うなり、竜介は自分のＴシャツをまくりあげ、背中をおれに見せた。

　信じがたいことだが、彼の上半身は包ほう帯たいでぐるぐる巻まきの状態。しかも血が完全に止まっていないらしく、弧こを描えがくように──まさに鮫の歯の形に──まっ赤な点が並んでいる。

「んな馬ば鹿かな」

「わー……」

　さすがのキキも感心したらしく、言葉もなく鮫の嚙かみ跡あとに目をうばわれている。そうっと手をのばし、指先でつつこうとしている。

「なんで生きてるんだよ、そんな目に遭あって？」

「ふう……」

　声とともに、うしろでにぶい音が響ひびいた。おれは反射的にふり返った。

　なんてこった。いつの間にかちさとが現れ、しかも失しつ神しんし、ひっくり返っているじゃないか。右手だけを手すりに引っかけた状態で、だらりとくずおれているじゃないか！

「先生！」

　先に動いたのはキキだ。素す早ばやくちさとを通路に横たえたかと思うと、いきなり彼女の頰ほおを張った。力いっぱい往復びんたをかましまくった。

「き、キキ!?」

　ちさとは（おそらく痛みのために）うめき、うっすらと目を開いた。

「あら、キキちゃんに少しよう路じ君。ごめんなさいね……先生、バイオレンスはだめなの。ホラーは平気だけど」

　よくわからないが、要するにちょうどいいタイミングでここへ来て、竜介の傷と血を見て気を失った、ということだろう。

　当とうの竜介は知らん顔で、さっさとＴシャツの袖そでに腕うでを通している。

「これでわかったろう？　これだけの傷を負っていた俺は、あの女どもに助けられた。逆らうわけにもいかず、日本人狩がりに加わったわけだ」

「そんな傷のくせに、めちゃくちゃいい動きしてたじゃないか」

「それが俺の取とり柄えだ。不ふ屈くつの闘とう志し」

　よくわからない取り柄だ。傷の身にむち打って学友を襲おそう、というのが取り柄と言えるのかどうか。キキは純じゆん粋すいに感心を深めているらしく、しきりにうなずいたりしている。

「逆らえなかったって言うけど。あいつらの会話ぐらい聞こえただろ？」

「あいつらはプエルト・リコ人だった」

「なんなんだよそれは？」

「スペイン語など聞きとれるわけがなかろう」

「い、いろんな言葉、しゃべれるくせに」

　相手の言葉がスペイン語だ、というのも聞きわけられているし。

「それに、そうだよ。日本人を襲うように命令された、と言ってたじゃないか！」

「お、おれに話しかけるときだけは、英語に切りかえておったのだ。やつらは」

　噓うそくさい。これ以上ないぐらい噓くさいが、その噓を暴あばく糸口が見つからない。

「なら、いまはどうして帰ってきたんだ？」

「桔平たちを襲うのに失敗したため、使い物にならんと判断されたのだ」

「や、やっぱ噓くさいなあ」

　あれだけの動きをしていたのだから、おれが強ごう盗とうの親玉ならむしろ重用すると思うが。いや、あまりに無茶をやっていたために、逆に御ぎよしきれないと判断されたのかもしれない。そっちのほうが可能性は高そうだ。

「とにかく、桔平はちさとの看かん病びようをしておれ。俺は、ここの責任者にあいさつをしてこよう」

「えらそうに……言っとくけど、竜介の怪け我がを見て失神したんだからな。ちさとは」

「それは言いがかりだ。それでは、また会おう」

　竜介は悠ゆう々ゆうと去っていった。キキは、また目を閉じたちさとに人工呼こ吸きゆうをしかけていた。おれはあわてて止めに入った。




　バスタオルで頭をふきながら、おれは自室へと続く通路を歩いていた。シャワー室は男女別で、おれが入るのと竜介が出るのは同時だった。

　あのあと──竜介が帰り、ちさとがぶっ倒たおれたあと、おれたちは食堂で夕食をすませた。食堂といっても大きめのテーブルがひとつあるきりで、十人も入ればいっぱいになる、というようなせまい部屋だ。この海上基地内の部屋はどれもそんな感じだった。

　彩子とちさとは調理場を借りて、見なれない食材を使った料理に挑ちよう戦せんするつもりだったらしいが、買いこんだ食材はすべてだめになっていた。おれと竜介が荷台で格かく闘とうを演えんじたためだ。彩子は問答無用で竜介に包ほう丁ちようを突つきつけ、彼の財さい布ふから食材の代金を取りかえしていた。彼女の場合は本当に刺すとわかっているので、竜介も抵てい抗こうできない。

　作業員たちは残らず島に帰っていた。この基地で寝ね泊とまりしているのは研究員だけで、その数は十名に満たないという。食堂の広さはあれでちょうどいいのだ。

　基地内が潜せん水すい艦かんの内部に似ている、という印いん象しようは変わらない。といっても、おれが潜水艦を見たことがあるのは映画やアニメの中でだけだが。

　おれたちにあてがわれた区画は基地の端はしっこで、研究者たちの区画からはずいぶんと離はなれていた。研究者は夜中まで起きて仕事をすることがあるため、足音や話し声が客たちの安あん眠みんをさまたげないように、という配はい慮りよらしい。たしかに、部屋の外から聞こえてくるのは波の音ばかりだ。波が基地の支し柱ちゆうを洗い、あるいは〈和泉いずみ〉の舷げん側そくに打ち寄せる音。

　部屋は基本的にふたり部屋だった。竜介はおれと同じ部屋だ。彼の寝ね床どこはおれの向かい、反対側の壁かべに取りつけられたベッド。彩子とちさとの部屋は、おれたちの部屋からは角をひとつ曲がった先にある。

　部屋に入り、バスタオルを椅い子すの背にかけた。竜介はいないようだ。またふらふらと、基地内の探たん検けんにでも出かけているのだろう。昼間あれだけ暴れたっていうのに、なんて元気なやつだ。

　おれは疲つかれていた。電灯をつける必要もないと思った。自分のベッドに腰こしを下ろすと、そのままごろん、と寝ね転ころがった。

「竜介のやつ。ほんとに命令されただけなのかな」

　彼は、自分はわけもわからず命令されていただけだ、あの女たちについてはなにも知らない、と言い張っていた。江畑さんたちがしつこくあれこれと質問していたが、竜介はわからないの一点張り。それ以上は話を進めることができなかった。

　もうちょっと夜ふかしするつもりだったが、だんだんとまぶたが下りてきた。記き憶おくと夢ゆめとが混じりあうような状態になる。

　おれは寝返りを打った。と、手になにかふれた。やわらかい感かん触しよくがあった。膝ひざにも、同じような感触があった。なんだろう。ぼんやりとした頭で考え、手をのばし、あらためてその物体にふれてみた。

「桔平？」

　声が聞こえた。唐とう突とつに理解し、おれは頭に血が昇のぼるのを感じた。悲鳴をあげそうになり、ベッドから飛びあがった。逃にげだすようにして床ゆかへ下りる。

「キキ!?」

「桔平。いずこへ行ってた？」

　キキが上体を起こし、ベッドの上であぐらをかくような格かつ好こうになった。寝ねぼけ眼まなこをこすっている。キキはやがて目を上げると、顔いっぱいに幸福そうな笑えみを広げた。

「我われは、待っているうちに寝てしまった」

「寝てしまった、じゃないよっ。なんでキキがこんなところに!?」

「彩子が外出するときに、桔平にも言っておいて、と依い頼らいされた」

「彩子が外出？　なんだよそれ……」

　心しん臓ぞうがばくばくと打っていた。とりあえず、キキはとんでもない理由でおれのベッドに忍しのびこんでいた、というわけじゃなさそうだ。

　おれは思わず扉とびらのほうを盗ぬすみ見た。こんな現場、暗い部屋でキキとふたりきり、なんて現場をだれかに見られでもしたら、どんな勘かんちがいをされるかわかったもんじゃない。

　おれは部屋の入り口まで移動し、電灯のスイッチを押おした。蛍けい光こう灯とうがまたたき、部屋が明るく照らしだされた。キキがまぶしそうに目を細める。それはおれも同じだ。

「彩子が外に出てって、そのことをおれに伝えるように言われた。そういうこと？」

「是ぜ！」

　キキの胸むな元もとで金属製のペンダントが揺ゆれている。それで思いだした。

　おれはベッドの上、彼女の膝ひざの横から懐かい中ちゆう時計を取りあげ、ポケットの中に落とした。ばあちゃんには「常に肌はだ身み離はなさず身につけておくように」と言われている。さすがにシャワー室までは持っていけないので、枕まくらの下に置いていたのだ。

「なんでこんな時間になって？　それに、どこへ行ったっていうんだよ。彩子のやつ」

「思いついたことがある、と言ってた。それで、かくしゃくとした江畑から余よ裕ゆうしゃくしゃくでボートを借用」

「ボートを出してもらったって？」

　キキがこくり、とうなずく。

「彩子のやつ。相変わらずやることが唐とう突とつなんだから」

　ふりまわされるほうはたまったもんじゃない。よく江畑さんが許可してくれたものだ。

「ちさとは？」

「自室で待機」

「そっか。いや、ちょっと待った……」

　引っかかるものがあった。ちさとが部屋にいる、というのはわかるが、キキは別だ。

「そうだ。なんでキキがここにいるんだよ？　現地の人は、みんな島へ帰ってるはずじゃないか！」

「我は桔平たちの世話をせわしなくする役だから、夜もこの基地に逗とう留りゆう」

「夜も逗留って言うけど、キキはまだ子供だろ？　夜も家に帰らない、なんて絶対におかしい！　そんなの労働基準法違い反はんだし、そりゃフィリピンの法律がどうなのかは知らないけど、でもこんな時間まで働かせる、というのは国際的にも児童虐ぎやく待たいとして非難されることであって──」

「我は、自みずから渇かつ望ぼうしてここにいるんだよ。祖そ母ぼも許可をくれてる」

「おばあさんが？」

　そういえば、キキはペンダントを祖母からもらった、と話していた。日本語を教えてくれたのも祖母。どうやらかなり親しくしているらしい。事情はわからないが、親と同じかそれ以上に身近な存在なのかもしれない。

「わかった。とにかく、キキは自分の部屋へもどりなよ。送っていくからさ」

「諾だく！」

　うれしそうに言うと、キキはぴょこん、と床ゆかの上に立った。おれの服の裾すそをつかみ、喜き々きとした表情で見上げてくる。ちょっと、どきりとしてしまう。

「い、行こう」

　おれは部屋の扉とびらを開けた。ふたりで薄うす暗ぐらい通路の中へ踏ふみだした。この時間は非常灯の明かりだけがともっている。

「ちょっと気になったんだけどさ」

　キキはいまの会話で祖母のことを思いだしたらしく、胸元のペンダントを無意識にいじっていた。おれの言葉で我に返り、また顔を上げる。

「ん？」

「キキは、なんでこの基地で働いているわけ？　おカネのため？」

「賃ちん金ぎんを慇いん懃ぎんに呻しん吟ぎんしながら貯金するためでもあるけど、それだけじゃないよ」

「そう……そうだよね」

　なんとなく予想できた回答だ。キキがカネのために働いているとは思えなかった。とても楽しそうで、この場所にいること自体を楽しんでいるように見える。見知らぬ人たちと接するのが楽しい、祖母から教わった日本語を使えるのが楽しい、ということだろうか。

「是ぜ。そこの戦せん艦かんは、祖母にとって大切な戦艦。祖母にとって大切なものは我にとっても大切」

「そうか。おばあさん、日本人から日本語を習ったって言ってたよね」

〈和泉〉はキキが住んでいる島の近くに沈しずんでいた。当時、日本兵たちはキキの島を訪おとずれていたのかもしれない。そこでキキの祖母と出会い、日本語を教えたのかもしれない。

　少し、胸が暖あたたかくなる話だ。日本人から日本語を教えてもらっていた現地人女性が、その日本人の乗っていた船に思いをはせる。そして、その女性の孫まごが船をおとずれ、こちらは祖母の青春時代に思いをはせる。悪くないと思った。

　彩子たちの部屋が見えてきた。奥おくにも扉があるから、そこがキキに割りあてられた部屋なのだろう。

「我は、ちさとといっしょに就しゆう寝しんすることとなった」

「ちさとの部屋で？　ああ、彩子がいないから」

「彩子とちさとが許可してくれた！」

　なんだかんだ言っても子供なのだ。ひとりで寝ねるのはさみしい、だれかが隣となりにいてくれたほうが安心できる、ということだろう。ほほえましい。

「じゃあ、おれは自分の部屋へもどるから」

「桔平もいっしょに就寝するか？　ちさとはとてもやさしい」

「しない！」

　おれは逃にげ帰った。
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　ケイティは海上基地の支柱まで泳ぎつき、水中眼鏡めがねを額ひたいへ押おしあげた。部下が少ない、そして無能なために、みずからこのような潜せん入にゆう作戦を行わなくてはならない。

　単独で酸さん素そボンベと鮫さめ用の武器を背せ負おい、連れん絡らく用ようの信号弾だんを腰こしに差して、深夜の海にもぐる物理学者。普ふ通つうではない。だが給料がいいのだからしかたない。大学に残って研究を続けたりしていたら、いまの十分の一の額がくも得られなかっただろう。研究に大金をかけることもできなかった。それができているのは、いまの会社に属しているおかげだ。

　ミアは連れてきていなかった。彼女は近くの海上で、ケイティを回収するために待機している。
















　ケイティは穏おだやかな波に揺ゆられながら、頭上の海上基地を観察してみた。

　二週間ほど前にケイティたちの侵しん入にゆうが発はつ覚かくして以来、ＩＳＰの研究者たちは交こう代たいで見張りを立てている。正規の警けい備び員いんを雇やとう予算がない、といった事情はケイティたちと似たようなものだ。いまはだれもいないようだが、どこかにはいるはずだった。

「竜介のやつ。うまくやってくれてるといいけど」

　計画では、竜介が桔平から懐かい中ちゆう時計を盗ぬすみ、通路から海上のケイティに投げる予定だった。

　竜介は「桔平は常に時計を携けい帯たいしておる。だが、さすがに入浴のときぐらいはどこかに置いておくであろう」と自信満々に話していた。彼は桔平がシャワー室へ入ったのをたしかめ、部屋を捜そう索さくするつもりだという。

　ケイティは腕うで時計を見下ろした。〈和泉〉に近づくと時計の針が狂くるう。いまのところは問題ないようだが、実際はどうかわからない。微び妙みように、たとえば十分ぐらいの狂いはあるのかもしれない。

「にしても、竜介のやつ。遅おそいわね」

　そのとき、頭上で懐中電灯が光った。黄色い光線がケイティの隣となり、二メートルほどの距きよ離りを照らしだした。光が海面を這はうように動きまわる。

　ケイティは焦あせり、水中眼鏡を外したままでもぐりかけた。

「ケイティ！　俺おれだ。竜介だ」

「竜介？」

　また水面から顔を出した。約束では、懐中電灯を軽く二回点灯させるだけだったはずだ。なにか問題が起きたのだろうか。

「なんなの？」

　押おし殺ころした声でたずねた。竜介の声が降ふってきた。

「予想外の事態だ。強ごう引いんな手を使ってもよかったが、問題が起きたときはまず相談しろ、と言われておったからな」

　そういえば、そういうことを言ったような気がする。竜介の判断にまかせるとろくなことにならない、と考えてのことだ。

「いったいなんなのよ？　時計は手に入れられたわけ？」

「まだだ。だから予想外の事態と言っておる。とりあえず来てくれ」

「来てくれ、って軽々しく言ってくれるけど」

　ケイティが反論する間もなく、上から縄なわ梯ばし子ごが降ってきた。あやうく頭に当たりそうになる。ケイティは悲鳴をあげて水中へ逃のがれた。

「なにすんのよ!?」

「それで上がってこい」

　梯子は基地内で見つけてきたものらしい。渋しぶ々しぶ、ケイティは横よこ棒ぼうに手をのばした。

　ストラップに肩かたを引かれ、自分が酸素ボンベを背負ったままであることを思いだした。これをつけたまま梯子を登る、というのはさすがに無理がある。

　舌打ちしてストラップをはずし、支柱の骨組みにくくりつけた。足ひれも同様にして引っかけた。武器と信号弾だんの発はつ射しや装そう置ちを背中に固定し、あらためて横棒をにぎりしめる。

「なんなのよ、いったい」

　ケイティは見張りの目を気にしつつよじ登り、手すりを越こえて、基地の外側をかこむ通路に降り立った。竜介は腕うでを組んで待っていた。

「桔平は俺と入れ替かわりに風ふ呂ろへ入った。俺は急いで部屋にもどり、やつの荷物をあさろうとしたのだ。ところが、問題が起きた」

「だから、それがなんなのかって訊きいてんでしょ」

「世せ話わ係の小こ娘むすめがおったのだ。キキという名前らしいが。そいつが邪じや魔まで、部屋に入ることができなかった。騒さわぎたてられ、職員を呼ばれるわけにもいくまい」

「世話係の小娘って──知ってるわ。今日の昼、桔平といっしょにいた女の子でしょ？　トラックの上で暴れてた」

　前にも双そう眼がん鏡きようで見たことがあった。いつも海上基地にいて、通訳をしたり客の案内をまかされたりしていたはずだ。

「なによ、あんな子ぐらい。ただの子供でしょ？　そりゃあんただってまだ子供だけど。ちょっと脇わきにどけて調べるぐらい、やろうと思えばできるじゃない」

「俺は、あの娘が苦にが手てなのだ」

　竜介が渋じゆう面めんになる。わからないこともなかった。さすがの竜介、人を翻ほん弄ろうすることに長たけた竜介でも、あの天てん然ねん娘は手にあまるのかもしれない。

「で、いまは？」

「わからんが、もう自分の部屋へもどっている頃ころだ。桔平も風呂を終えたろう。それぞれ、自分の部屋で休んでいるはずだが」

「なら、いま桔平はひとりってことでしょ？」

「そうなるな」

「無理やり奪うばいなさいよ。時計を取ってくるの」

　言ってから考えなおした。竜介ひとりにまかせるのは不安だ。せっかくここまで来たのだから、同行し、監かん督とくしたほうが賢けん明めいかもしれない。

「やっぱりやめ。変へん更こう！　あたしを案内して、ふたりで桔平を襲おそうようにしましょ。二対一のほうがいいに決まってるもの」

「よかろう。それは？」

　竜介がケイティの武器に目をとめ、訊きいてきた。先せん端たんが背中から飛びだしていたのだ。小ぶりの銛もりを勢いよく発射する装置で、根もとには拳けん銃じゆうに似た引き金がついている。銛の予備も何本かたばねてある。

「護ご身しん用ようの武器。ほら、このあたりって鮫さめがいるでしょ？　いくら夜は寝ねる習性だといっても、安心はできないから。持ってきたの」

「なるほど。桔平を脅おどすのに使えるな」

「あんた。自分の友だちが相手だっていうのに、凶きよう悪あくなこと言うわね」

　竜介は顎あごに手を当て、じっくりと銛をながめている。

「俺が預かろう」

「あたしの武器だって言ってるんだけど」

「戦いは男の仕事だ」

「なら、なおさら女の自じ衛えい手段を取らないでくれる？　本当は使ってみたいだけのくせに」

　竜介は口をつぐんだ。だが、まだあきらめきれない様子で銛をじっと見ている。

　ケイティは考えた。どのみち海上基地内でこれを使うことはないだろう。

「しょうがないわね……」

　ため息をつき、恩を着せるだけの時間をたっぷりと取って、武器を竜介に差しだした。

「貸してあげるんだから、そのぶんしっかり働きなさいよね。ほらほら、とっとと案内する！」
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「キキにはまいるよな。無む邪じや気きなんだかなにも考えてないんだか。それともまさか、本気でおれのことを誘さそってる？──ってことはないよな。さすがに」

　阿あ呆ほなことを考えるのはやめよう。彩子に幼児性愛者扱あつかいされてしまったが、このままでは本当にそうなりかねない。

　来た道を素す直なおにもどり、自分の部屋の前に立った。扉とびらを横へすべらせる。

　廊ろう下かの光が中に射さしこみ、細長い人ひと影かげが浮うきあがった。竜介がこちらに背中を向けて立っていた。

「なんだ竜介。もどってたなら、電気ぐらい──」

　竜介が驚おどろいたようにふり返った。と同時に、彼の手の中で「ひゅん」という音がした。さらに続けて、ベッドのほうからは「ずぼん」というスイカが割れるような音。

　おれはベッドに目を向けた。そして凍こおりついた。視線が釘くぎづけになる。

　銛もりがベッドの、おれが寝るはずの場所に突つき刺ささり、ぶるぶるとふるえていた。細い槍やりの先に鋭するどい刃はがついたような、水中で魚をくし刺しにして捕とるために使う武器だ。

「竜介？」

　彼の手もとに視線を転じた。握にぎられているのは短めのライフル銃じゆうみたいな武器。これから銛が発射されたらしい。もしおれがあそこに寝ていたら、確実に腹をつらぬかれ、下のベッドに縫ぬいつけられていたところだ。

「な……」

　おれと竜介は見つめあった。気まずい沈ちん黙もくの時間が流れた。

「なにをやっているか!?　やっと帰ってきたと思ったら！」

「むう。毛もう布ふにしわが寄っていたのを、暗さのために桔平と見まちがえたらしいな」

「見まちがえたらしい、じゃない！　覆ふく面めんで襲おそいかかるだけじゃ飽あきたらず、本当に殺すつもりだったっていうのか？　なに考えてるんだよ!?」

「こ、これは不ふ運うんに不運が重なっただけだ」

「わけのわからんことを言うな！　それに、どこからそんなもの手に入れてきたんだ」

「むう。それだがな」

　竜介は奇き怪かいな武器を下げた。なぜか首をのばし、渋しぶい表情で廊ろう下かのほうを目でさぐった。

「俺自身、この基地には不ふ慣なれなものでな。ちと道に迷まよい、これの持ち主とはぐれた」

「持ち主ってだれだよ？」

　突とつ然ぜん、空気を切り裂さくような悲鳴が聞こえた。ちさとの部屋がある方角からだ。

「ちさと!?」

「むう。ケイティか」

「ケイティって、あの女か？──って、そんなこと言ってる場合じゃない！」

　ちさとがその女に襲われた、ということだろうか。竜介の血を見て失神したり襲われたり、まったくもって忙いそがしい人だ。だが茶ちや化かしていられるような状じよう況きようじゃない。

　おれは竜介を押おしのけて走った。背後には竜介がついてくる気配。角を曲がり、ちさとたちの部屋の前へたどり着いた。

　扉とびらは開きっぱなしになっていた。電気はついている。見ると、パジャマ姿のちさとがベッドの上でふるえ、背中を壁かべにぴったりとつけて、毛布を胸むな元もとに押し当てていた。涙なみだ目めでおれたちを凝ぎよう視しし、ひっく、ひっく、としゃくりあげている。

「先生っ。なにがあったんです!?　それに……そうだ。キキは!?」

「変な、大きな眼鏡めがねの、女の人が」

　ちさとは声を喉のどにつまらせ、切れ切れに言った。なんとか手を差しあげて、廊下のほうを指さしてみせた。おれは訊ききかえした。

「大きな眼鏡？」

「ちさと。それは大きな眼鏡ではなくて、水中眼鏡だと思うが。彼女は顔を隠かくすために、つけっぱなしにしていたのだ」

　おれは竜介をにらみつけた。

「ここに来た女を知ってるのか？──ていうか、やっぱり知ってるんじゃないか！」

「女の人が、急にこの部屋へ入ってきたの。全身ずぶぬれでしょう？　先生、驚おどろいてしまって。思わず声を出してしまったんだけど、そしたらその人もびっくりしたみたいで、廊下のほうへ逃にげていったの」

「ずぶぬれで逃げた？」

　おれは足もとに目を落とした。さっきは気づかなかったが、たしかに濡ぬれているようだ。水すい滴てきと足あし跡あとが点々と続いている。廊下の先、おれの部屋がある方向とは反対の方向。そちらから来て、またもどっていったらしい。

「少路君、行ってあげてくれる？　キキちゃんがその人を追いかけていったんだけど、とても心配だから」

「追いかけたって……そんな危険なこと！　先生、なんで行かせたりしたんです!?」

「むう、むしろケイティのほうが危険かもしれんな。あの娘むすめが相手となると」

「やかましい！　先生、おねがいですからこいつをなんとかしてください。退学にするとかなんとか脅おどして、少しはまともにさせてください」

「もちろんよ。それが教師のつとめだもの」

　だめだ。まったくあてにならない。

「って竜介、なに銛もりを装そう塡てんしてる!?」

　竜介の手を蹴け飛とばした。ライフル銃じゆうもどきと小型の銛がばらばらと落ち、床ゆかにぶちまけられた。竜介があわてて床に、四つんばいになる。

「むおっ。桔平、貴き様さま、めんどくさいことを」

「やってろ！──先生は、すぐに江畑さんたちを呼んでください！」

　おれはきびすを返した。
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　不ふ覚かくだった。竜介がさきさきと進んでいったせいで、しかも彼自身、道に迷まよったらしく、何度も行ったりもどったりしていたせいで、ふと気をゆるめた拍ひよう子しにはぐれてしまったのだ。そして、こまりはてて適当に扉とびらをあけてみたところ、あの女と出くわした。今日の昼、桔平といっしょに市場へ来ていた女だ。女は悲鳴をあげた。それだけならまだいいのだが。

「離はなしなさいよっ。この野や生せい児じ！　なにすんのよ馬ば鹿か！」

　ケイティは現地娘をなぐりつけた。いや、さっきからなぐりつけようとしてるのだが、相手が身軽に位置を変えるためうまくいかない。

　現地娘はケイティの腰こしをしっかりととらえていた。歯を食いしばっており、意地でも離さない、という決意が伝わってくる。この現地娘は部屋でケイティを見かけるなり、猛もう烈れつな勢いで襲おそいかかってきたのだ。名前はキキと言ったはずだ。

　キキが大声でなにか叫さけんでいる。獣けもののような声と動きで騒さわいでいる。だが現地の言葉、もしくは日本語かなにからしく、意味は少しも理解できない。

「わかる言葉で言いなさいよっ。いや噓うそ、なにも言わなくていいから、とにかくあっち行きなさいってば！」

　ケイティとキキは海上基地の外周、手すりに面した通路まで来ていた。通路の幅はばはそんなにあるわけではない。せいぜい一メートル強といったところだ。

　キキがつかみかかってくるため、ケイティは手すりに腰から押おしつけられ、上半身を外側へ倒たおされる形になっている。いつ落ちても不思議ではない。

「ここから下まで、何メートルあると思ってんのよ。いっしょに落ちたらどうするわけ？　そりゃ助かるかも知れないけど、とちゅうで支柱にぶつかるかもしれないし、ちょうど船着き場に落ちちゃうかもしれないんだから。ちょっとは考えなさいよ！」

　必死でまくしたてるが、キキの耳にはとどいていないようだ。こちらの英語がまるで通じていない。言葉が通じないのはお互たがいさまだが。

「ああもう！」

　武器を竜介に渡わたしたのは失敗だった。いや、そうでもないか。こんなふうに組みつかれていては、どちらにしても銛もりは使えない。それに、この野生児が止まれ、という言葉を聞き分けてくれるとは思えない。ケイティは現在の状じよう況きように歯がみした。

「作動キーは手に入れそこねるし、これでつかまったりしたら……」

　侵しん入にゆう罪ざいでとらえられ、いろいろと尋じん問もんされることだろう。〈和泉いずみ〉の機関部を研究したり、そこからさらに自分の研究を発展させたり、といった夢ゆめは完全に断たたれる。秘密・非合法な活動だから、会社側は絶対に助けてはくれない。弁護士の手配などを依い頼らいしても、ケイティなんて社員は知らない、とつっぱねられるだけだ。

「こんな野生児のために！」

　泣きたくなってきた。キキは組みついてくるだけではなく、嚙かみつこうとまでしてくる。うかつに手をのばすこともできない。

　水着の上からつけていたベルトが通路の手すりに当たり、硬かたい金属音を響ひびかせた。それで思いだした。ミアに非常事態を知らせるための、信号弾だんを用意していたのだ。

「あたしったら、っとに……！」

　目をつむり、こん身の力をこめて膝ひざを持ちあげた。そしてそのまま足をのばし、蹴けりつけるようにしてキキを押しかえした。キキは通路の上で尻しり餅もちをついた。かん高い、子供そのものの声をあげる。

　キキがさらになにか言った。信じられないような速さで起きあがり、また飛びかかってくる。ケイティは舌打ちし、手を腰こしのうしろへまわした。そして信号弾の装そう塡てんされた銃じゆうを抜ぬきだし、また腕うでをもどした。

「キキ！」

　五メートルほど先、ケイティ自身が逃にげてきた扉とびらから、少路桔平が出てきた。彼ひとりだけで、ほかに人ひと影かげはない。いや──少し遅おくれて、竜介の頭が現れた。

「あの馬ば鹿かっ」

　ケイティは小声でののしった。と同時に、下腹部に衝しよう撃げきを受けた。注意がそれていたのだ。

　現地娘むすめ、キキの頭ず突つきが入っていた。キキはまた手をケイティの腰にまわし、薄うすい水着に爪つめを立ててきた。

「ぎゃああ!?　なにすんのよこの子はっ」

　桔平が立ちどまり、切せつ迫ぱくした声を出した。意味はわからない。ケイティはキキに、手すりに押おしつけられながらも、なんとか顔を上げた。竜介と目を合わせる。

「竜介っ。助けなさい！　あと、こいつらがなにを言ってるのか、それを訳して！」

「よかろう」

　竜介が英語で言い、唐とう突とつに跳はねた。手すりの上へ飛び乗り、手を大きく両側へ広げる。

「桔平。あの女を倒たおしたければ、まずこのおれを倒せ」

　竜介がまず日本語で言い、あらためて英語で言い直す。

「馬鹿じゃないのあんた!?　桔平と戦ってどうすんの。まずこの野生児をなんとかしなさいよ。そう言ってんでしょ!?」

「竜介っ。あの女に、キキを放はなすように言うんだ。早く！」

　桔平が言い、竜介が訳やくした。ケイティはいらだちで目がくらみそうになった。放してくれないのはキキのほうだ。

「銃じゆうをキキに向けるな！」

　また桔平、そして竜介の翻ほん訳やく。それで気づいた。自分はまだ信号弾だんの発はつ射しや装そう置ちを持っている。暗くてはっきりとは見えないため、桔平はこれを本物の銃とまちがえているらしい。

「好こう都つ合ごうだわ」

　肘ひじを曲げ、銃口をキキのこめかみに押しつけた。キキがなにかわめいた。

「キキは、侵しん入にゆう者しやが逃とう亡ぼうを希望しても無む謀ぼう、と言っておる」

　竜介が訳す。

「なんなのよ、その変な文章は」

　ぐりぐりと、さらに強く銃口を押しつけた。キキはやっと慣なれない金属の感かん触しよくに気がついたらしく、顔を上げた。またなにか言い、目だけを動かして、とまどったようにケイティの手を見つめた。銃のことぐらいは知っているらしい。そして、いま自分がつきつけられているのが銃だ、と考える程度の想像力は持っているらしい。

「動くな、と言いなさい！」

　竜介に命じた。彼の日本語が低く流れた。

　桔平は拳こぶしをにぎりしめ、石像のようになった。さすがのキキも動きを止めている。

　こんなことなら初めから銃を持ってくるんだった。まさか基地内に侵しん入にゆうするなんて、それに現地娘むすめに襲おそわれるなんて想像もしていなかったから、しかたないと言えばしかたないが。本来は、海上で時計を受けとるだけの仕事だったのだ。

「桔平に言いなさい！　懐かい中ちゆう時計をわたせって。でなきゃこの子の脳のう天てんに風かざ穴あなが開あくって！」

「おお、脅きよう迫はくか。なかなかいい案だ」

　竜介は手すりの上で手を打ち、桔平に伝えた。桔平の顔色がみるみる変わっていく。怒いかりで赤くなり、白くなっていく。月明かりの下でさえそれがわかった。

「この卑ひ怯きよう者もの！　悪あく党とう！　それに、なんで竜介はそんなやつの言うことを聞いてる!?」

　同時通訳による桔平の怒ど声せい。竜介はうまく平へい衡こうを保たもち、うたうような調子で両者の言葉を訳している。日本語から英語へ。英語から日本語へ──

「それで、どうなの？　わたすの、わたさないの!?」

「なんでこんなのが必要なんだ？」

　そう言って、桔平は自分のポケットを押おさえた。懐中時計はあの中に入っているらしい。

「おまえらは、〈和泉いずみ〉に興味があるんだろ？　船について知りたいだけなんだろ？　こんな時計なんて、関係ないじゃないか！」

　ケイティは内心で舌打ちした。ＩＳＰの連中は、ケイティたちが〈和泉〉に興味を抱いだいている、ということに気づいている。〈和泉〉が持つ本来の能力については知らないはずだが、知るための行動は起こしはじめているだろう。いろいろと調べはじめてはいるだろう。ことを急がなくてはならない。

「ほ……欲ほしくなったのよ。街まち中なかで見かけて」

「噓うそつけ！　そんな理由で銃じゆうを持ちだしたりするか！」

　桔平が額ひたいに青あお筋すじを立てる。さすがに無理のある説明だったかもしれない。

　キキはケイティの腰こしのあたりで、飛びかかる機会をうかがっているようだ。ケイティは銃をあらためてキキに押しつけ、身ぶりを交まじえ、腰に巻きつけていた手を下ろさせた。

　少女の体温が遠ざかり、夜の寒さが意識される。肌はだについていた海水が蒸じよう発はつし、体温をうばっていく。

「とにかく、あんたはそれをあたしに渡わたせばそれでいいの！　いえ、あたしじゃなくていいわ。そこの、竜介に渡しなさい！」

　竜介はケイティの言葉を訳しつつも、にやりと口の端はしをゆがめた。大げさに手すりから飛び降おりて、桔平の前に立った。勝ちほこったように手を差しのべる。
















「竜介っ。馬ば鹿かな真ま似ねはやめろよ!?　こんなのは完全に犯はん罪ざいだ。日本に帰れなくなるんだぞ!?」

「科学の発展のためだ。ことが最後まで運べば、桔平もそのようなことは言っていられなくなる。偉い大だいな進歩の前にひれふすのだ」

　ケイティは〈和泉〉の能力について、具体的なことはなにも話していないはずだが、竜介は「科学の進歩」という言葉にかなり酔よっているようだ。その酔いをさます必要はない。

「内うち輪わでごちゃごちゃ言ってないの！　早くよこしなさい！」

「桔平！　我われのことは無む頓とん着ちやくに打ちよう擲ちやくをこの女に到とう着ちやく！」

「だまって！」

　ケイティは銃口の位置をずらし、キキの額ひたいにぴったりとつけた。キキは息をのんだ。ケイティはさらに腕うでを動かし、キキを桔平のほうへ向かせ、今度は自分でキキを抱かかえこんだ。

「わかった！　わかったからキキを放せ」

「時計のほうが先よ」

　ケイティは言った。桔平はうつむき、肩かたをふるわせた。下した唇くちびるを嚙かみ、拳こぶしをにぎりしめた。くやしさと屈くつ辱じよく感かん、そして怒いかりが彼の血管を駆かけめぐっている。

「そっちが時計を渡しさえすれば、こんな子に興味はないんだから」

　ケイティはたたみかけた。そろそろ騒さわぎを聞きつけ、あるいは部屋にいたパジャマ女からの通報を受けて、ＩＳＰの連中が押し寄せてくる頃ころ合あいだ。時間をかけている余よ裕ゆうはない。

「……わかった。こんなものぐらい、持っていけばいいだろ」

　桔平がポケットから懐かい中ちゆう時計を出した。竜介はそれを引ったくった。

　キキがケイティの腕の中で暴れる。

「大切な時計！　桔平のソウの！」

「しょうがないよ」

　桔平がキキに、あきらめたような表情を向ける。

「キキのほうが──人の命のほうが大事だ」

「なによ。ちょっと格かつ好こういいじゃない」

　ケイティは銃じゆうをふり、竜介にもどってくるよう伝えた。

　竜介は無意味に手すりへ跳とびあがり、その上を近づいてきた。また通路へ下りて、ケイティの隣となりへと立った。懐中時計をケイティの空あいた手に押おしつけてくる。

　ケイティは懐中時計に一いつ瞬しゆんだけ視線を送り、しっかりとそれをつかんだ。見ただけでは作動キーなのかどうかわからない。だが桔平が偽にせ物ものの形かた見みを用意している、なんてことはまず考えられない。ケイティは竜介にたずねた。

「あんた、これからどうするつもり？」

「俺か？　さすがに、この基地に留とどまるのは難むずかしいな。連つれていってもらおうか」

　竜介は「科学の発展も見せてもらわねばならんしな」とつけくわえた。まったく、こんなに刹せつ那な的てきな生き方をする高校生なんて見たことがない。

「まあいいわ。縄なわばしごの場所、わかるんでしょ？」

「俺をだれだと思っておる？　わかるに決まっておろうが」

「さっきは迷ってたくせに……」

　ケイティは意識を桔平にもどした。彼は少しずつケイティたちのほうへにじり寄り、絶対にゆるさないからな、という意思を目に刻きざんでいた。

　ケイティはキキの肩に手を置き、彼女を桔平のほうへ押しやった。

「ありがと。悪く思わないでよ？　竜介が言ったように、ほんとに科学のためなんだから。ＩＳＰの連中に言っても聞いてもらえないに決まってるから、こんなことしてるだけで」

　桔平はキキの身体からだをしっかりと抱だきとめた。キキは桔平の名前を呼び、実の親に対するような仕草でしっかりと彼の胸に顔をうずめた。桔平が燃えさかる目でケイティたちを見てくる。

「早く行っちゃえよ」

「そうするわ」

　遠くから複数の人声が夜や気きに乗り、流れてきた。ＩＳＰの連中が駆かけつけつつある。

　ケイティは顎あごをしゃくり、竜介をうながした。

「行くわよ」

「当然だ。一いつ刻こくも早くずらかろう」

　ケイティは銃口を桔平とキキに向けた。曲がり角で折れるまで、慎しん重ちように、うしろ向きに歩ほを進めた。
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　キキはおれの腕うでの中で泣なきじゃくった。懐かい中ちゆう時計を奪うばわれたのがくやしくて哀かなしくてたまらない、という想いが肌はだを通して伝わってきた。彼女の小さな身体からだがよりいっそう小さく感じられた。

「桔きつ平ぺい。我われはみずからの無む能のうさに懊おう悩のう。我のせいで、せっかくの時計が」

「キキのせいじゃないよ。それに、キキが無ぶ事じですんだんだ」

「でも、我が束そく縛ばくされたせいで！」

　キキが目を上げた。目め尻じりから涙なみだがあふれだしていた。お世せ辞じにも可愛かわいいとは言えない、くしゃくしゃになった顔。いや──可愛いとは言えない、なんて噓うそだ。いままで見た中で一番、魅み力りよく的てきに思えた。いままで不ふ思し議ぎな存在だったキキが、初めて身近な、手のとどく存在のように感じられた。

「キキは、あいつらをつかまえようとしてくれたんだ」

「でも失敗した！　そのために、桔平の大切な時計が！」

　キキは、懐中時計が失われたことで自分を責めている。これ以上ないぐらい辛つらく思っている。おれの時計のことで、涙を流すほど真しん剣けんになってくれている。

「さっきも言ったけど、時計なんてしょせんは物なんだ。キキのほうが大切だよ」

「我は謝しや罪ざいする。我は謝罪する」

「謝あやまらなくちゃいけないのはおれのほうだ。おれがあんな時計を持ってたりしなけりゃ、キキが銃じゆうを向けられるようなことはなかった。危険な目に遭あわせたのはおれなんだ」

「でも、桔平」

　キキはまたこらえきれなくなったらしく、盛せい大だいに泣きはじめた。おれは彼女の頭をしっかりと抱だきかかえた。そして彼女が落ちつくのを待った。彼女の暖あたたかさと純じゆん粋すいさを痛いほど感じながら。キキのほうが大切、という言葉は噓じゃない。心からそう思った。

「それにしても……」

　紫むらさき色いろの海をながめた。なぜあの女はおれの懐中時計なんて欲ほしがったのだろう。正確にはおれのばあちゃん──いや、元はじいちゃんの時計だ。島の市場で襲しゆう撃げきしてきたのも、あの時計が目的だった、ということか。

「竜りゆう介すけがあいつらの仲間だ、というのはまちがいなさそうだけど」

「少しよう路じさん！　キキ！」

　江え畑ばたさんたちがやっと現れた。あまりにも遅おそすぎる。正規の警けい備び員いんを雇やとっていないとはいえ、これでは侵しん入にゆう者しやをつかまえられないのも当たり前だ。

「少路さん。侵入者はどこです!?」

　江畑さんは息を切らしていた。彼のうしろには白はく衣い姿すがたの研究者がふたり、青ざめた顔で立っていた。どちらも日本人だ。少し遅れてちさとも走ってきた。黄色いパジャマの色は脳のう天てん気きに明るく、やたらと周囲から浮ういて見える。

「もう逃にげました。海に飛びこんだみたいです」

「海！　海となると、私たちでさがすのは無理だ。沿えん岸がん警けい備び隊たいに連れん絡らくしないと」

　江畑さんはうしろの、少し太めの研究者に指示を出した。あの輪りん郭かくからすると、最初にキキを連れてきた富とん田ださんらしい。

　富田さんはすぐにきびすを返すと、オフィスのほうへ駆かけていった。オフィスには無線機がある。もうひとりの研究者は柵さくに取りつき、熱心に下へ目をこらしはじめた。

「やはりあの女ですか？　例の、ふたり組の女」

　江畑さんが落ちつきなく海へ目をやり、訊きいてきた。おれはうなずいた。腕うでの中でキキがぴくりと肩かたをふるわせる。おれは彼女をいっそう強く抱だいた。

「いま来てたのはひとりだけですけど、絶対にそうです。ふたり組の片かた割われ。昼間におれたちを襲おそってきたやつら。まちがいありません」

「なんてことだ！」

「少路くんもキキちゃんも。怪け我がはないの？」

　ちさとが気がかりそうな顔で近づいてきた。少し首を曲げ、おれの顔をのぞきこんでくる。おれは居い心ごこ地ちの悪さを感じ、少し背中をそらせた。

「平気です。危ないところだったとは思いますけど」

「すいません。私としたことが、まずそれをおたずねするべきだったのに」

　江畑さんが早口で言い、あたふたと汗あせをぬぐった。まずおれとキキの安あん否ぴをたずねなかった、ということで気まずくなったらしい。

「べつにいいです。それより、ちさと先生」

「なあに？　本当に、無事でなにより」

「竜介は、やっぱりあいつらの仲間です。女どものことを知らないどころか、いまは、女が侵入する手引きまでしていました」

「まあ！　そんな……宇う野の辺べくん、またモンゴリアン・チョップを？」

「そ、それはしていませんけど。空中殺さつ法ぽうは少々」

　どうもこの人と話していると気が抜ぬける。

「ちさと。江畑」

　おれの胸の前でキキが首をめぐらせ、ちさとと江畑さんを順番に見た。目め尻じりには涙なみだが浮うかんでいた。まだ声がうまく言葉にならないらしい。

　江畑さんがキキの肩に、安心させるように手を置いた。視線をおれのほうへもどした。

「少路さん。くわしいことを聞かせてください」

「その前に、キキを部屋まで送らせてください。早く寝ねかせてやりたい」

　おれは目で通路のほうを示した。江畑さんは通路とキキを見比べ、顔に困こん惑わくしたような表情を浮かべた。月明かりが額ひたいのしわを深く見せている。

「しかし、キキからも話を聞きませんと」

「この子は怖こわくて、辛つらい思いをしたんです。いまはそっとしとかなきゃだめです」

　おれは有う無むを言わせぬ口く調ちようで言った。江畑さんはキキの肩からぎこちなく手を離はなした。

「それは、もちろん……そうですね。すいません」

「桔平。我は大だい丈じよう夫ぶだよ？　それより、辛つらいのは桔平」

「そんなことない。行こう」

　キキの肩に手をまわした。おれは江畑さんとちさとに軽く頭を下げて、キキの背中を押おすようにして歩きだした。
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「やったわ。ついに手に入れたんだから！　作動キーを、あたしたちの手で！」

　ケイティは甲かん板ぱんに立ち、少路桔平の懐かい中ちゆう時計を高くかかげた。時計は月明かりを反はん射しやしてにぶく光っていた。手の中にすっぽりとおさまる大きさだ。時計を、そしてケイティの身体からだを水すい滴てきが伝つたい落ちていく。足もとに水たまりを作っていく。

「お疲つかれさまです」

　ミアがバスタオルを差しだしてきた。彼女はケイティが予定時刻になっても帰き還かんしないのを不ふ審しんに思い、信号弾だんの光を見るまでもなく研究船をよこしてくれたのだ。おかげでケイティはほんの数十メートルの距きよ離りを泳ぐだけですんだ。

「それにしても、なかなか過か酷こくであったな」

　竜介も甲板の上であぐらを組み、濡ぬれた髪かみをうしろへなでつけている。酸さん素そボンベを使っていたケイティとちがい、海上基地から十分に離れるまでの間、彼は純じゆん粋すいに呼こ吸きゆうをこらえていたのだ。ケイティに引っぱられる形で水中を潜せん行こうしつづけていたのだから、怪かい物ぶつのような肺はい活かつ量りようと言える。

「それ、本物なんですか？　本当に作動キーなんでしょうか」

　ケイティにタオルを手て渡わたしながらも、ミアの視線は懐中時計に吸すい寄よせられている。声のふるえから興こう奮ふんが感じられる。胸の鼓こ動どうが高まっており、夜の空間を満みたしかねない勢いだ。ケイティはにんまりと笑った。

「当たり前でしょ？　野や生せい児じ娘むすめに銃じゆうをつきつけて、脅きよう迫はくまでしたんだから」

　ケイティは海上基地でのいきさつを簡かん単たんに話した。ミアは目を丸くし、「またそんな無む茶ちやを……」と言ったきり絶ぜつ句くした。

　ケイティはかまわず、親が子に対する以上の愛情をもって懐中時計をなでまわした。

「あとは、これを機関部の操そう作さ盤ばんにはめこむだけね」

　時計自体が作動キーになっているのか、時計の内部にキーが組みこまれているのか。それは、時計と操作盤の鍵かぎ穴あなを見比べてみなくてはわからない。

「ケイティさん。その時計、止まってませんか？」

「しかたないわ。古いものだし、ずっと〈和泉いずみ〉の近くにあったんだから」

「ああ……たしかに、それはそうですよね」

　ミアは目をきらきらさせて時計を見つめている。操そう舵だ室しつのほうでは部下たちが研究船を走らせ、海上基地からすみやかに遠ざけているところだ。

　肌はだに当たる海の空気が心ここ地ちよかった。海水の粒りゆう子しが熱を冷さましてくれる。だが興奮を冷ますことはできない。ケイティは島の方角を、大げさな身ぶりで示した。

「ミア。すぐ本社に連れん絡らくを入れなさい！　作動キーを手に入れたんだから、兵へい隊たいをまわしてくれるはずだわ」

「わかりました。支部がルソン島にありますから……本社が判断を下す時間を考こう慮りよしても、十時間もあれば着くかと」

「五時間で来させて」

「ケイティさん、無茶言わないでください」

　ミアが泣きそうな顔でうったえてくる。その隣となりで、竜介が立ちあがった。

「とうとう例の装そう置ちを作動させる、ということだな？　兵隊を集め、〈和泉〉を奪だつ取しゆするつもりか」

「そういうこと」

　ケイティは竜介と視線をからませ、共きよう犯はん者しやの笑えみを浮うかべあった。この少年は自分の友人から貴き重ちよう品ひんを強ごう奪だつしたというのに、罪ざい悪あく感かんのかけらも抱いだいてはいない。まったくたいした根こん性じようだ。高校生のくせに！

「いいじゃない。望みどおり、〈和泉〉の力を見せてあげるわ。特等席でね」

「そうこなくてはな」

　竜介がしたり顔でうなずく。ケイティはバスタオルをミアに投げかえし、直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢で海上基地を、そして引きあげられた戦せん艦かんをにらみつけた。

「とりあえず寄き港こうして、よけいなものはぜんぶ下ろすわ。万ばん全ぜんの状態で攻せめる！」
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　一ひと晩ばん明けて、海上基地には現地の沿えん岸がん警けい備び隊たい、それに警けい察さつの人たちが来ていた。人数はそれぞれ五、六人程度。ふたつの組織がいっぺんに来ているのは、今回の事件が海かい賊ぞくによる襲しゆう撃げきなのか普ふ通つうの強ごう盗とうなのか判断しかねるためだろう。船はそれぞれ一隻せきずつ。おれは初めて目にしたのだが、沿岸警備隊の船にはものものしい機き銃じゆうがすえつけてあった。

　おれとちさと、それにキキは江畑さんのオフィスへ呼ばれ、警察から事情聴ちよう取しゆを受けた。肌はだの浅黒い、当然のことながらフィリピン人の刑けい事じ。聴取ではキキの通つう訳やくが役に立った。彼女は一晩ぐっすり眠ねむったために、かなり元気を回復したようだ。まだ、おれと目が合うたびに申しわけなさそうな顔をしているが。

「こっちのほうが気をつかっちゃうよな。あんなに恐きよう縮しゆくされちゃうと」

　おれは通路の手すりに体重をあずけ、〈和泉〉の修復風景をぼんやりとながめた。あんな事件があった直後だが、作業は休まずに行われている。艦かん橋きようよりも少し後方、船せん腹ぷくに開いた大きな裂さけ目めはまだそのままだ。

　フィリピンの陽ひざしは相変わらず鋭するどく、肌を刺さすように熱い。オフィスでは、いまはキキが事情聴取を受けているはずだ。海上基地の中では現場検けん証しようが行われている。

「少路くん」

　足音が近づいてきた。おれは、足音の主が隣となりに並ぶのを待った。ちさとが手すりにもたれかかる。身体からだはおれと反対側を向いている。

「聴取、終わりました？」

　おれは、少しだけ身体を起こした。ちさとは「ええ」と、軽い笑えみを浮うかべた。

「警察の人に、宇野辺くんをさがすようにお願いしておいたわ。先生としては、教え子を連れて帰る義務があるもの」

「そうか。女じゃなくて竜介のほうを手配する、というのはうまい手ですよね。あいつのパスポートなら部屋にありますし」

　パスポートの写真をコピーして捜そう査さ員いんに持たせれば、あるいはフィリピン各所の警けい察さつ署しよへ送れば、捜査はぐっとやりやすくなるだろう。顔もわからない「ブロンドとブルネットの女たち」をやみくもにさがすよりは、ずっと可能性が高くなる。

「それでね。江畑さんが、これからどうするか、って訊きいてきてるの」

「どうするもなにも、身動きの取りようがないですよ。帰国は明日の予定ですけど……竜介を置いて帰るわけにはいきませんし。だからといって、おれたちにできることなんてなにもない」

「そうよねぇ」

　ちさとは身体の向きを変え、〈和泉いずみ〉の連れん装そう砲ほう塔とうに視線をそそいだ。特とく徴ちよう的てきな、艦橋の両側についているやつだ。

「桔平！」

　張りのある声が飛んできた。おれとちさとはそろってふり返った。キキが手をふりながら通路を駆かけてきた。

　彼女の視線が一いつ瞬しゆん、おれのポケットのあたりでただよう。同時に、わずかだが表情がくもった。まだ懐かい中ちゆう時計のことを気にしているらしい。

「キキ、時計のことはもういいよ。そりゃ、ばあちゃんに怒おこられるとは思うけど。でもそれだけのことだから」

　おれは近づいてくるキキに言った。彼女はおれの前で立ちどまり、うつむいて、難しい顔で口をとがらせた。やがて、必死そうな顔でおれを見てきた。

「諾だく。でも我は、桔平にお詫わびをするよ」

「いいってば！　それより、なにか用だったんじゃないの？」

　キキはうなずき、江畑さんのオフィスがあるほうを指さした。

「彩あや子こから無線が来てる。桔平とも会話したいと言ってる」

「彩子が？　そうか。あいつ、いま島にいるから」

　すっかり忘れていた。あいつは昨日の夜、「ちょっと思いついた」などと言って、島にある事務所までボートを走らせていたのだ。

「無線ってことは……いまつながってるの？」

「是ぜ」

「なら早く行こう」

　おれは足を踏ふみだした。一いつ拍ぱく遅おくれて、ちさとが手すりから身を離はなした。




　オフィスに詰つめているのは江畑さんだけだった。あとは駆けつけたおれとキキ、それにちさとの三人。ほかの職員は現場検証に立ち会っているらしい。

　無線機というのは、要するにそなえつけのトランシーバーみたいなものだ。どでかい箱が壁かべ際ぎわの、専用の机に鎮ちん座ざしている。そこから彩子の声が流れてきた。おれたちはそのまわりに群むれて立った。テレビがめずらしかった時代の人たちみたいに。

『江畑に伝えてもよかったけど。一応は桔平にも直接、言っておこうと思って』

　彩子の声は雑音のために、わずかにざらついた感じだ。

「なんだよ？　それに、なんでまた出かけたりしたんだ？　夜中に、唐とう突とつにさ。なんか思いついたらしいけど」

　おれはたずねた。雑音が流れ、彩子の声がまたスピーカをふるわせた。

『〈和泉〉に妙みようなところがあるらしい、という話。おぼえてるでしょ？』

「当たり前だよ。やけに保存状態がいいとか、まわりでは海面の高さや海流がおかしいとか。あとは、時計が狂くるうんでしたっけ？」

　おれの質問に、江畑さんがうんうんとうなずく。なぜか、キキとちさともしきりにうなずいたりしている。ひょっとしたら、このふたりは似ているのかもしれない。

「でも、それに関しては江畑さんたちが調べてるはずだろ？　素人しろうとの彩子がいきなりなにか始めたって、意味があるわけないじゃないか」

『そうでもなかった、ということね』

　彩子の口く調ちようには、相手の知らないことを知っている、という優ゆう越えつ感かんがにじんでいる。

『あたしは島の事務所から日本の研究員たちと連れん絡らくを取って、〈和泉〉について桔平のおじいさんの線から調べさせたの』

　彩子は話を続けた。なんでも昨日の夜は、いきなり島の事務所へ押おしかけ、ガイドのマニアさんに事情を説明させて、夜通し日本の研究員たちに指示を出していたらしい。

　日本とフィリピンの時差はたったの一時間。こちらは夜だが日本は昼、なんてことはあるはずもない。つまり、日本の研究員たちは眠ねむる暇ひまもなく彩子の指示をこなしていた、ということになる。

　彩子が自分の立場をどう説明したのかは知らないが、彼女がただの無関係な高校生にすぎない、なんてことを知らされた日には、研究員たちは心しん臓ぞう発ほつ作さを起こしかねない。

『江畑たちは──つまり、彼の部下である日本の研究者たちは、もちろん桔平のおじいさんになんて注目してなかった』

「そりゃそうですよ」

　江畑さんが、たまりかねた様子で口をはさんだ。

「少路さんのおじいさんは──こう言ってはなんですが、当時は研究者として〈和泉〉に乗りこんでいただけです。それも重要な役割ではなくて、数いる研究員のひとり、という立場にすぎなかった。研究主任の助手かなにかだったはずです」

「おれも、そういうふうに聞いてます」

　じいちゃんは大学の研究室に所属しており、新技術の実験のため、というような理由で乗じよう艦かんしていたのだ。ばあちゃんはそう話していた。

『そのことを思いついた、というわけ。江畑たちは、桔平のおじいさんの線からは調べていないはずだ、ということを』

「当たり前じゃないか！」

『あたしは、そうは思わなかったわ。考えてもみなさい──昨日の昼間、あたしたちは市場で襲おそわれたわけだけど。ただ海上基地から出てきたってだけで襲われた、なんて信じられる？』

「それだけど──」

『あたしは信じない。きっと理由があるはずだ、襲われる理由のある人間がいるはずだ、と思った。それで、実際〈和泉〉と関係がありそうな人間というと』

「桔平！」

　キキがおれの手を両手でにぎりしめた。おれは、彼女の手をにぎりかえした。

「あいつらは最初からおれを狙ねらってた、ということだろ」

　いまなら納なつ得とくできる。そりゃそうだ。昨日の夜、ブロンドの女はわざわざおれに懐かい中ちゆう時計を要求してきたのだから。

　おれは昨日の出で来き事ごとを彩子に、詳しよう細さいに聞かせた。

『それではっきりしたわ。あの女たちは、最初から桔平の時計を奪うばうつもりだった』

「ずっと考えてたんだ。なんでだと思う？　なんであの時計なんか」

『それは、これから調べてみるわ。もう少しでくわしい報告がとどくの。日本から』

「蛍ほたるが池いけさん。それで、話を元にもどしますけど」

　ちさとが首を前へつきだし、おそるおそる、といった様子でマイクに口を近づけた。機械が苦手なのだ。どうやら無む意い識しきらしい動作でキキの頭に手を置いている。

「少路くんのおじいさんについて調べて、なにかわかったの？」

　ちさとの質問に、彩子はもったいをつけるような間を置いた。そしてこたえた。

『わからないわ』

　おれは彩子の返答に絶ぜつ句くし、思わずスピーカをなぐりかけた。

「それじゃ意味ないだろ!?　さんざん引っぱっておいて、結局はそれか！」

『最後まで聞きなさい』

　彩子がおもしろがるように言う。

『これといった事実はわからなかったけど、興味深い発見があるの』

「なんですか？」

　江畑さんが身を乗りだした。おれたちも息を詰つめて耳をすませた。

『あたしが調べさせた、桔平のおじいさんに関する記き録ろくだけど。なぜか、ちょうど半年前にも、だれかに調べられた形けい跡せきがあるのよ。──ま、あたしはそういう形跡があるらしい、という話を聞かされただけだけど。日本の研究員から』

「半年前にも、少路くんのおじいさんに興味を持った人がいるということ？」

　ちさとが唇くちびるに人さし指を当て、目を天てん井じように向けて考えこむ。

『そういうことね』

「そういえば」

　おれは、島の職員から転送してもらったＦＡＸのことを思いだした。うちのばあちゃんからとどいたＦＡＸの内容。いまからちょうど半年前、ばあちゃんの家に泥どろ棒ぼうが入り、なぜかじいちゃんの所持品はぜんぶ持ち去さられてしまった、という話だった。

『──それ、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとは思えないわ』

　彩子の声音が慎しん重ちようなものになった。それはそうだ。あの懐中時計はおれのじいちゃんが残したものだった。あれと〈和泉〉の秘ひ密みつとの間に、関係がある？

『そのあたりからも、当たってみたほうがよさそうね』

　まるで刑けい事じみたいな口ぶり。彩子自身、そういった立場や状じよう況きようを楽しんでいるのだろう。あいつは楽しんでいるだけだが、それでも、おれはたのもしく思った。




「そりゃたしかに、いまやれることはないけど。だからって、ここまで本格的に遊んじゃっていいのかな？」

　おれはいくぶん情けない気持ちで、背中の酸さん素そボンベをながめた。それは小ぶりだったが、不ぶ格かつ好こうで、おれに似に合あうとはとても思えなかった。

「我われはお詫わびしたい！　だから、特別に探たん検けんで楽しい経験を提供する。桔平はいやか？」

「いやじゃないよ！　そりゃもちろん興味はあるさ。でも、ないしょで行っちゃう、というのはどうかと……」

　おれたちは〈和泉〉の内部、艦かん尾び付近の通路に入りこんでいた。

　船体が前に傾かたむいているため、このあたりでは海水が腰こしのあたりまで来ている。周囲の水面、あるいは水中には壊こわれた床ゆか板いたや電球の笠かさ、用よう途と不ふ明めいの金属部品、折おれ曲がった配管などの瓦が礫れきが漂ただよっている。魚ぎよ雷らいを何発も受けたためか、天井や壁かべにはいたるところに裂さけ目があり、細い光の筋すじが縦じゆう横おうに走っている。

　キキの話によると、ついさっき、いままで錆さびて閉とざされていた機関部への扉とびらが開いたらしい。まだ作業員たちが危険の有う無むを調べている段階なので、江畑さんたちには知らされていない。キキは作業員たちと友だちだから（同じフィリピン人なのだから当たり前だが）いち早く教えてもらったのだ。

　そしていま、キキはおれをその機関部へ案内してくれている。研究員たちの目を盗ぬすみ、ボンベを調達し、わざわざ船体の外側、海を経けい由ゆして侵しん入にゆうする、といった念の入れようだ。

「いやじゃないなら行こう！」

　キキが歓かん声せいをあげる。おれの手を無む造ぞう作さにつかみ、薄うす暗ぐらい通路の先へと導みちびいていく。彼女もおれも水着姿だ。ボンベを背せ負おい、本ほん格かく的てきな潜せん水すいができる装そう備び。

「やっぱり、少し待ったほうがよかったんじゃないかな？　江畑さんが調べ終わったあとで、ゆっくり見せてもらったほうが」

「それまでに時間が膨ぼう大だいにかかるのが問題！　江畑たちはゆっくりと検けん査さするから。それがすむまでは入れてくれない」

　わかる話ではあった。江畑さんたちは専門家なのだ。調べつくす前に素人しろうとが入ってしまう、なんてことを好むはずがない。

「なおさら、こっそりと入るなんて悪いよ」

「大だい丈じよう夫ぶ！　キキは戦せん艦かんを何回も倒とう壊かいさせて奇き怪かいな残ざん骸がいにしたりしない」

「当たり前だっ！」

　キキ自身、かなり見にいきたいらしい。もちろんおれだってそうだ。じいちゃんが乗っていた戦艦の機関部。多発する奇き妙みような現げん象しようの中心。そして、謎なぞの女たちが血ち眼まなこになる存在。

　作業員が作業を続けているという話だから、それほど危険はないのかもしれない。行ってもそれほど問題はないのかもしれない。

「おれだって、見たいことは見たいんだよな」

　それでキキが元気になるんだとしたら、このまま進む価値はあるのかもしれない。

「なら行く？」

「でも、見つかったらどうするんだ？　研究員の人たち、船のいろんなところで監かん督とくしてるみたいだし」

「侵入が研究員に露ろ見けんしたら、相手の首をあっさりすっぱりと伐ばつ採さい」

「するな！」

　なんとなく疲つかれてきた。おれはうなだれ、足につけられた足ひれを見下ろした。いくら反論したところで、もう十分、奥おくまで入りこんでいるのだ。

「ま、少しだけならいいかな」

　キキの頭をなでて、ボンベを床ゆかに下ろした。これを背せ負おって歩くのはかなり苦痛だ。

「それは要いるよ。また潜せん行こうするところがある」

「まだあるの？　まいったな」

　おれたちは酸素ボンベを引きずり、傾かたむいた通路をさらに進んだ。舷げん側そくに打ち寄せる波の音が強くなった。船の外がい壁へきが近いらしい。

「機関部ってのは、まん中にあるんだよね？」

「そう。戦艦の中心に存在してる」

　床ゆかに、大量の足あし跡あとが目立ちはじめた。裸足はだしの足跡が堆たい積せきした塵ちりをこすっている。作業員たちが頻ひん繁ぱんに通っているようだ。あちこちに船体修復のための道具が落ちている。

「妙に人ひと気けがないけど。なんでかな？」

「きっと休きゆう憩けいのため、みんな上に出てる。厨ちゆう房ぼうに躊ちゆう躇ちよせず昼食を注文」

「そっか。海上基地の食堂から、お昼を出してるんだ」

「桔平も昼食を食べる？」

　キキは、わずかに水のたまった床を指さした。その下、水中に没ぼつしている場所のことを指しているらしい。

「どういうこと？」

「魚をつかまえて飲みこむ？」

「んな馬ば鹿かな」

「日本人は生魚を食べる」

「泳いでる魚なんて食べない！　そりゃ食べられる種類だってあるけど……」

　会話を続けながら、投げだされた道具類の間をぬって進んだ。

　ふと、さっきまでは気にならなかった扉とびらに気づいた。船室へ入るための扉が開きっぱなしになっている。ちらりとのぞいてみると、その中は特に明るかった。窓から直接、光が入りこんでいる。床には工具類の山。作業員たちはここを保管庫として使っているらしい。

「ちょっと、入ってみていいかな？」

　前を歩くキキに呼びかけた。彼女はもちろん、というようにうなずき、ぴょんぴょんと跳とびはねながら近づいてきた。ボンベを戸口に残し、いっしょに足を踏ふみ入れた。

　そこは応接間のような場所だった。床に敷しかれていたらしい絨じゆう毯たんは風ふう化かし、変色して、ぼろぼろになっている。だが、そのほかのものはずいぶんと元の状態を保たもっている。

　ソファは沈ちん没ぼつのときに寄ったためか、一方の壁かべ際ぎわで乱らん雑ざつに積み重なっていた。本ほん棚だなや机、額がくなどもあった。本の残ざん骸がいは抜ぬきだされ、持ちだされた形けい跡せきがある。江畑さんたちが調査のために基地へ持ち帰ったのかもしれない。

「本当に明るいな」

　足もとは滑すべりやすかった。しかも床が一方へ傾いているのだ。おれは注意して歩き、丸窓から外をながめた。キキが隣となりにやってきて、同じように横の窓から外をのぞいた。

　海面が窓のすぐ下、おれの胸のあたりまで来ていた。キキの身長だと頭のあたりだ。波がちゃぷちゃぷと窓を洗っている。窓が面しているのは海上基地のある方向で、おれたちがいるのは艦かん尾び寄よりの船室。

「ねえキキ」

　おれは、海に目を向けたままで呼びかけた。ここからだと基地の向こう、広い海を存ぞん分ぶんに見み渡わたすことができる。

「案内してくれて、本当にありがとう」

　キキは目をぱちくりとやり、おれの目をのぞきこんできた。おれは続けた。

「十分にお詫わびをしてくれたと思う。だから、時計のことはもう気にしないでいいよ」

「まだ足りない！　醜しゆう聞ぶんを十分に処しよ分ぶんするにはたぶん……」

　ふいに、キキが口をつぐんだ。なにかに気づいた様子で、吸すい寄せられるように窓へ取りつく。

「どうしたの？」

「桔平、あれはなんぞ？」

　おれはキキの顔を見返した。だけど、彼女にはおれのほうをふり返る余よ裕ゆうすらないらしい。ガラスに顔をくっつけるようにして、熱心になにかを凝ぎよう視ししている。

「どれ？」

　窓に目をもどした。くもっているために、また頻ひん繁ぱんに波が打ち寄せてくるためによくわからない。それに、キキはおれなんかよりもはるかに目がいい。

「いや、ちょっと待った……見えた。船だろ？　船が来てる。彩子とマニアさんのボート、ではないみたいだけど」

　そう言った直後、空気を割るような音が聞こえた。
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　ケイティは甲かん板ぱんに膝ひざをつき、舷げん側そくにある低い柵さくをしっかりとにぎりしめていた。船は地球を一周できそうな勢いで突つっ走ぱしっている。竜介は甲板に立ち、備えつけの機き銃じゆうをしっかりとかまえている。

　いままでは、この船はただの研究船ということになっていた。だからこの機銃は隠かくされ、偽ぎ装そうされていたのだ。だがもう隠す必要はない。これが武ぶ装そうした研究船である、ということを見せつけてやればいい。

　ミアは少しうしろ、操そう舵だ室しつの外がい壁へきにしがみついている。顔には泣なきそうな表情を浮うかべている。ケイティは、くすりと笑えみをこぼした。

「ほら竜介。もう五、六十発、ぶっぱなしてやりなさい」

「望むところだ」

「だめですよケイティさん！　せっかく奇き襲しゆうをかけるんですから、もっと静かに近づかないと！」

「なに言ってんのよ。せいぜい脅おどかして、抵てい抗こうの意思をなえさせてやればいいの！」

「でも、もし人に当たりでもしたら」

「当たらないわよ。心しん配ぱい性しようなんだから」

　もちろんケイティだって流血沙ざ汰たなんてごめんだ。人間の血なんて絶対に見たくない。死体なんてなおさらごめんこうむる。

「ミア。随ずい伴はんする船に通達！　どうせ海上基地では船の機銃なんて使えないんだから。弾たまを使いきるつもりで撃うて、と命じなさい！」

　前方では竜介が高らかに笑い、機銃を旋せん回かいさせつつ掃そう射しやしている。本当に、これ以上ないぐらいでたらめに撃うっている。どうせ海上基地までは三〇〇メートル近くあるから、ちゃんと狙ねらったところで当たるわけがないのだ。
















「ひええ……」

　ミアは四つんばいになり、這はうようにして操そう舵だ室しつへ入った。ケイティはそれを見とどけ、操舵室の向こう、随伴する味方の船に目を移した。

　本社がよこしてくれた船は二隻せき。それぞれ十名ずつの武装工作員が乗船している。警けい備び員いんすらいない海上基地を制圧するには十分すぎる数だ。昨日の件を捜そう査さするためだろう、警けい察さつの船が来ているようだが、そんなものは数のうちに入らない。

「一気に蹴け散ちらしてやるわ」

　首にかけていた双そう眼がん鏡きようを取りあげ、のぞきこんだ。船が走っているために、また隣となりで竜介が機き銃じゆうを乱射しているために、ちゃんと目に当てるのは至し難なんの業わざだ。だがなんとか焦しよう点てんを合わせた。

　海上基地では、急に研究員たちの動きがあわただしくなっていた。白衣以外の人員も狂くるったように右う往おう左さ往おうしている。あれが警察の連中だろうか。思ったより人数がいるようだが、どうってことはない。距きよ離りはあと一五〇メートル。もう隣りん接せつしたようなものだ。

「ケイティさん！」

　ミアが操舵室の外側、壁かべの手すりに腕うでをからませてケイティのほうを見てきた。血けつ相そうを変えている。髪かみが風のために逆さか巻まき、顔にまとわりついている。

「沿えん岸がん警けい備び隊たいの船が！」

　言われて、顔を海上基地のほうへもどした。小型の高こう速そく艇ていが二隻、基地から離はなれつつあった。一隻とばかり思っていたが、どうやらもう一隻いたらしい。一方は沿岸警備隊の船。もう一方は警察が使っている船だ。武装しているのは沿岸警備隊のほうだけか。

「余よ裕ゆう……竜介！　こら竜介！」

　どなりつけた。やっと竜介が乱射を中断し、顔を向けてくる。

「なんだ？」

「高速艇が出てきたわ。やるからには当てなさいよね」

「わかっておるわ」

「よろしい！」

　ケイティは柵さくから手を離して立ちあがった。跳はねるように移動し、なんとか平へい衡こうを保って、操そう舵だ室しつの外がい壁へきまでたどりついた。ミアが手をしっかりとつかまえてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「もちろん！　それより、あたしたちも武装するわよ」

「あああ。やっぱり……」

　ミアの肩かたを押おして、ふたりで操舵室に入った。中では部下の男が舵かじをにぎっている。緊きん張ちようした面おも持もち。かなりびくついているようだ。

「操そう縦じゆう、代わったげるわ。あんたは下へ行って、武器を取ってきて」

「はっ。わかりました！」

　男が場所をあける。ケイティは舵かじをつかんだ。それを確かく認にんし、男は操舵室のまうしろ、ケイティの船室があるほうへ頼たよりない足どりで進んだ。

「さっさと行く！　もう、へっぴり腰ごしなんだから」

「ケイティさん、前！」

　ミアがつばと涙なみだを飛ばしながら指さした。前方、ほとんど激げき突とつ寸すん前ぜんの位置に高速艇が迫せまっていた。ケイティは大あわてで舵を右に切った。

「もう竜介っ。なにやってんのよ!?　あっさり接近をゆるして……早く撃うって！」

　機き銃じゆうにかがみこんでいた竜介が困こん惑わく顔がおを上げ、ふりかえった。声を張りあげてくる。

「た、弾たま詰づまりだ」

「この役立たずっ」

　ケイティは吐はきすてた。高速艇が研究船の左をかすめすぎる。現地の警官が拡かく声せい器きでなにかがなりたてている。もちろんのこと、内容はさっぱり理解できない。

　ついていた。いまの船は武ぶ装そうしていないほうの船だ──と思いきや、すれちがう瞬しゆん間かんになって撃ってきた。警官どもは操そう舵だ室しつのうしろに身を隠かくし、手と顔だけを出して銃を撃っている。こちらが撃ちまくっているのだから、相手に遠えん慮りよがないのは当たり前だ。

　操舵室のガラス窓にひびが入った。直後、粉こな々ごなになった。ガラスの破は片へんが降ふってきた。

　ミアが悲鳴をあげた。頭に手を当てて床ゆかにかがみこんだ。

　ケイティも目を細め、頭の位置を低くした。竜介は甲かん板ぱんで狙ねらい撃うちにされ、タップダンスさながらに跳とびはねている。

「たかだか警察の分ぶん際ざいで。やってくれるじゃない」

　ケイティはぎりぎりと歯を食いしばった。船を操あやつり、さらに旋せん回かいさせる。相手の高こう速そく艇ていはこちらの背後へまわりこむつもりだ。そうはさせるものか。

「ミア、無線機を使いなさい！　味方の船に指示して、高速艇の撃げき沈ちんを最優先！　三対二なんだから、負けるわけないでしょ」

「だから、もう一日ぐらい待ったほうがいいって言ったんです。今日は、まだ警察がいるからって」

　ミアは半分、腰を抜ぬかしている。壁かべにすがりつき、よろよろと身体からだを起こそうとしている。

「つべこべ言わないの！　これぐらいなくっちゃ張りあいがない！」

「そんなの、ケイティさんだけです！」

「もう一隻せき、うちの仲間とやりあってるみたいね」

　ケイティは服についたガラス片を払はらいのけ、外が見えるように腰をのばした。ちょうど竜介が甲板を転がり、操舵室にたどりついたところだ。
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「なんだよあいつら。でたらめに撃うってる？」

　おれは目をこらした。だめだ。丸い船せん窓そうからではよく見えない。海上基地の様子を見ようとしたが、それもできなかった。この位置からでは死角になっている。

　いらつき、湿しめった壁から身を離はなした。壁には苔こけが張りついていた。

「きっとあいつらだ。あの女ふたり組。竜介もいるかもしれない」

「高こう速そく艇ていが向かってる！」

　キキが窓に手のひらを張りつけ、顔を張りつけた。視線の先にあるのは沿岸警備隊と警察の船だ。前者には機き銃じゆうが装そう備びされている。あれで応戦してくれるらしい。

「それはありがたいけど」

　おれは部屋の中を見まわした。いくら警察が対応してくれるとはいっても、ここでのんびりと観戦しているわけにはいかない。やつらの目的がこの船だとしたら、いつ乗りこんでくるかわかったもんじゃない。また銃じゆうで脅おどされるのはごめんだ。次も無事ですむとはかぎらない。

「とにかく出なくちゃ」

「脱だつ出しゆつする？」

　首をかしげるキキ。おれは、うなずいてみせた。

「この船から一番手っとり早く出る方法はわかる？　さっきの道をまたもどる、なんてのじゃなくて。それだと時間がかかりすぎる」

「研究員に見つかってもいい？」

「いい！　むしろ見つかったほうがいいぐらいだよ。合流できるんだから」

　あの女どもは〈和泉いずみ〉に興味を持っていた。それははっきりとしている。だけど、まさか武装した船で攻せめてきて、銃を乱射してくるとは思わなかった。せいぜい夜中に忍しのびこんでくるぐらいだと思っていたのに。

「ならあっちだよ」

　キキが指さした。おれたちが来たのとは反対側、船首方向だ。

「壁かべが開あいている場所。あそこから脱出ができる」

　思いだした。基地の通路から何度も見下ろした、特に大きい船の破は損そん個か所しよ。直ちよつ径けい五メートル近い大おお穴あな。まだ修理中だったはずだが、たしかに、あそこからなら外へ出られる。

「行けるかな？　そこまで」

「機関部へ行くのと同じ道。少しもぐるけど、少しだけ」

「なら行こう」

　おれたちは戸口へ引きかえした。酸さん素そボンベを拾ひろいあげ、こんどは背中にちゃんと背負った。キキのボンベも同じ重さだが、さすがにおれがふたつ持つわけにはいかない。おれはキキの足ひれだけ拾いあげ、脇わきにかかえこんだ。

「桔平。キキはそれを持てる！」

「たいしたことないって。それより、案内を早く！」

　自分のぶんとキキのぶん、ふたりぶんの足ひれを持って、キキのあとについて走った。走りにくいなんてもんじゃない。破損個所へたどり着く前にぶっ倒たおれそうだ。

　暗い通路を進み、明るい通路を駆かけ抜ぬける。走るというよりは、半分倒れるようにして交こう互ごに足を出す、といった感じだ。

「なんだ？」

　目の前に奇き妙みような光景が現れた。直線通路の半分ぐらいまで水が押おし寄せている。このあたりに工具類は見あたらない。そうだ。

「さっきの部屋が工具類の保管庫だった、ということは……あそこからもっと早く出られた、作業員たちが使っている経けい路ろがあった、ということじゃないの？」

　そうキキに訊きいてみた。キキは申しわけなさそうに表情をくもらせた。

「是ぜ。だけど、キキにとってその道は未み知ち」

「そっか」

　通ったことのない道を進むよりは、キキが確実に出られる、と保証している道を行くほうがいいのかもしれない。たしかに、この艦かん内ないは迷めい路ろさながらだ。あまりにも広すぎる。

「わかった。とにかく行こう」

「ここからもぐるよ。五メートルぐらい前方に、冗じよう談だん抜ぬきに集団で横断できる階段」

「そりゃ冗談じゃこまる！」

　足ひれを床ゆかに投げた。足先を差しこんでしっかりと固定する。

　ふたりでばしゃばしゃと水を蹴け散ちらし、通路を進んだ。船が傾かたむいているために、水は少しずつ深くなった。水中にぽっかりと開いた穴──階下へと通じる階段の入り口はすぐに見つけられた。水面までの高さは、階段のあたりでは腰こしぐらいまである。

「行こう」

　おれとキキはうなずきあい、腹はら這ばいになった。水に浸つかり、水すい没ぼつした階段の手すりをわしづかみにして、頭から階下へと進んだ。
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　ミアは本格的にべそをかいていた。なんとか無線機にしがみついているが、まだ仲間の船に指示を出せていない。無線機のマイクが手の中で踊おどっている。だが気にする必要はなさそうだ。仲間の船はうまく連れん携けいし、沿えん岸がん警けい備び隊たいの船を両側からはさみうちにしている。

「いい感じじゃない」

　ケイティは舵かじを切り、また船を急旋せん回かいさせた。はっきり言って無む茶ちや苦く茶ちやな操そう縦じゆうだが、それだけに警けい察さつの船は対応できていない。連中は「逃にげる船を追つい跡せきする」という仕事には慣なれているのだろうが、「船でドッグファイトまがいの撃うちあいをする」ことには慣れていないようだ。もちろんその点はケイティも同じだが、無茶をやる度ど胸きようはあるつもりだった。

「どうせ計画さえうまくいけば！」

　こんな船ともおさらばできる。エンジンが焼けついたってかまうものか。

「ケイティ。武器がとどいたようだが」

　竜介がケイティの部下から様々な武器を受けとり、ためつすがめつしながら声をかけてきた。

「だったらとっとと使いなさい！　やり方ぐらいわかんでしょ!?」

「ケイティさん。竜介くんは高校生ですよ？　そりゃ、機き銃じゆうの使い方は教えましたけど」

「ならできる！」

　後方から銃声。隣となりで、ミアが悲鳴をあげてしゃがみこんだ。竜介は軽く首をすくめただけだ。ケイティはふり返った。

　警察──ではない。沿岸警備隊の船が追いあげてきている。機銃を積んでいるやつだ。仲間の船はうまくかわされたらしい。

　また銃声が聞こえた。船せん尾びで不快な、バリバリという音が響ひびいた。船が衝しよう撃げきでふるえた。命中したのだ。部下の男たちが騒さわいでいる。ミアが神に祈いのりをささげている。

「俺おれにまかせろ。これがよさそうだ」

　竜介が船せん窓そう方向へ動いた。ケイティは舵に注意を向けつつ、首をなんとかうしろへねじ曲げた。視界の隅すみで竜介をとらえる。

　彼が持っている武器は対戦車ロケット砲ほうＲＰＧ７。世界中のゲリラ、テロリストが愛用している代しろ物ものだ。それだけに威い力りよくは折り紙つき。

「ちょっと竜介。よりによってそんな……それは、ちょっと待ちなさい！」

「心配無用だ」

　竜介は対戦車ロケット砲を肩かたにかついだ。ほんの数秒間いじくりまわしていただけで、あっさりと照しよう準じゆん装そう置ちを組み立てたらしい。そして、ためらいもせず引き金をしぼった。

　ミサイルが尻しりから炎ほのおと煙けむりを噴ふきだした。そのまま花火さながらに光と熱をまき散らし、空へと舞まいあがった。竜介が反動で尻しり餅もちをついた。

　ミサイルが煙の尾おを引き、ただようように宙を流れる。相手の船から大きく左へ逸それて、海面へ着ちやく弾だん。直後に爆ばく発はつ。水柱が盛せい大だいに噴きあがった。

　ケイティの船にも海水が大量に落ちてきた。滴しずくが甲かん板ぱんを打ち、飛ひ沫まつがケイティたちの髪かみや服を濡ぬらした。

「だから言ったでしょ!?　撃うつならちゃんと狙ねらいなさい！」

「むう。なかなか難むずかしいものだ」

「貸して！　手本を見せてあげるわ」

　高こう速そく艇ていが機き銃じゆうを掃そう射しやしてきた。ケイティは背を向け、身をかがめた。そのまま腕うでをいっぱいにのばし、ミアの襟えり首くびをぎゅっとつかんだ。

　引っぱり、引き寄せ、舵かじの端はしを無理やり握にぎらせる。ミアは泣なき顔を上げた。

「け、ケイティさん？」

「ちょっとの間、代わりにこの船をおねがい。操そう縦じゆうできるんでしょ？」

「できますけど、こんな状じよう況きようで……それにケイティさん、ロケット砲なんて使ったことないじゃないですか！」

「やり方ぐらいは知ってるわ」

「そんな無茶苦茶な」

「無茶は承しよう知ち！」

　ケイティは舵の前から離はなれた。ミアはあたふたと舵に取りついた。その足もとを、ケイティは身を低くして進んだ。武器の山を乗り越こえる。扉とびらから腕を伸のばした。

「ほら、早く貸しなさい……きゃあ！」

　船が急きゆう激げきに傾かたむいた。身体からだが一方へ引き寄せられる。

　扉の縁ふちで横腹を打った。痛みにうめき声がもれた。目の前では竜介が転がりかけ、船室へと続く扉にきわどいところで指をかけている。

「痛……ミアっ。なにしてんの!?」

「ごめんなさい！　でも、急にボートが前に出てきて」

「ボート？」

　ケイティは扉に手をつき、身を起こした。床ゆかはガラスが散っているために危険きわまりない。ここで転がるなんてぞっとしない。

　海へ視線をめぐらせた。ガラスが割れた窓の、ぎざぎざした輪りん郭かくが視界を囲んでいた。仲間の船と高速艇は相変わらず追いかけっこを続けている。だがやっと本来の戦力差どおり、こちらの陣じん営えいが一方的に狩かりを行う、という構図になりつつある。

　問題のボートは島の方角から来ていたらしい。ケイティたちの船が高速艇とやり合い、一時的に〈和泉〉から遠ざかる方向へ動いていたため、正面からはち合わせすることになったのだ。衝しよう突とつ寸すん前ぜんでミアが舵を左へ切り、またボート側もすれちがったあとで右側へ方向転てん換かんをしたため、いま両者は五〇メートルぐらいの距きよ離りをあけて併へい走そうする形となっている。ボートは〈和泉〉の艦かん首しゆ付近から海上基地へ向けて疾しつ走そうしている。

「あのくされボート！　あいつのせいで、思いっきり打っちゃったじゃないのよっ」

　脇わき腹ばらを押おさえ、呪じゆ詛その視線を送りつけた。乗っているのはフィリピン人の男と──もうひとりは黄色い服を着た、色の白い女だ。

「竜介、早く！　そのロケット砲ほうを貸しなさい！」

「むう。しかし、これは俺が」

「つべこべ言ってると殺ころすわよ」

　竜介は喉のどの奥おくでうなり、生つばを飲みこんだ。ケイティの本気を直感的に理解したらしい。彼は大たい儀ぎそうに発はつ射しや筒とうを抱かかえ、ケイティのほうへゆっくりと押しやった。

「ひとりでは持てんと思うが」

「ならあんたが支える！　男の子でしょ？」

　竜介が本体を持ち、ケイティが照しよう準じゆんをのぞく形になった。小型のボートを捕ほ捉そくする。

　ケイティは引き金をしぼった。ミサイルが空に煙けむりの筋すじを描えがいた。わずかに迷まようような動きを見せつつも飛び、ボートの側そく面めんに命中。白い水柱が噴ふきあがり、ボートを真上に放ほうり投げた。ボートは空中で完全で反転し、乗員をばらまきながら落ちた。

「直ちよく撃げき!?」

「いや、少しずれたようだ」

　竜介が発射筒を脇へずらした。ケイティは視界を確保して目を細めた。

「なら、人は死んでないわね。──次は高こう速そく艇てい！」

「ケイティさん。お願いですから、無理しないで」

　ミアが舵かじにしがみつき、懇こん願がんしてくる。ケイティは片目をつむってみせた。

「無理する必要もないって。竜介は、そのへんの武器を適当に使いなさい」

「うむ。この短たん機き関かん銃じゆうをいただこう」

「ミアは船をまわして！　さっきあたしたちを撃うってくれたやつ。あいつをぶっつぶすわ」
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　おれとキキはやっと海上に顔を出した。頭上では爆ばく竹ちくを箱ごと鳴らしたような音が続いている。機関銃の音だ。二度ほど、さらに巨きよ大だいな音も聞こえた。船と船がぶつかったのかと思ったが、そうではないらしい。こんな状じよう況きようで海にもぐるのは心しん臓ぞうに悪い。

　船体の破は損そん個か所しよが目の前にあった。当時どんな攻こう撃げきを受けたのかは知らないが、装そう甲こうが紙のように裂さけ、数メートルの範はん囲いで内側と外側にひしゃげている。船室は水みず浸びたしになっており、元がなんのための部屋だったのかもわからない。水の高さはおれの胸と同じぐらいだ。キキだと床ゆかに足がつかない。

　破損個所まで泳ぎ着いた。ひしゃげた鉄板の上に登った。用心してキキの手を引き、彼女もおれの隣となりに立たせた。酸さん素そボンベの吸きゆう入にゆう口ぐちを吐はきだし、水中眼鏡めがねを額ひたいに押おしあげる。

「ここから泳いで向かうしかないね。海上基地まで」

　だが激はげしい銃じゆう撃げき戦せんが行われている海を、泳いで横切れるものだろうか。いまはどの船も〈和泉いずみ〉から遠ざかっているようだが──いや、ちがう。むしろ逆だ。

「近づいてきてる!?」

　それも五隻せき。方向を変えて、ぐんぐんと接近してくる。警察の高こう速そく艇ていが襲しゆう撃げき者しやの武ぶ装そう船せんに追われている。こちらへ追いつめられようとしている。武装船の数は三隻。

　武装船の甲かん板ぱんで火がちかちかと踊おどった。同時に、銃声が空気をかき乱した。機銃の弾たまがまき散らされる。高速艇をなぎはらうように。

〈和泉〉の外がい壁へきがかん高い悲鳴を響ひびかせた。着ちやく弾だん点てんが右から左へ、おれたちのいる破損個所へと近づいてきた。

「キキっ！」

　彼女をつきとばした。おれは、おおいかぶさるようにして彼女の身をかばった。おれの背中で酸素ボンベが弾はじける。ハンマーを打ちおろされたような衝しよう撃げきを受けた。身体からだが勢いに押され、回転した。体勢を維い持じできず、水の中へ転がり落ちる。

「桔平っ。撃うたれたか!?　命中で臨りん終じゆうで喪も中ちゆうなんてだめ！」

「すぐ喪中とか言わない！──大だい丈じよう夫ぶ。身体に当たったわけじゃないから」

　おれはキキの手を借り、立ちあがった。泣きそうなキキの顔がぱっと華はなやいだ。おれが無事だと知って安心してくれたらしい。まったく、なんて語ご彙いを持っているんだ。

　銃声が連続する。おれとキキは鉄板の陰かげに身を隠かくした。おれはキキの横でストラップを外し、自分のボンベを身体の前へ持ってきた。状態をたしかめる。ボンベは穴あなが開いて使い物にならなくなっていた。

「捨すてるしかないな。もぐって海上基地へたどり着く、ってのは無理だ」

「桔平。あれを見よ！」

　キキが跳とびあがり、鉄板の縁ふちにしがみついた。小さな身体をいっぱいに伸のばし、海上基地の右手を指さした。おれも身を乗りだし、目をこらした。

　敵の船からミサイルのようなものが発射され、高速艇にまっすぐ吸すいこまれようとしている。高速艇のほうはすでに機き銃じゆうかなにかでエンジンを撃ち抜ぬかれていたらしく、回かい避ひ行動が取れないでいるようだ。高速艇の船内からばらばらと人が出てきて、次々と海へ飛びこみはじめた。爆ばく破は寸前の船から大急ぎで逃にげだしているらしい。

　直後、ミサイルが命中。まっ黒い煙けむりがふくらみ、それを押しだすようにして、赤い炎ほのおの塊かたまりが船体を包んだ。耳を聾ろうする音が空気をふるわせた。海面が痙けい攣れんし、白く泡あわだつ。

「あれは、竜介にあらず？」

　キキが敵の船の上を見ている。そこには──なんてこった。短機関銃を掲かかげ、高笑いしている竜介。なら、高速艇のエンジンを停てい止しさせたのは竜介だっていうのか？

「なにをしてくれてんだよ、あの馬ば鹿かは!?」

「桔平。けっきょく当局は究きゆう極きよく的てきに屈くつ服ぷく」

　キキが哀かなしげに顔をゆがめ、唇くちびるを嚙かんだ。本当だ。もう一隻せきの高こう速そく艇てい──この距きよ離りでは沿岸警備隊の船か、警察の船かはわからない──も抵てい抗こうをやめたらしい。停船し、敵の船が近づいてくるのを待っている。乗組員たちが両手を差しあげ、甲かん板ぱんの上に並んでいる。

「なんてこった」

「敵の武装船が、一いつ蹴しゆうした好敵手を回収してる」

　武装船の連中は余よ裕ゆうしゃくしゃくだ。速度を落とし、船をゆっくりと流して、自分たちが沈しずめた高速艇の乗組員たちを拾ひろっている。もちろん、甲板には注意深く銃をかまえた男たちが陣じんどっている。回収された乗組員たちが抵抗しないように見張っている。

「あいつら、海上基地へ向かうみたいだ」

　基地には武器なんてなにもない。江畑さんたちはいまの戦せん闘とうを見ていたはずだが、敵に踏ふみこまれたりしたらひとたまりもない。あっさりと制圧されてしまうだろう。

「なんとかしないと」

「桔平。なにか流れてきたぞ」

　キキが指し摘てきし、ひしゃげた鉄板の上で立ちあがった。身体からだを前へ倒たおし、片手を目の上に当てて、流れてくるものに目をこらした。おれも注視した。たしかに、船の残ざん骸がいなどが漂ただよい、油くさくなった海水とともに打ち寄せてきている。

「キキ、立つのはまずいよ。あいつらに見つかったらどうするんだ？」

「我は小さいから目立たない」

「そりゃ小さいけど、見て気づかないほどじゃないって」

「桔平。あれは人間だ」

　キキの声に、驚おどろきの色が混じった。

「なんだって？」

　見つかる危険性が、なんて言ってられない。おれはキキの足もとに手をつき、四つんばいの状態になった。意識を海面に集中させる。

　まだ五、六メートルほど先の位置だ。たしかに人らしき物体がただよっていた。あおむけの格かつ好こうで、手足が力無く水中に没ぼつしている。光の加か減げんでよくわからない。急に怖こわくなった。恐きよう怖ふが現実的なものになった。

「まさか、死んでるんじゃないよな」

「あれは彩子だ」

「んな馬ば鹿かな!?」

　まじまじと見た。明るい色の服は──ワンピースか。見たことのある服じゃないが、それでも、女の服であることに変わりはない。この基地に女性はいなかった気がする。

「大変だ」

　おれは海に飛びこんだ。彩子に向かって全力で泳いだ。
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　制圧はあっさりと完かん了りようした。ＩＳＰの研究員たち、それに現地の作業員たちはほとんど抵てい抗こうしなかった。抵抗できなかった、と言ったほうが正しいかもしれない。武ぶ装そうした二十名の工作員を前にして、抵抗しようなんて気を起こせるほうが異常なのだ。

　ケイティは工作員たちに命じ、ＩＳＰの連中に手て錠じようをかけさせた。もちろん警けい察さつや沿えん岸がん警けい備び隊たいの連中も同じだ。こちらはよりいっそう厳げん重じゆうに拘こう束そくした。海に落ちて気を失っていた者たちは基地の医務室へ運んだ。

　ケイティは捕ほ虜りよ全員を海上基地の通路に並ばせ、座すわらせた。〈和泉いずみ〉の甲かん板ぱんが見下ろせる、上からクレーンなどが大量にのびている通路だ。資材を置くために少し広くなっており、捕虜を監かん視しするにはちょうどいい場所だった。

「さてと。そろそろ機関部よね」

　ケイティは桔平から奪うばった懐かい中ちゆう時計を放ほうり投げ、胸の高さで受けとめた。あとは、この作動キーを機関部の操そう作さ盤ばんにはめこむだけだ。それであの機能が解放される。〈和泉〉に秘ひめられた本来の能力が。

　捕虜たちの前を歩き、彼らの顔を見下ろした。江畑たちは背中の位置で手錠をかけられている。くちおしそうにケイティたちのほうを見上げている。

　研究者十名、作業員二十名、警察関係者十名。これだけの数が並ぶと、さすがに場がせまく感じられた。きゅうくつで、元から高い気温がよりいっそう高く感じられる。

　竜介が基地内部へと続く扉とびらから出てきた。彼のうしろには武装した工作員がふたり。もちろん竜介自身も短たん機き関かん銃じゆうをぶら下げている。うまく高こう速そく艇ていの船に穴あなをあけ、エンジンを停てい止しに追いこんでくれた銃だ。

「どうだった？　中、もう残ってないでしょうね」

　ケイティは扉の奥おくに目くばせしてみせた。内部の図面は入手しているものの、実際にくまなく歩いたことがあるのは竜介だけだ。見まわりは彼にまかせてある。

「問題ない。完かん璧ぺきに調べた」

「あとでだれか出てきた、なんて承しよう知ちしないわよ」

「絶対にない。鼠ねずみ一いつ匹ぴき、隠かくれてはおらん。ただ、桔平と彩子がおらんようだが……」

「どうだっていいわ。桔平は用なし。もう作動キーは手に入れたんだもの」

　ケイティは〈和泉〉のほうへ視線を転じた。ここから甲板、艦かん橋きようのうしろあたりまで、人ふたりが通れるぐらいの簡かん易い通路がのびている。修復作業に必要な工具類はすべて〈和泉〉に運びこんであるため、ここを通るのは生身の人間だけだ。すでに工作員はここを通って甲板に降り、隠れている作業員がいないかしらみつぶしに調べている。

〈和泉〉はべらぼうに大きく、内部は迷めい宮きゆうのようになっているため、本気で隠れている相手は見つけようがない。だがそういった相手の場合、ただ自分の身の安全を考えているだけの輩やからなので、放っておいても害はないと思われた。

「ケイティさん！」

　江畑のオフィスへ行き、資料を調べていたミアがもどってきた。手には分ぶ厚あついプラステイック製のファイルを抱かかえている。おそらくは江畑が作成した報告書類で、〈和泉いずみ〉についてわかったことがすべてまとめられているはずだ。

「艦橋のうしろのほう……あそこの扉から行けるみたいです。機関部には」

「ちょっと、あなた方」

　江畑があぐらの状態から身を乗りだし、膝ひざ立だちの体勢になった。自分のファイルが持ちだされるのを目にして、とうとうだまっていられなくなったらしい。江畑たち研究者は英語も話せるようだが、基本的には日本語を話している。それを竜介が訳やくしてくれている。

「いったいなにが目的なんです!?　こんなことをして」

「おとなしくしてなきゃ殺ころす、と言ったはずだけど」

　わざと酷こく薄はくな表情を作り、江畑を見下ろした。ミアが小声で「また意い地じ悪わるを言って。本当に人が悪いんですから」などとこぼしている。

　江畑がつばを飛ばし、まくしたてる。

「殺したければ殺しなさい！〈和泉〉の引きあげ事業は、私の生き甲が斐いそのものなんだ。それを、こんなふうに無茶苦茶にされて……だまって見てるぐらいなら、死んだほうがましですよ！」

「熱い中年ねー」

　ケイティは手でぱたぱたと顔をあおいだ。

「竜介。面めん倒どうだから殺しちゃって。見せしめのために」

「け、ケイティさん!?」

　ミアが蒼そう白はくな顔になった。手からファイルがこぼれ落ちた。

　竜介が眉まゆをつりあげる。

「本気か？」

「冗じよう談だんに決まってるじゃない」

「ケイティさん、お願いですから……」

「宇野辺くん。先生、とても哀かなしいわ」

　捕ほ虜りよたちの中で、私服姿の女が顔を上げた。

　ケイティはすぐに気づいた。昨日、何度も目にした女だ。竜介の話によると、彼らの引いん率そつ役としてついてきた学校の教師だという。名前は南みなみちさと。どう見ても桔平たちと同年代だが、どうやらそうではないらしい。日本人は幼く見えていけない。

「なんでこんなことをしてるの？　なんでこんなことに加わっているの？　先生、手て錠じようをかけられるのは嫌きらい」

「そりゃ、だれだってそうでしょ」

　ケイティはつぶやいた。竜介はちさとから目をそらしたままで訳している。

　ちさとが竜介に、さらに嘆たん願がんする。

「こんなひどいことをしてまでしなきゃいけないことなんて、この世にはないと思うわ」

「そうでもないのだ。たとえ己おのれを悪に染そめても、これだけはなしとげねばならん。科学を進歩させるために。人々の、より多くの人々の幸せを得るために！」

「だから、なんだっていうんですか!?　人の命を危険にさらしてまでやらなきゃいけないこと……それで得られる科学的進歩なんて、私にはわかりませんよ！」

　江畑が奇妙な髪型の髪をふり乱しながら言う。

「ケイティさん。早く行きませんか？」

　ミアがせっついてきた。この場の雰ふん囲い気きに耐たえきれなくなったらしい。竜介が問いかけるようなまなざしをケイティに向けてくる。

　ケイティはミアの肩かたに手を置き、彼女の言葉を押おしとどめた。自然と口もとに笑えみが浮うかんでくる。口の端はしが笑みの形に持ちあがってくる。

　江畑たち自身、〈和泉〉周辺で起きている異常現象について調べてはいるだろう。だがもちろん真相についてはなにも知らない。知れば腰こしを抜ぬかすにちがいない。

「ねえミア。あんなに言ってるんだから、ちょっとだけ教えてあげてもいいんじゃない？」

「ケイティさん!?　そんなの、一番やっちゃいけないことじゃないですか！」

「だって、もう手に入れたも同どう然ぜんなのよ？　こいつを」

〈和泉いずみ〉の艦かん橋きようを見上げた。最上部の形状は人の顔を思わせる。そいつが早く動きだしたい、とうったえているように感じられる。

「いままでさんざん研究を重ねて、調査を重ねて、こいつを手に入れるための努力を重ねて！……でも、だれにも発表できなかった。これからもできない。なら、こいつらぐらいには教えてやったっていいんじゃない？　どうせ、現象自体は目にするんだし」

「そうですけど。でも、それとこれとは話が別です！」

「いいじゃないのよお。──自分たちが、いまからなにを見るのか。どういう現場に立ちあおうとしてるのか。ちゃんと理解しといてもらわないとね。絶対そのほうがいいって」

「興味深いな。ついに聞かせてくれる、というわけか」

　竜介が短たん機き関かん銃じゆうをふりあげ、肩にかついだ。目はケイティと同じ場所、〈和泉〉の艦橋を見ている。江畑が立ちあがりかける。

「なんだっていうんです？　なにが目的なんだ、あんたたちは!?」

　工作員が素す早ばやく近づき、銃の台だい尻じりで江畑の肩を押しもどした。

　ケイティはふり向き、江畑に笑みを送った。そして言った。

「反はん重じゆう力りよく機き関かん」
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　彩子をひしゃげた鉄板の端はし、乾かわいた場所に寝ねかせた。もう敵の船は海上基地のほうへ行ってしまったので、ここにとどまっていても見とがめられる心配はない。〈和泉〉の船体自体が死角を作ってくれている。

　キキが彩子の胸に耳を当てた。次に鼻と口。彩子の心しん臓ぞうは動いており、ちゃんと息もしている。生きているのだ。ただ意識を失っているだけで。

「ほんとよかった……」

「でも桔平、彩子は人形のよう」

　キキは、彩子の頰ほおをぴたぴたと叩たたいた。

　見たところ、彩子の身体からだに大きな怪け我がなどはない。水中で船の残ざん骸がいとこすれたのだろう、すり傷が腕うでや足についているが、それも跡あとが残るほどじゃなかった。おそらくは、ただ水を大量に飲んだだけだ。もちろん、それだって十分に問題ではあるが。

「まさか、人工呼こ吸きゆうとかしなきゃいけない、ということ？」

「したら殺すわ」

　彩子がぱっちりと目を開いた。おれは仰ぎよう天てんし、せまい場所で平へい衡こうを失って、また水の中に倒たおれこんだ。むしろおれの心臓が止まりかけたぐらいだ。おれは水面から頭を出して、口から水を吐はきだした。

「彩子!?　びっくりさせるなよ」

「彩子が学生らしく覚かく醒せいして流星のように隆りゆう盛せい。これはめでたい！」

　キキが無む邪じや気きに万ばん歳ざいをしている。彩子はそれを見て目を細め、口の端だけでほほ笑えんだ。だがすぐその笑みを消して、いつもの無表情にもどった。
















「驚おどろいたのはこっちだわ。まさか、ロケット砲ほうで撃げき沈ちんされるとは思わなかった」

「ロケット砲で撃沈されたってことは──なら彩子、おまえもあの高こう速そく艇ていに乗ってたってことか？　いつの間に？」

　彩子はゆっくりと首をふった。足もとをただよう残骸をひとつひとつ、順番にながめた。

「あたしが乗ってたのはボート。でも、高速艇も沈しずんだみたいね」

「一隻せきは陳ちん腐ぷかつ珍ちん妙みように沈ちん没ぼつして、もう一隻は降こう参さんしたよ」

　キキが哀かなしそうな顔になった。彼女の表情は一いつ瞬しゆんごとに、めまぐるしく変化する。

「そう」

　彩子は起きあがり、キキの頭をそっとなでた。

「あたしはボートで基地に向かってたの。マニアさんの運転でね。島で調べものをして、その結果を持ち帰るところだった」

「そうか。おれのじいちゃんについて調べるって、たしかそう言ってたもんな」

　帰る時期が運悪くあの女たちの襲しゆう撃げきと重なり、撃沈されてしまった、ということか。

「よく無事ですんだ。いやまあ、その程度の被ひ害がいですんだ、ということだけど」

「マニアは無事か？」

　キキが気がかりそうにたずねた。彩子はわからない、というように首をふった。だれにも、なにも言いようがない。武ぶ装そう船せんのやつらは海に落ちた人たちを回収してくれたようだから、心配はないと思うが。

「こんなときになんだけど……こんなときだからこそ、というべきかしら。桔平のおじいさんについて、またいろいろとわかったわ」

「いろいろと？」

　おれはくり返した。乾かわいた場所へ自分の身体からだを引っぱりあげた。

　彩子はだまっておれの目を見つめ、肯こう定ていの意思を示した。キキも不思議そうな顔になり、おれたちの顔を交こう互ごにながめている。

「彩子。なにが解明されたか？」

「おじいさんのこと自体がわかった、というわけじゃないの。その周辺を調べてみたら、いろんな事実に行きついた、というわけ。おじいさんと親しかった雑用係だとか、機関士だとか、船室が隣となりだった士官だとか……そういった人たちの子し孫そんをつきとめて、片かたっ端ぱしから記き録ろくを調べたんだけど」

　江畑さんたちが見向きもしなかったような記録を当たってみた、ということだ。

「もったいつけないで言えよ」

　先をうながした。彩子は自分の湿しめった服を見下ろし、かすかに眉まゆをひそめた。無む造ぞう作さに手を上げ、自分が座すわっている鉄板を軽く叩たたいた。

「撃げき沈ちんされたとき、この船は本調子じゃなかったらしいの。戦せん闘とうが始まったとき、〈和泉〉は機関部を本格作動させていなかった。させたくてもさせられなかった、と言ったほうがいいかしら。そのための鍵かぎ、つまり作動キーが持ちだされていたために」

「作動キーが船になかった、ということ？」

「そう。そして、少なくとも乗船していた研究者たちには、機関部さえ本格作動していれば絶対に撃沈されない、という自信があったみたい。なぜかはわからないけど、彼らの間には、〈和泉〉は最強の能力を備えている、という確信があった」

「その能力と、このあたりで起きている変な現象。関係があるってことか」

「それに、これはほぼまちがいないと思うけど。あの襲しゆう撃げき者しやたちの目的は、おそらくその能力そのものね」

　声が重々しく響ひびいた。おれは、あらためて船室の中を見まわした。なじみのない景色。この奥おくに、おそらくはこの奥にある機関部に、あんな武装集団が押おし寄せてくるだけの秘ひ密みつが隠かくされている。それを思うと背せ筋すじが寒くなった。

「桔平のおじいさんは、その作動キーを預けられていたらしいわ。研究主任の博士から」

　彩子が唐とう突とつに言った。おれは数秒かかって、やっと事実に追いつくことができた。

「助手だった、という話は聞いていたけど。でもそんなのを預けられてた、なんて話は聞いてないぞ？　ばあちゃんはそんなこと言ってなかった」

「あなたのおばあさんが知らなかった、というだけよ」

「でも、ならなんで作動キーが船になかったんだ？　おれのじいちゃんはこの船に乗ってた。なら持ってきてるはずじゃないか！」

「偽にせ物ものとすりかえて、本物はどこかに置いてきたらしいの」

「そんな」

　絶ぜつ句くした。彩子の話と、その意味。考えるまでもない。

　おれのじいちゃんが作動キーを置いてきたために、この船は撃沈されたのだ。おれのじいちゃんのせいで数百人の命が失われた。たしかにおれはじいちゃんのことを知らない。話を聞かされているだけだ。だけど、こんな事実は認めたくない。

　キキが心配そうにおれの顔をのぞきこみ、細い声で「桔平」と呼んでくれた。おれの手に自分の手をそっと添そえてくれた。おれは握にぎりかえすことができなかった。

「おれのじいちゃんが、なんでそんなことを？」

「わからないわ。でもこれは事実──事実だと信じさせてくれる記録が、まだある」

　彩子は言いにくそうに口ごもった。冷れい徹てつな彼女らしくない態度だ。

「あなたのおじいさんは船が沈しずむ間ま際ぎわに、仲間から作動キーの場所をたずねられた。それに対して、作動キーは愛する女性のもとにある、と言い残した」

　じいちゃんが「愛する女性」と呼ぶ相手といったら、祖母、すなわちおれのばあちゃん以外には考えられない。

「じいちゃんがばあちゃんに残した、唯ゆい一いつのもの……」

　無意識に自分のポケットをさぐった。古びた懐かい中ちゆう時計はもうない。ブロンドの女に奪うばわれてしまったのだ。

〈和泉〉の能力を狙ねらっている女たち。その女たちが求める作動キー。

「あれが作動キーだってことか？　あの懐中時計が！」

「ブロンドの女は無茶な襲しゆう撃げきをくり返して、命がけであの懐中時計を奪った。そして今度は大勢の兵隊を連れてきて、〈和泉〉そのものを奪った。それは、作動キーを使うためとしか思えない」

「そんな馬ば鹿かな！　だって、五十年も経たってるんだぞ？　この船が撃げき沈ちんされてから五十年。最強の能力なんて言うけど、この船は五十年も海底にあったんだ。いまさら作動キーを差しこんだところで、機関部が動いたりするわけがない！」

「でも桔平。〈和泉〉は新品同様でぴんぴん」

　おれの手とふれあっていたキキの手に、きゅっと力が加えられた。

「いつでも動かせる状態だよ。江畑も言ってた。桔平もそれを緊きん張ちようしつつ丁てい重ちように謹きん聴ちよう」

　そういえばそうだ。それも、〈和泉〉の周辺で起きている奇き妙みような現げん象しようのひとつだった。異い様ように保存状態のいい船体。新品同様の各種装そう置ち。

「なら、あの懐中時計を使えば、機関部が本格作動を始めるっていうのか？　でもって、あいつらが望む能力が解放される」

「まちがいなさそうね」

　あの女たちは島で銃じゆうを乱射し、いまはロケット砲ほうや機き銃じゆうつきの武ぶ装そう艇ていまで持ちだして、警けい察さつすらも敵にまわして攻せめこんできている。〈和泉〉の能力にはそれだけの価値がある、連中はそれだけの価値を確信している、ということだ。並なみの力であるはずがない。

　そして、このままでは、その力はほぼ確実に解放されてしまう。あいつらによって独どく占せんされてしまう。あいつらが作動キーを使うことによって。

「そんなの、ゆるされるわけない！」

「作動キーは、機関室で使用するもの？」

　キキが彩子にたずねた。彩子は突とつ然ぜんの質問に少し面めん食くらった様子で、「そう思うけど」とこたえた。キキは跳はね起き、脇わきに引っかけてある酸さん素そボンベに手を伸のばした。

「なら、機関室はすぐ近くだよ。行こう！」
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「たとえば静電気ってあるでしょ？　あれは、光こう子しを媒ばい介かい物質に使って、電子と電子が相そう互ご作さ用ようしてるものなの。でもってこの場合、重力子ってのがその媒介物質に当たるわけ。物質どうしの、重力子を使った相互作用が重力。わかる？」

　ケイティは研究員たちの前を、優ゆう雅がな足どりで歩いた。

　ＩＳＰの研究員といっても、ここにいるのは戦史研究の専門家と機械屋ぐらいのものだ。物理屋はひとりもいない。反重力機関の難しい原理をことこまかに説明したところで無む駄だだろう。陽よう極きよくと陰いん極きよくによって形成された電界が艦かんの周囲に形成され、これによって重力場が生じる、といった説明は無用なのだ。だから、できるかぎり嚙かみくだいて話した。

　横目で彼らの様子をうかがってみる。みんな案あんの定じよう、ぽかんと口を開け、自分が天国にいるのを初めて知らされた死人みたいな顔つきをしている。

「ええっと。つまり、どーゆー……？」

　ちさとがぎこちない愛あい想そ笑わらいを向けてくる。ケイティは靴くつ音おとを鳴らし、立ちどまった。

「つまり、重力子があるから重力が働くってことよ」

「それとこの船と、いったいどのような関係が？」

「はあ？」

　呆あきれはて、腰こしに手を当てて、子供のような顔をした女教師を見下ろした。これだけ嚙みくだいて説明しているというのに、まだ足りないというのか。

「だから言ったでしょ？〈和泉〉にはこの重力子を操そう作さする装置が積んであるのよ。地球の引力なんて関係なし！〈和泉〉は重力場の発生によって浮ふ遊ゆうし、推すい進しん力りよくを得る──つまり、空を飛べるようになんの！」

　ケイティは息を吸すいこみ、立て板に水の勢いで続けた。思わず「わかりやすく解説する」ことを忘れてしまう。

「それに、それだけじゃないわ。反重力機関は艦かんの周囲にイオン化された空気の層を発生させる。こいつは、赤せき外がい線せん域いきより下のバンドの電でん磁じ波はを、ほぼすべて吸きゆう収しゆうしてしまうの。もちろん、電波の入にゆう射しや方向なんて関係ないわ。つまり、現状の電波吸収体によるステルス化の比じゃない、究きゆう極きよくのステルス戦艦ってことよ！」

　なんと素す晴ばらしき能力！　この装置、反重力機関さえ作動していれば、〈和泉〉が撃げき沈ちんされることはなかった。〈和泉〉は地球の重力をふりきって、大空を自由に駆かけていたはずなのだ。ちゃちな航こう空くう機きや潜せん水すい艦かんなどあっという間に蹴け散ちらして、一ひと息いきに敵の首都上空まで到とう達たつ。そして、強力な主しゆ砲ほうであらゆる建造物を粉ふん砕さい[image: ！！！]

　当時、出で町まち柳やなぎ博士はかせたちは、こうした軍事利用のために反重力機関を生みだした。それに対して、たったひとりで反はん旗きを翻ひるがえしたのが、少路桔平の祖そ父ふだったというわけだ。

「だけど、べつにこの船で戦争がしたいってわけじゃないの。あたしたちはね」

　ケイティはまた歩きだした。ミアはうしろでもじもじとしている。計画について話すのは反対だが、研究にたずさわる身としては、だれかに計画の内容を堂どう々どうと誇ほこれるのはやはりうれしいのだ。二に律りつ背はい反はんの悩なやみが全身からにじみでている。竜介は対たい照しよう的てきに、完全な喜びと興こう奮ふんを発散しながらケイティの話に聞きいっているようだ。

「あたしたち自身、この装置を開発するための研究をしてた。だけど、理論は完成していたんだけど、装置自体を作動させることはできなかった。そんなところへ、この船の情報が飛びこんできたわけよ。ならこいつを──こいつに積んである反重力機関を作動させて、その装置について研究がしたい。そう思うのは自然でしょ？」

　どうせ本社は研究を完成させて、どこかのカネをわんさか持っている国家に売りこむつもりだろう。国防への応用策を示し、大金をせしめるつもりだろう。だがそんなことは、ケイティたちの知ったことではない。自らの手で研究を続けられれば、そしてその成果を目まの当あたりにすることができれば、ケイティたちは十二分に満足できるのだ。

「ええっと」

　ちさとは人さし指を口に当て、また曖あい昧まいな笑えみを浮うかべた。

「よく理解できなかったんですけど。でも、みなさんは、本気なんですよね？　その計画について」

「当っ然！　冗じよう談だんでやれるわけないでしょ？　こんな大それたこと」

　ケイティは腰こしに手を当てたまま、上体をぐるりとまわした。武ぶ装そうした工作員たちが目に入る。そして、その下には、手て錠じようをかけられた研究員たち。

「あなたたちは……ひょっとして、阿あ呆ほうなのかしら？」

「阿呆はあんたじゃない!?」

　ケイティは額ひたいがひくつくのを感じた。こういう連中は、自分に理解できないことがあると、そしてそのことに対して真しん剣けんに取り組んでいる人間がいると、すぐに相手を阿呆扱あつかいしてくる。それらの事象を受け入れるだけの想像力がない自分を棚たなに上げ、正当化するために。

「まったく……」

「あの、ちょっとよろしいですか？」

　ケイティの話に圧あつ倒とうされたらしい江畑が、研究員たちを代表し、遠えん慮りよがちに口を開いた。

「船のまわりで起きている変な現象は、すべてその装置が原因であると？」

「それはそうであろう」と、竜介が横から口をはさんだ。目が異様な輝かがやきを放はなっている。

「電気が電場のゆがみだとすれば、重力とはすなわち時空のゆがみだ。このような対比が可能だとすれば、重力子の流れというのは、時空のゆがみを生じさせる存在」

　竜介の考えは全面的に正しい。海流の変化も、時計の狂くるいも、すべては時空のゆがみに起因している。〈和泉〉の周辺では重力異常と同時に、時間の流れまでもが異常をきたしていたのだ。船体の保存状態がよかったのはこのためだろう。〈和泉〉は、実際には、五十年もの時間を経験していなかったことになる。

「意外と鋭するどいですね」

　ミアが竜介の指し摘てきに感心し、目を丸くする。

　ケイティは江畑たちのほうへ足を踏ふみだした。江畑たちはのけぞり、ケイティの顔を見上げた。額には玉の汗あせが浮かび、くずれ、流れている。ケイティは言った。

「当時、〈和泉〉は反重力機関の試験中だった。航行中は常に少しだけ、機関部を作動させてたの。船の喫きつ水すい線せんを下げる程度にね。だけど本格作動させるための作動キーがなかったもんだから、戦せん闘とうに巻きこまれたときも、それ以上の力は出せなかった」

「ただし、少しは作動させていたから、現代までその影えい響きようが残った？　保存状態がよかったのも、その装置の影響……？」

　江畑がなかば問いかけるように、なかばひとりごとのようにつぶやく。

「そういうこと。〈和泉〉がほぼ当時のままに保存されてた、というのは幸運と言うしかないわ。反重力機関が船にどんな影響をもたらすか、なんてだれにもわかるわけがないもの。少なくとも当時は」

　だが、いまはちがう。これからケイティたちが研究し、すべてをはっきりとさせるのだ。

「ケイティさん。工作員のひとりが、機関部への経けい路ろを確保したって。扉とびらもちゃんと開いているみたいです」

　ミアがファイルをしっかりと抱かかえなおし、言ってきた。隣となりから工作員が離はなれていく。

　ケイティは彼女にうなずきかけ、安定の悪い、〈和泉〉へと通じる通路に足をかけた。そして、上じよう機き嫌げんで、ちさとたちに片目をつむってみせた。

「じゃ、授業はこれで終わりね。一時間もしないうちに、もっとすごいものを見せてあげる」







　　　四章　海かい底てい戦せん艦かん、浮ふ上じよう！
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　ケイティは発はつ狂きよう寸すん前ぜんだった。機き関かん部ぶの操そう作さ盤ばんはあっさりと見つかったのだが、鍵かぎ穴あなに懐かい中ちゆう時計が合わないのだ。あり合わせの工具で時計を分解してみたが、穴に合いそうな部品は皆かい無むだった。

「なんでよ。なんで合わないわけ？　おかしいじゃない！」

　操作盤はつるりとした平面がくびれ、銃じゆう弾だんぐらいの部品をはめこめるようになっていた。穴の数はふたつ。左側のほうは穴の少し横に、ぴったりとくるであろう金属片が転がっていた。五十年前、沈ちん没ぼつの際に外れたのかもしれない。これらはおそらく、とりあえず反はん重じゆう力りよく機関を作動させるためだけに使われる鍵穴と鍵だろう。

　そして右側。こちらは当然のことながら、反重力機関を本格作動させるための鍵穴だ。だが懐中時計がその穴に合わない。あれだけ苦労して手に入れたというのに！

「ケイティさん、落ちついて」

「落ちつけるわけないじゃない。なんでミアは落ちついてられんの？　この鍵が作動キーじゃなかった、なんてことになってごらんなさいよ。本社からどんな処しよ遇ぐうを受けるか！──このっ。この！」

　でたらめに、強ごう引いんにねじこんでみる。だがまったく合わない。金属どうしがこすれ、にぶい悲鳴をあげるばかりだ。これはただ鍵と鍵穴の形が合えばいい代しろ物ものではなくて、作動キーの金属自体がなんらかの化学反応の触しよく媒ばいとなる、という性質のものらしい。

「ケイティさん、無理ですよ。そんな、無む茶ちや苦く茶ちやにねじこんじゃだめです」

「このおんぼろ！　竜りゆう介すけ、そのサブマシンガンでこの操作盤を撃うちなさい」

「うむ。まかせろ」

「だめですケイティさんだめですだめですってば！　そんなことしたら取りかえしのつかないことになりますっ。竜介くんもやめて！」

「……ちっ」

　ケイティは機関室をながめまわした。隣となりでは竜介が銃口を下ろしている。この部屋に連れてきたのは竜介とミアだけで、ほかの工作員たちは艦かん橋きようの入り口で警けい備びに当たっている。ここへはいったん艦橋内に入り、そこから降おりてきたのだ。

　機関室は傾かたむいており、一方の端はしは水みず浸びたしだった。しかも壁かべと床ゆかの一部が大きくやぶれ、えぐれている。金属の板が紙のように裂さけ、踊おどり、人間の背せ丈たけ以上の大きさでささくれだっている。魚ぎよ雷らいの直ちよく撃げきを受けたためだろう。だが反重力機関そのものには傷ひとつない。まさに奇き跡せきだ。

　反重力機関は巨きよ大だいで、様々な筒つつを横に倒たおし、複雑に重ね合わせたような形状をしており、床から頭上にかけてそびえていた。この部屋は縦たてに数階層ぶんをぶちぬいてあるらしく、天てん井じようは──要するに反重力機関の上部は──目がくらむほど高い位置にある。それらが各所に設置された、引きあげに際して持ちこまれたらしい非常灯とうで照てらされている。

　部屋のあちこちにポンプの吸きゆう入にゆう口ぐちがあった。これで水をくみだしているのだ。機関室自体は空気が満ちているが、周囲の区画はまだ天井まで海水が来ている。なにかの拍ひよう子しに境界がやぶれれば、この部屋も一いつ瞬しゆんで水浸しになるだろう。それを思うと怖こわいものがある。

「ほんとにもう、信じらんないわ。──竜介！」

「なんだ？」

「少しよう路じ桔きつ平ぺいの形かた見みって、ほんとにこれだけなんでしょうね？　偽にせ物ものだったら承しよう知ちしないんだから。あのてっぺんから吊つるすわよ？」

「それを奪うばったのは貴様であろうが？　おれはそれ以外の時計など知らんし、桔平自身、あの状じよう況きようで偽物を渡わたす、などということをしたとは思えん」

　現地の少女を人質に取られたときの、桔平の行動。たしかに、真に迫せまるものがあった。

「それにしても、驚おどろきであるな。桔平の祖父が、そのような決断をしておったとは」

　竜介にはここへ来る途と中ちゆう、さらにくわしい話を聞かせてある。もう隠かくす必要もないと判断したのだ。

「そんなことはどうだっていいの。それより問題はこいつよ、こいつ」

「ＩＳＰの人たちに大きいことを言ってしまった手前、もどるにもどれませんしね」

　ミアがいやな事実を思いださせてくれる。

「まったく……」

　ケイティはいらだち、拳こぶしを操そう作さ盤ばんに叩たたきつけた。

「なにか方法があるはずよ。操作盤はこれ以外に考えられないし、作動キーもこの時計以外には考えられない」

「時間がかかりそうだな」

　竜介が平板な声で言った。隣となりでミアが「そうですね」と同意する。

　ケイティはミアのほうをキッ、とにらみつけた。ミアは「ひ……」と言って身をすくめた。竜介が一歩、前へ出てくる。

「面子メンツにこだわっている場合ではあるまい？　いったん上へもどり、江え畑ばたたちを尋じん問もんしてはどうだ。彼らは、この操作盤についても調べておるだろう」

　竜介が率そつ先せんして、階段のほうへ足を向けた。
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「機関室はいったん水にもぐって、上がって、またもぐった先にあるよ」

　キキは手を水に入れて出す、という動作を二回くり返した。機関室へ行くための経路を簡かん潔けつに表現しているらしい。

「どれぐらいの距きよ離りなの？　ボンベなしで行けるかな」

　おれは、自分の酸さん素そボンベを目で示した。さっき銃じゆう弾だんを受けたために破は損そんし、中身が完全に抜ぬけてしまっている。使い物にならないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　キキは、わずかに顔をくもらせた。

「遠方だよ。ボンベなしだと、意識が混こん濁だくするぐらい困こん難なんで昏こん倒とう」

「でも、使えるのはキキのボンベだけだ」

「我が単独で乗りこむ？」

　キキが大きな、よく動く目で見上げてくる。おれは大あわてで首をふった。

「だめだよ。キキが行くぐらいなら」

　機関室には武器を持った連中が待ちかまえている──可能性は高い。丸まる腰ごしのおれが行ってどうなるものでもないだろう。自じ殺さつ行こう為いだし、なによりも怖こわい。だけど、おれのじいちゃんの時計が悪事に利用されかけているのだ。放ほうっておくわけにはいかない。

「おれが行くよ。じいちゃんに関かかわることでもあるし」

「桔平は道を知らないじゃない。ひとりじゃたどり着けないわ」

　彩あや子こが口を開き、冷静に指し摘てきしてくる。おれは口をつぐむしかない。

「そのボンベ。中身はどれぐらい残ってるの？」

　彩子の言葉に、キキは自分のボンベを両手で持ちあげ、ゆさゆさと揺ゆらしてみせた。

「たぶん大部分が残存」

「ほとんどもぐってないから。ほんとに、あと三十分ぐらいはもつんじゃないかな」

　おれは補ほ足そくした。キキは、そのとおりだ、というように元気よくうなずいた。

　彩子はさらに深しん刻こくそうな顔つきになった。意識が思考の海をただよっている感じだ。

「三人で交こう互ごに使っても十分近くもつ、ということね」

「交互に使うって……同時にもぐるってことか？　ひとつのボンベを使いまわして」

「そういうこと」

「なるほど。彩子の思考の傾けい向こうは利口！」

　キキがボンベを足もとに立ててのしかかり、顔を輝かがやかせた。おれは三人で潜せん行こうする光景を思い浮うかべて、思わず赤面し、あわててその想像を打ちはらった。

「ちょっと待った！　だめだよ。だめだってそんなの！」

「なぜ？」

　キキが不思議そうな表情になる。彩子は鉄の壁かべにもたれたまま、悠ゆう然ぜんとしている。

「だって、ボンベの吸すいこみ口を使いまわす、ということだろ？　そうなると、その……みんなの口が、順番にふれるわけだし」

「キキの口に毒どくはないぞ」

「わかってる！　そんなことはわかってる」

「言いたいことはわかるわ。なら、桔平だけ息を止めてる？」

「できるか！」

　ただ息を止めているだけならともかく、全速力で泳がなくちゃいけないのだ。

「なら待ってるしかないわね」

「そういうわけにもいかないよ」

「ほかに選せん択たく肢しはないんだから。こうやってしゃべってるのも時間の無む駄だでしょ？　とっとと準備をなさい」

　彼女は膝ひざを引き寄せ、立ちあがった。スカートの裾すそから水すい滴てきが落ちた。
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　ケイティたちの姿を目にして、研究者たちの間にざわめきが走った。それぞれ顔を見あわせ、言葉を交かわしたりしている。顔にはとまどいの表情を浮かべている。

「もう終わったんですか？　もう〈和泉〉が浮きはじめるっていうんですか？」

　研究者たちを代表して、江畑が訊きいてきた。奇き妙みような髪かみ型がたが乱れきっている。まったく信じられない、といわんばかりだ。

　顔が熱くなった。ケイティは苦にがい気持ちで唇くちびるを嚙かみしめた。

「……ちがうわよ」

「ちょっと問題が起きたんです。それで、協力していただきたいな、と思いまして」

　ミアがていねいに、江畑の上にかがみこんで説明する。

「機関室にある操そう作さ盤ばんについて。あとは、操作盤にはめこむためのキーについて」

「協力なんてするわけがないでしょう!?　こんな目に遭あわされて」

「でも、この計画には科学の発展、ひいては人類の未来や幸福がかかっているんです。だから、お願いします」

「ミア。こんなやつらにお願いしたって無む駄だだわ」

　ケイティは江畑たちから目をそらした。口く調ちようがどうしてもむっつりとしたものになる。

　江畑は困こん惑わくをいっそう深めた様子だ。助けを、あるいは同意を求めるように、周囲の研究者たちと目線を交わした。

「どちらにしても、私たちにはなにもできませんよ。まだ機関室には入っていませんし、その操作盤というのもちょっと。鍵かぎというのも知りません」

「鍵については、桔平に直接たずねればよい」

「いないんじゃなかったっけ？」

　ケイティの指し摘てきに、竜介は眉まゆをひそめた。どうやら忘れていたらしい。

「それもそうだ。桔平のやつめ、どこへ消えたのだ？」

「それに、あの野や生せい児じもいないじゃない。キキって名前の世話係」

　ケイティはなにげなく研究者たちの横を歩き、作業員たちのほうも目でさぐってみた。だが子供ふたりが隠かくれている気配は感じられない。作業員たちはケイティたちのやりとりが理解できないらしく、目を白黒とさせている。竜介がうなった。

「おらんのは桔平とキキ、それに彩子か」

「どこへ行ったんでしょう？」

　ミアが小首をかしげる。竜介は大おお股またで歩き、ちさとの前に立った。さすがに担たん任にんの教師が相手では遠えん慮りよするらしく、わざとらしくせきばらいなどをしている。

「宇う野の辺べくん。やっと改心してくれたの？」

「そうではない」

「だって先生、その船が宇宙まで飛んでいくだなんて、とても信じられないもの。そんなことに関かかわってほしくないわ」

「宇宙までは飛ばんと思うが……」

　竜介はまたせきばらいした。ケイティのほうへ視線を送ってくる。

　ケイティはうなずき、やり取りを続けるようにうながした。ちさとなら桔平たちの行ゆく方えを知っているかもしれない。

「ちさとよ。桔平たちはどこだ？　居場所を教えていただきたい」

「蛍ほたるが池いけさんは島へ行っているけど」

　女教師は首をひねり、さあ？　という仕し草ぐさをしてみせた。

「少路くんとキキちゃんは知らないわ。この基地の中じゃないの？」

「それはないな。内部は俺おれがくまなく調べた」

「なら、〈和泉〉の舳へ先さきで水遊びをしてるんじゃないかしら。さっきみたいな撃うちあいがあったから、いまは甲かん板ぱんに上がってると思うけど」

　竜介とミア、それにケイティはいっせいに首をめぐらせた。艦かん首しゆ付近の甲板を見るが、もちろん人ひと影かげなどあるわけがない。ケイティは傾かたむいた甲板を見み渡わたした。

「甲板の上は、工作員が徹てつ底てい的てきに調べたはずだもんね」

　つぶやきがもれる。ミアが遠えん慮りよがちに、上目づかいに見てくる。

「〈和泉〉の中に入っている、ということでしょうか？」

「可能性はあるわ。まったく、面めん倒どうをかけてくれるじゃない」

　ケイティは下した唇くちびるを嚙かんだ。ふいに、隣となりで竜介が銃じゆうをかかえなおした。

「よかろう。ケイティとミアは、ここで尋じん問もんを続けよ。俺は桔平を見つけてくる」




　　　　４




　青い光に照てらされた通路を泳ぎ、進んだ。光の筋すじがどこから差しこんでいるのか、おれには見けん当とうもつかない。

　足ひれをつけているのはおれとキキのふたり。彩子は自力で泳ぐのをあきらめ、おれたち二人に引っぱられる形となっている。水中眼鏡めがねをつけているのはキキと彩子。おれが彩子にゆずったのだ。
















　天てん井じようまで水に浸つかった通路のほぼ中心を、お互たがいの腕うでをしっかりとつかみ、離はなれないよう注意して進みつづけた。ボンベはおれが背せ負おっている。

　通路内は散らかっていたが、ほかの場所と同じく、当時の死体などが流れてくることはなかった。一度は作業員やキキたちが通っているためだ。おれたちは回転し、たまに背中を壁かべや天井、あるいは床ゆかや瓦が礫れきなどにぶつけながらも、着実に距きよ離りをかせいだ。

　ごぼごぼ、という音とともに、キキの口から大量の泡あわが吐はきだされる。声の親しん戚せきみたいな音が水を伝い、耳の奥おくへ入りこんでくる。キキが水中でしゃべっている。

　キキはおれと彩子の手を自然な動作で外し、上を指さした。その先、おれたちの頭上で水面が明るくなっていた。白くきらきらと輝かがやいている。

　キキはその場でくるりと回転すると、壁を斜ななめに蹴けりつけ、数メートルほどのぼった。身体からだごとおれたちのほうを向いて、こちらへ来い、というように手まねきしてみせる。

　おれと彩子はうなずきあった。いまは、ボンベの吸すいこみ口は彩子がくわえている。彩子はそれを外し、おれにくわえさせた。おれは少し緊きん張ちようしたが、また強くうなずくと、思いきり水を蹴った。足を上下に動かし、キキを追い抜ぬいて水面へ出た。

　キキの話では、機関室へ行くにはいったんもぐって、浮ふ上じようして空気のある場所を移動し、さらにもぐらなくちゃいけない、という話だった。いまは一度目の浮上だ。

　ぶはあ、と言って、ボンベの吸いこみ口を水に落とした。

　どうやらここは、傾かたむいた部屋にできた巨きよ大だいな裂さけ目めらしい。傾いた床の、低くなっているほうの床に穴あながあいている。彩子が流れついた破は損そん個か所しよと同じような雰ふん囲い気きだ。あの裂け目が艦かん内ないにできた感じ。穴はひとつだけじゃなかった。

　彩子とキキが浮上してきた。キキは水中眼鏡を額ひたいに固定し、彩子は逆に、首に垂たらした。キキが頭をふりまわして水をはらう。その目がつっと一点でとまった。

「桔平。我われは竜介を見つけた」

「なんだって？」

　おれはキキの顔を見て、さらに彼女の視線を目でたどった。

　浮上した部屋は倉そう庫このような場所で、天井がかなり高くなっていた。通常の二倍ぐらいある。そして、本来なら一階の天井があるべき高さに、倉庫自体をぐるりと取りかこむような格かつ好こうで通路が設もうけられていた。天井と床の中間、壁へき面めんに張りつくような通路だ。

　そこに、竜介が立っていた。目が合った。彼自身、驚おどろいたような表情でおれたちを見ていた。どこかへ向かう途と中ちゆうだったらしく、歩きかけたままの姿勢で硬こう直ちよくしている。




「おお、桔平か！」

「竜介!?　なにしてんだよ、そんなところで！」

「ちょうどいい。貴様らをさがしておったところだ」

　彼は通路の手すりを両手で握にぎりしめ、こちらへ身を乗りだしてきた。にやりと口もとをゆがめる。肩かたから太いベルトのようなものをかけており、腰こしの位置には短たん機き関かん銃じゆうが見える。

「ほう。彩子もおるではないか」

「いちゃ悪いかしら」

「貴様は島にいる、と聞いておったのだがな。ちさとから」

「帰ってくるときに沈しずめられて、流れついたのよ。あのボート、覚えてるはずだけど」

　竜介は身体からだをのばし、「あれか！」と言って拳こぶしを手に打ちつけた。

「よく無ぶ事じですんだものだ」

「あたしより、マニアさんは無事かしら」

「うむ。回収されて、いまは基地の医務室で寝ねかされておる」

　彩子は髪かみをかきあげた。

「ならいいわ」

「よくない！」

　おれは割って入った。まずストラップを外し、ボンベを床ゆかに投げる。続けて身体を引きあげた。床は滑すべりどめが無数についた鉄の板だ。さらに、足ひれを外した。

　竜介に指をつきつける。

「どういうつもりなんだよ。おまえ本気か？　あんな無む茶ちや苦く茶ちやなやつらに協力して、〈和泉〉の力をむざむざ渡わたすようなことをして！」

「ふむ、なるほど。〈和泉〉の秘ひ密みつについて、少しは聞いておるらしいな。だれに聞いたのかは知らんが」

「彩子が島で調査した！」

　キキが誇ほこらしげに彩子の腕うでをつかみ、上へ持ちあげる。

　竜介は、得とく心しんがいった、というように深くうなずいた。

「よかろう。ならばあの時計──否いな、本物の作動キーがいかに重要であるか、ということも知っておるわけだ。さあ桔平」

　竜介は手すりの上に跳とび乗った。信じがたい平へい衡こう感かん覚かくでぴたりと静止する。昨夜、海上基地の通路で見せたのと同じ身軽さ。竜介はおれのほうへ手をつきだしてきた。

「本物の作動キーを渡してもらおうか。貴様が、祖そ父ふから受けついだ形かた見みを」

「この阿あ呆ほう！」

　おれは手近に落ちていた鉄パイプを拾ひろいあげ、竜介に向かって放ほうりなげた。

　彼は手すりの上で跳び、側そく転てんのような動きを見せて攻こう撃げきをかわした。パイプが奥おくの壁かべにぶち当たり、騒そう々ぞうしい音を響ひびかせる。音が続き、パイプは床へ落ちて跳はねまわった。

　竜介が、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめる。

「なにをするか」

「なにをするか、じゃない！　形見はおまえらが盗とったんだろ？　キキを人ひと質じちにして、無理やり奪うばったんじゃないか！」

「とぼけおってからに。あれは偽にせ物ものだった。あれは作動キーではない！」

　竜介は銃じゆう把はに手をかけ、銃口をおれたちのほうへ向けた。

「さあ、本物を出してもらおうか」

「どこまで阿呆なんだよおまえは？　そんなもの向けて、ほんとに撃うつわけにはいかないだろ？　おれたちに当てたりしたら、竜介は死ぬまでムショの中だ。科学の発展を見る、どころの話じゃなくなる！」

「むう」

　彼はいったん黒光りする銃に目を落とした。そしてしばらく呻しん吟ぎんし、やがて顔を上げた。

「たしかに、一いち理りあるな」

「一理どころじゃない！」

「よかろう、こんなものは必要あるまい。昨日の決着をつけてくれようではないか」

「なんだって……ってわあ!?」

　竜介が跳とんだ。信じがたい跳ちよう躍やく力りよくだ。助走もつけていないというのに、宙で大きな放物線を描えがき、おれたちのほうへ落下してきた。おれは転がるようにして前へ逃のがれた。

　首をうしろへねじ曲げる。竜介の落下地点には──彩子とキキが、まだ水に浸つかった状態で漂ただよっていた。おれは大声で怒ど鳴なった。

「みんな、早く逃にげろ！　もぐるなりなんなりするんだ！」

　竜介が水の張った裂さけ目めに落ちた。盛せい大だいな水しぶきが噴ふきあがった。破損個所から見た、ロケット砲ほうの弾だん頭とうによる水上爆ばく発はつを思いださせる勢いだ。

　キキが悲鳴をあげた。彩子がうめいた。彼女たちは、なんとか左右に分かれることができたようだ。彩子がとっさにキキを横へ押おしたらしい。

　竜介は深く沈しずみ、また浮ふ上じようしてきた。銃はまだ肩かたにかけている。

「だれも行かせるわけにはいかんな。だが、いま用があるのは桔平。おまえだけだ」

「まだ言ってんのか？　あの時計が偽物だったとか、そういうこと……」

「そのとおり！」

　竜介が、シンクロナイズド・スイミングの選手さながらに跳びあがった。水中から宙へ。一息で片足を床ゆかにつき、すっくと身をのばした。

　キキはうしろでぷかぷかと浮ういている。彩子は歯を食いしばり、床へ上がろうとしている。服が身体からだにまとわりつき、ひどく動きづらそうにしている。

「さあ桔平。早く渡わたすのだ！」

　竜介が突とつ進しんしてきた。おれは彼のほうを向いたままでうしろへ三歩、下がった。

「あれが偽物って──なに言ってるんだよ。ほんとに、なにを言ってるのかわからない」

　頭の中で混乱が渦うずを巻まいた。その混乱が身体全体を侵しん食しよくし、動きをにぶらせてくる。

　懐かい中ちゆう時計は「じいちゃんが残した唯ゆい一いつの形見だ」と言ってばあちゃんから託たくされたものだ。それが偽物だ、なんてことはありえない。そんな馬ば鹿かな。

「我々は操そう作さ盤ばんにあれをはめこんでみた。だが形が合わん。分解してみたが、それらしい部品は見あたらなかった！」

「ちょっと待った。あれを分解しただって？　なんてことしてくれたんだ……わっ」

「桔平!?」

　キキが声をあげる。おれは迫せまりくる竜介に、完全に気け圧おされる形だ。なんとかうしろへ下がり、彼の手刀を鼻先でかわした。内心のとまどいが手足にからみついてくる。

　踵かかとになにかふれた。瓦が礫れきかと思った。ちがう。壁かべ──でもない。階段の一段目、それに手すりだ。壁を取りかこむ通路へと至いたる階段。追いつめられた？

「桔平、作動キーを渡せ」

「おれは知らない！　あの時計以外にはなにも持ってない！」

「そんなはずはない」

　竜介がまわし蹴げりを放ってきた。おれは身を沈しずめてやり過ごした。竜介は身体を回転させ、さらにもう一方の足でうしろ回し蹴りをくり出してきた。まるで曲芸だ。

　たまりかね、おれは階段を登った。竜介の足が金属の、錆さびついた壁を打った。

「ふん。やるではないか」

「ちょっと待て。本当に、おれの話を聞けってば！」

　下を向いたまま、ざらついた手すりをつかんだ。その手ごたえを頼たよりに、うしろ向きに階段を登りつづける。

　竜介が体勢を立て直し、追いあげてきた。激はげしい突つきが連続して迫った。なんとか手で払はらいのける。だが限界だ。おれは足をふりあげた。失敗だった。

　竜介はさっとのけぞり、会心の笑えみを浮かべた。素す早ばやくおれの足首をつかんだ。

「放せ！　竜介！」

「桔平。正直、俺おれは驚おどろいておるのだ。貴様の祖そ父ふは、なかなか見上げた信念を持っておった。たとえそれが正しいものではなかったとしても」

「なにを言ってる!?」

　目の端はしでなにかが動いた。彩子だ。素早く走り、さっきおれが投げた鉄パイプを拾いあげた。彼女はそれを持ちあげると、両手をぐっとうしろへ引いて、竜介を狙ねらって思いきり投げた。槍やり投なげ選手がやるように。

「おわっ!?」

　おれと竜介は同時に悲鳴をあげた。パイプは俺の足首とそれをつかむ竜介の手の上を、銃じゆう弾だんのような勢いで通りすぎた。壁に激げき突とつし、かん高い音を響ひびかせ、おれと竜介の上に落下してくる。

「うわっ。うわっ」

　おれは暴あばれ、踊おどるようにして手足をふりまわし、階段で尻しり餅もちをついた。さすがの竜介も虚きよをつかれ、おれの足首を放して二段ほど下がった。

「彩子め。なにをするか」

「この馬ば鹿かっ。考えて投げろよな!?」

「桔平、感謝しなさい。助けてあげたんだから」

「よく言う……」

　また竜介と向きあった。うしろではキキがこちらへ駆かけ寄ろうとしている。またトラックのときみたいに、おれの助すけ太だ刀ちをしてくれるつもりなのだ。

「危ないから下がって！　キキは──キキと彩子は、先に機関室へ行くんだ！」

「でも桔平。竜介は作動キーがない、と言ってるわ。行かなくたって平気なんじゃないの？　機関室へ行くまでもなく、あの女たちはなにもできていない」

「そうかもしれないけど」

「なにもできない、などということはない。桔平が持っておらんということは、だれかが持っている、ということだ。それは江畑かもしれんし、ほかの研究員かもしれん。いまはケイティたちが尋じん問もん中だ」

　尋問、という言葉が不ぶ気き味みに漂ただよった。なんてこった。

　江畑さんたちは海上基地で縛しばられているという。尋問を受けているという。どんなことをされているか、わかったもんじゃない。なんとしても助けださなくちゃならない。こんなところで時間を浪ろう費ひしている場合ではないのだ。

「キキ！　やっぱり先に行くんだ！」

　おれはまたうしろへさがり、階段を登った。足が空を踏ふみ、危あやうくあおむけに倒たおれかけた。階段のてっぺん、通路に立ったのだ。あらためて竜介を見下ろした。

「さっき、おれのじいちゃんがどうした、みたいなことを言ったけど。なんの話だよ？」

　彼にたずねる。階段の下よりは上のほうが有利だ。また足をつかまれないように注意して、こんどはおれのほうからなぐりかかった。

　竜介は片手で手すりをつかみ、頭を上下左右に動かして身をかわした。

「そのあたりの話は、聞いておらんようだな」

　竜介が反はん撃げきしてくる。おれはやみくもに打ちはらい、足ばらいをかけた。竜介は上に跳とんだ。また手すりに乗るつもりかと思ったが、そうではないらしい。おれは彼が浮ういている間に一歩、踏みだし、突つきを放った。彼は腕うでを交差させて防いだ。

「じいちゃんは作動キーを持たずに乗船した。偽にせ物ものを持って〈和泉〉に乗りこんだんだ。そこまでは聞いたけど、それ以上は知らない。なんでそんなことをしたのかまでは！」

「それだけ〈和泉〉の能力が強大である、ということだ」

　竜介が階段の上に着地し、頭から跳びかかってくる。頭ず突つきから、そのまま組みついてくるつもりなのだ。おれは階段の手すりをにぎりしめ、身体からだをうしろへ引きもどし、そのまま床ゆかを蹴けった。手すりの角を跳び越こえ、通路の上へもどった。

　竜介がすかさず駆かけのぼり、低い蹴りを出してくる。おれは両足をそろえて跳びあがり、竜介の足を蹴った。その反動でさらに彼との距きよ離りをあけ、通路をうしろへと動いた。

「どういうことだよ？」

「貴様の祖父は、〈和泉〉の能力を怖おそれた。あまりに強大な能力を怖れ、これはまだ世に出るべきではない、軍事利用されるべきではない、と考えた。ある意味、それは正解だったのかもしれんが」

　竜介がなぐりかかってきた。おれは両手をふりまわし、それを防ふせいだ。だが防ぎきれない。一発が胸に入った。息がつまり、おれは身を折おった。目の端はしに竜介が映る。

　彼は片手で手すりをつかみ、蹴りつけるようにして壁かべを歩いた。おれのほうへ足の裏を向けて、そこで足踏み──おれの胸と腕に、続けざまに蹴りが入った。

　おれはふっとばされて、その場で尻しり餅もちをついた。通路のざらつきを手のひらに感じる。

「竜介……」

「桔平の祖父は〈和泉〉を封ふう印いんした。だがいまこそ、その封印が解とかれるべき時なのだ」

　竜介が朗ろう々ろうと続ける。おれは下の動きに気づいた。

　彩子がキキをはがいじめにして、倉庫の端はし、別の通路に続く裂さけ目めへと引きずっている。いつの間にか酸さん素そボンベを床にできた裂け目の水みず際ぎわへ、いつでも持ってもぐれる位置まで引っぱってきている。彼女は顔を上げた。

「桔平も早く来なさい！　そんな馬ば鹿かはほっといて」

「わかってる！」

「さあ、祖父の意思を果たせ。いまこそ、封印の解放に手を貸すのだ！　作動キーを！」

「知らないって言ってるだろ!?」

　昔、体育で練習したように、寝ねた状態から跳びはねて起きた──起きようとした。だがやりそこねた。たんに足を上へ突きあげるだけになった。だがそれが偶ぐう然ぜん、近づいてきていた竜介の顎あごに当たった。

　竜介がよろめき、手すりの上に倒たおれかかる。

「桔平！」

　彩子が呼びかけてきた。いまのうちに来い、ということだろう。だがいくら竜介が弱っているとはいえ、その横を通り抜ぬける、そして階段まで到とう達たつする、というのは困難だ。

　おれは手すりに目を向けた。そしてそれをつかんだ。竜介にできたのだから、おれにだってできるはずだ。いや、もちろん竜介は特別だが、一応は人間なのだ。なにより、さっき竜介が跳とびこんだ床ゆかの裂け目よりも、いま彩子たちがいる裂け目のほうが近い。

　手すりによじのぼった。そして裂け目のほうへ跳んだ。思わず目を閉じてしまった。

　一秒後、海水の冷たさがおれを包んだ。




　目を開けたとき、おれの頭は彩子の膝ひざの上にあった。彩子の無表情な目がおれを見下ろしていた。彩子と頭を並べるようにして──方向は逆だったが──キキがおれの顔をのぞきこんでいた。彼女の目は涙なみだぐみ、いまにも泣なきそうに思えた。いや、すでに泣いていたのかもしれない。

　やっと、おれの名前を呼ぶ声が聞こえた。意識がはっきりとしてきて、音や光、温度などが実感できるようになった。

「彩子。キキ……」

「キキに感かん謝しやすることね。命の恩おん人じんなんだから」

　彩子がにべもなく言った。

　そう──竜介になぐられ、ぼろぼろの状態で飛びこんだおれを、泳ぎの得意なキキが必死で引っぱってくれたのだ。

　いつの間に気を失ったのかはわからない。ボンベの吸すい込こみ口をくわえられず、恐きよう慌こう状態におちいったところまでは覚えている。だけど、どうやら助かったらしい。

「なんか、助けられてばかりだな。──ありがとう」

「桔平、よかった。生存してくれてよかった」

　キキが抱だきついてきた。竜介になぐられた場所が猛もう烈れつに痛んだ。おれは歯を食いしばり、涙をこらえて、なんとか笑ってみせた。そして、キキの腕うでをそっとほどき、立ちあがった。

　頭上に、機械の塊かたまりがあった。複雑な円えん筒とうを横へ向け、何本も重ねたような形状をしている。天てん井じようはやたらと高く、だが円筒は巨きよ大だいで、この広い空間を埋うめつくさんばかりだ。

　床は傾かたむいている。おれたちが出てきた場所は、壁かべと床にできた巨大な裂さけ目めだ。魚ぎよ雷らいにやられて、その余よ波はを受けたためにできた裂け目らしい。

「ここって、まさか」

　床にできた裂け目の端はしには、彩子やキキとは別の人ひと影かげがあった。うつぶせに倒たおれている。肩かたからはまだ短たん機き関かん銃じゆうのストラップをかけている。言葉にならないうなり声を発し、身体からだを起こそうとしている。

「竜介？」

　まちがいない。おれを追って床の裂け目に飛びこんできた竜介。ボンベがないために息が続かなくなり、気を失って流されてきた、といったところか。

「機関室みたいね。ここが」

　彩子が膝を払はらい、立ちあがった。キキも隣となりでぴょん、と立った。

「そう！　我われは、桔平をここへ連れてこようとしてた」

「この中、もう調べたのか？　おれが気を失ってたのって、どれぐらい……」

「まだ調べてないわ。桔平が寝ねてたの、ほんの一、二分だから」

　彩子が近づいてきた。キキも水中眼鏡めがねをその場に落とし、彩子のあとからついてきた。彩子はさっき一時浮ふ上じようしたときと同様、水中眼鏡は首にかけている。

「竜介が言ってた操そう作さ盤ばんって……これ、かな？」

　おれは人の腰こしよりちょっと高いぐらいの、手前に向かって傾けい斜しやした板に手をついた。様様な計器類やボタン、レバーなどが並んでいる。そして、いかにもそれっぽい穴あながふたつ。

　一方の横には銃じゆう弾だんのような形をした、親指ぐらいの大きさの金属片が転がっている。

「そのとおりだ」

　おれはふり返った。竜介が背はい後ごに立ち、顔をしかめていた。苦虫を嚙かみつぶし、それだけでは飽あきたらず、一度飲みこんだ上でまた口の中にもどして、じっくりと舌の上で転がしたような顔をしている。

「その右の穴に、作動キーをはめこむのだ。さあ、早く入れよ」

「しつこいな。持ってないって言ってるだろ？　知らないよ、これに合う鍵かぎなんて」

　あらためて穴を見た。キキは操作盤の縁ふちに手をつき、背せ伸のびして穴をのぞきこんでいる。

　と、キキが目をぱちくりとさせた。身体が少し、ふるえたように思った。

「どうしたの？」

「桔平。この穴、我は既き知ちだ」




　　　　５




　ケイティは遅ち々ちとして進まない尋じん問もんにしびれを切らしていた。江畑たちは作動キーのありかについて、それどころか作動キーの存在についてすら、本当になにも知らないようだ。

「ちょっと、オフィスを調べてくるわ」

　ミアたちに言い置き、ケイティはひとりで江畑のオフィスをめざした。

　江畑は作動キーに関する情報を手に入れているが、自分では気づいていないだけなのかもしれない。オフィスを調べれば、その点をはっきりさせられるかもしれない。

　オフィスの内部については、すでにミアが調べている。だが彼女は少し抜けているところがあるのだ。おっちょこちょいとでも言おうか。逆に、ミアに言わせれば「ケイティさんはがさつです」ということになるらしいのだが、少なくともケイティは大切なものを見落としたりはしない。

　ミアがオフィスから持ちだした資料の中には、役に立ちそうな記き述じゆつは皆かい無むだった。となれば、もし役に立つ資料があるのだとしたら、それはまだオフィスに残っているのではないか。可能性は低いが、ほかにやれることも思いつかない。

「あとちょっとだってのに……」

　ケイティは下した唇くちびるを嚙かんだ。
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　キキは鍵かぎ穴あなをのぞきこんでいた。おれと彩子もじっと、注意して見た。

　彩子が「これって……」と、かすかなつぶやきをもらした。ほとんど同時に、おれも気づいた。たしかに見覚えがある。

「んな馬ば鹿かな……作動キーってのは、おれのじいちゃんの形見なんだろ？」

　おれは首をふった。彩子は生つばを飲んでいる。竜介は不思議そうにしている。

「だって、関係ないじゃないか。キキとはなんの関係もない！」

　キキの胸むな元もとを見下ろした。そこからぶらさがっているペンダント。彼女は一度おれの目を見て、また鍵穴に、そして自分のペンダントに目を移した。ゆっくりとした動作でペンダントを首から外すと、なにかに導かれるようにして、それを作動キーの穴に合わせた。

　キキのペンダントは、ぴったりと鍵穴におさまった。

「桔平。やはり、我の品しなが適てき合ごうした」

「どういうことだよ。記録とぜんぜんちがうじゃないか！　こんな偶ぐう然ぜんって──」

「桔平、耳をすませ。機関部が動きはじめた」

　竜介がおれの肩かたに手を置いてきた。たしかに、床ゆかの端はしにたまった水が振しん動どうを始めている。

　おれ自身、足もとの揺ゆれを感じはじめた。キキが、おれの腰に飛びついてきた。

「機関部が作動？」

「信じられない」

　キキのペンダントが作動キーだった、ということか。鍵穴にぴったりとおさまって、そして、機関部がちゃんと動きはじめた、ということか。でも、なぜ？

「桔平。〈和泉いずみ〉が堂どう々どうと作動する？」

「そうみたいだ。〈和泉〉の機関部には特別な能力がある、それが作動キーで解放されるって話だけど」

「そう。〈和泉〉は地球の引力をふりきり、大空へ飛びたとうとしているのだ」

　竜介が説明した。重力子を操そう作さし、宙に浮うくことができる、という〈和泉〉の能力について。そして、あの女たちは反重力機関とそれがもたらす時空のゆがみを研究するつもりらしい、という事実について。

「でも、それがなんでキキのペンダントで動いちゃうんだよ。わけがわからない！──第一、信じられるわけないだろ？　このでかぶつが空を飛ぶ、なんて急に言われたって」

　だが信じるしかない。それだけの力だからこそ、信じられないような能力だからこそ、あの女たちはとんでもない無茶をしてきたのだ。筋すじは通っている。

「噓うそみたいだ……」

「起きている現げん象しようを考えれば、ありえない話ではない、とは思っていたけど」

　彩子が操作パネルに指先をふれさせる。振動を直接、感じとろうとでもいうように。

「これで〈和泉〉は飛べるようになった。江畑たちを助けられるよ」

　キキが提てい案あんしてきた。その意味を理解して、おれは金かな縛しばりのようになった。




「たしかに、キキの言うとおりだ」

　船で海上基地にいる江畑さんたちを助ける、というのは無理かもしれない。だけど、飛行ができるなら、脱だつ出しゆつして島まで助けを呼びにいくことはできる。船の外側はまだいくらか穴のある状態だが、空を飛ぶのであれば関係ないだろう。もっとも、こんな戦せん艦かんで救助を求めにいくというのは、この上なく非常識な考えではあるが。

「江畑さんは言ってた。機関部さえ動けば、この船はすぐにでも走りだせる状態だって。走りだせるどころか、空まで飛べるんだとしたら──」

　おれは最後まで言えなかった。言葉が舌の上をすべっていく感じだ。手足が小こ刻きざみにふるえてくる。頭では「そんなことできるわけない」と思いながらも、血流が熱く、速くなっていくのが感じられる。とんでもなく無茶な考え。

　さすがの彩子も、興こう奮ふんを抑おさえきれない様子だ。

「たしかキキ、操そう縦じゆうのやり方を教わった、と言ってたわね」

「是ぜ！　キキは操縦が可能だよ。だから行こう！」

「とんでもないことだぞ。これは」

　おれは手に汗あせがにじむのを感じた。彩子は無言でうなずき、操そう作さ盤ばんの上から手を引いて、その手をキキの頭の上に置いた。キキの──期待に満ちた目でおれたちを見ている少女の──濡ぬれた髪かみをなでつけ、ゆっくりと話しかけた。

「わかったわ。操縦、やってくれるかしら」

「待て」

　竜介が、また腰こしの位置で短機き関かん銃じゆうをかまえていた。銃口を突つきだしてくる。

「いまさら捕ほ虜りよの救出など、させるわけにはいかんな」

「竜介？　なに言ってんだよ」

　おれは竜介に詰つめ寄よった。〈和泉〉を使う、なんて無む茶ちや苦く茶ちやな話だが、それでも、助けを呼びにいける可能性があるのだ。賭かけるしかない。邪じや魔まさせるわけにはいかない。

「江畑さんたち、尋じん問もんを受けたりしてるんだろ？　つかまって、手て錠じようをかけられて。それを、なんとかできるかもしれないんだ。おれたちの力で、銃を持ったやつらを追っぱらえるかもしれない。それが無理でも、助けを呼びにいったり──」

「動くでない」

　冷たい声が響ひびいた。撃うつつもりはないのだろうが、せっぱつまった人間はどんな行動をとるかわかったもんじゃない。おれは緊きん張ちようし、竜介のわからず屋ぶりにいらだった。彩子はキキの胸に腕うでをまわし、彼女を銃口からかばっている。

「〈和泉〉は本格作動を始めたのだ。もうだれにも止められん」

「止める、なんて言ってないだろ？　だからこそ、おまえがあいつらに味方する理由なんてないんじゃないか！」

　おれは竜介のほうへ足を踏ふみだした。竜介はわずかに銃口を上げた。だがおれの話に耳を傾かたむける気になっている。それが感じられた。

「竜介は、反重力機関が動くところが見たい、科学の発展を自分の目で確かめたい、と言ってた。だからあの女どもの側についていた。だけど、もうこいつは動いたんだ。そりゃおれ自身、まだ信じられないところはあるけど」

「これは現実だ」

　おれはうなずいた。この船が飛ぶのか否いなか、反重力機関なんてものが存在するのか否か、ということからは、とりあえず意識を切り離はなすしかない。いまはこの状じよう況きようを打開するために、唯ゆい一いつの可能性に賭けるために、竜介を説得するしかない。

「とにかく、だ。反重力機関をおれたちが動かしたって、そのすごさは直接、目で見ることができる。あいつらの言うことなんて、もう聞く必要ないじゃないか！」

「だが、この装置を制せい御ぎよできるのはあの女たちだけだ」

「そんなの、あいつらが勝手に言ってるだけだろ？　研究者なんていくらでもいる。現に、キキでさえ、この船を動かせるって言ってるんだ」

　最後のはこじつけだ。反重力機関の制御と〈和泉〉の操縦は別の話だ。だが竜介は、いまの説明だけで心が揺ゆらめいたらしい。

「竜介、頼たのむよ。冷静になれって」

　彼はかなりの長時間うなっていた。だがやがて顔を上げた。そして、こちらが拍ひよう子し抜ぬけするぐらいあっさりと、銃じゆう口こうを床ゆかへ下ろした。

「なるほど。それは、たしかにそうかもしれんな。この装置をケイティたちに渡わたすのではなく、我々で使う、ということか。それはそれでおもしろい」

「お、おまえ、本当に早いよな。心変わり……」

「竜介は裏うら切ぎりの常習らしい」

「キキはだまってて」

　彩子がキキをたしなめる。竜介に気を変えられてはかなわないからだ。

　だけど、実際、キキの言うとおりだと思った。竜介のやつ、人に「信念を持つのはいいことだ」なんて言っておきながら、ころころと味方する陣じん営えいを変える。この変わり身の早さ自体が彼の信念だ、と考えることもできるが。

「竜介。江畑さんやちさとたちをこの船に移すっての、できないかな？」

　おれはだめもとでたずねた。もし捕ほ虜りよをこちらの船に移すことができれば、そして本当に船を浮うかせ、操そう縦じゆうすることができれば──あの女たちになにも与あたえることなく、おれたちは危機から脱だつ出しゆつできるかもしれない。

「むう。わからんが、やるだけやってくれよう」

「たのむ。それで、機関部だけど。もう動いてるのかな？　完全に」

　おれは、不ふ機き嫌げんそうにうなる機関部を見上げた。彩子は「そう見えるけど」とこたえたあとで、わかるわけないでしょ、というように肩かたをすくめた。たしかに、だれにもわかるわけがない。

「信じるしかないよな」

　キキにうなずきかけた。彼女の表情はよりいっそう華はなやかになった。
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　ケイティはもちろん気づいていた。床が、壁かべが、天てん井じようが揺れている。原因は〈和泉〉の作動以外に考えられない。

　仰ぎよう天てんし、江畑のオフィスから飛びでた。通路の手すりから身を乗りだし、そびえたつ──そしていまは振しん動どうしている艦かん橋きようを見上げた。

「ちょっとちょっと。なんであいつが動いてるわけ!?」

　手すりを離はなし、通路を駆かけもどった。ミアや江畑たちがいる広場へ。

　振動のために身体からだがふらつき、壁に肩をぶつけた。だがすぐに見えてきた。ミアはもちろん、江畑たち研究員たちも目を見開き、腰こしを抜ぬかしている。

「ケイティさん！　どうしましょう？　これはどういう……」

「状じよう況きようを説明して！」

「説明もなにも、いきなり動きだしたんです。まだ船自体が動いたわけじゃありませんけど、機関部が作動を始めてるみたいで」

「この揺れ──」

　作動キーのいらない、試験的な作動かと思った。だがすぐに考えなおした。本格作動でもないかぎり、これほどの振動は考えられない。だれかが機関部へ降りて、左右両方の鍵かぎ穴あなに作動キーを入れたのだ。

「作動キーを使った者がいるってこと……だれがやったっていうの!?」

「わかりません。ここにいる人たちは、さっきからだれも動いていませんし」

　ミアは振動に耐たえきれず、その場にしゃがみこんだ。床ゆかにぺたりと手をつく。

　研究員たちは完全に度ど肝ぎもを抜かれている。この中のだれかが抜けだし、隠かくしていた作動キーを使ったのかと思ったが、どうやらちがうようだ。江畑をふくめた全員が同じ位置でふるえ、頭をかかえたりしている。

　ちさとが片目をつむり、顔を上げてきた。ぎこちない英語で問いかけてくる。

「あの船が、飛ぶんですか？」

「外野はだまってて！」

　ケイティはどなりつけた。南ちさと。桔平や竜介たちの教師。それで思いだした。

「まさか竜介が？　あいつが本物の作動キーを見つけて、動かしてるってわけ？」

「少路って子かもしれませんよ。あの懐かい中ちゆう時計とは別に、本物の形かた見みを──作動キーを持っていたのかも。ちょうどここにはいませんし……きゃあ！」

　立ちあがりかけていたミアが、また尻しり餅もちをついた。ケイティも足をもつれさせ、隣となりにいた工作員の腕うでをつかんだ。かろうじて転てん倒とうをまぬがれる。

　空気から、ぴりぴりとした圧力が感じられた。〈和泉〉の機関部が空間に影えい響きようを与あたえはじめているのだ。基地の揺ゆれはよりいっそう激しくなっている。眼下では海水が泡あわ立だち、逆さか巻まいている。

　すぐ機関部を調べにいきたいところだが、これではうまく歩くこともできない。基地と〈和泉〉とをつなぐ通路は細く、渡わたりきる前に海へ落下してしまいそうだ。

　工作員たちは無表情に、だが額ひたいに汗あせを浮うかべて踏ふんばっていた。足を大きく広げ、銃じゆう口こうを下げて、江畑たちがこの機に逃にげださないように監かん視ししている。だが研究者たちはそれどころではない。逃げだせるような状態にはない。皆みな、恐きよう慌こう状態となり、口々になにか叫さけび、〈和泉〉を指さして大おお騒さわぎしている。

「〈和泉〉が勝手に動きだしたんですか？　これも、反重力機関の影えい響きようでしょうか？」

　江畑が目を輝かがやかせ、興こう奮ふんした様子ですがりついてきた。

「うるさいっ！」

　ケイティは工作員が動く前に足を上げ、江畑の腹をげしげしと蹴けった。

「このマニアック親おや父じ！　変な髪かみ型がた！」

「ああっ。気にしてることを」

「あら、宇野辺くん」

　ちさとが緊きん張ちよう感かんに欠ける声を出した。

　ケイティは江畑をさらに蹴りつけ、自分から遠ざけた。中年男に足をさわらせる趣しゆ味みはない。そしてふり返った。本当だ。ちさとが言ったとおり、いつの間にか竜介が海上基地へ移動し、通路をこちらへ近づいてきている。ケイティが江畑のオフィスを調べている間に、〈和泉〉から海上基地へもどっていたらしい。

「竜介くん。それはいったい……？」

　ミアが指さしてたずねた。竜介は背せ中なかに対戦車ロケット砲ほうを背せ負おっていた。弾だん頭とうは三つ抱かかえている。基地に係けい留りゆうしてある研究船から取ってきたものか。

「ケイティ。少しの間、捕ほ虜りよを借りたいのだがな」

　竜介は素す早ばやく通路を移動し、ちさとたちの脇わきに立った。昨夜から見なれていることだが、彼は異常なほど平へい衡こう感かん覚かくがすぐれている。

　竜介はうまく直立を保たもち、ちさとの腕うでを取った。彼女を強ごう引いんに立たせる。

　ちさとは事態についていけない様子で、愛あい想そ笑わらいを浮うかべたりしている。

「宇野辺くん？　ええと。どういうことかしら」

「そうよ竜介。どういうつもり!?　てっきりあんたが作動キーを使ったのかと──」

「それは、ある意味で正しいな」

　竜介はちさとを肩かたに抱かかえあげると、いきなり背中を向けて走りだした。ちさとがじたばたと暴れる。子供じみた抗こう議ぎの声をあげる。だが竜介はおかまいなしだ。

「ちょっと待ちなさい！　竜介っ。あんた、いったいなに言ってんの!?」

　ケイティは止まるように呼びかけた。工作員が竜介の進路をはばむように動いた。

　竜介はちさとを抱えたままで跳とびあがり、銃じゆうを抱える工作員の腕を下へ蹴りつけた。踏ふみ台にして、完全に工作員の頭上を跳び越こえた。そのまま、〈和泉〉と基地とをつなぐ通路の手すりに着地する。

　一いつ瞬しゆん、竜介がふり返った。激はげしく上下するちさとの腕の間から、ケイティたちのほうへ視線を投げてきた。

「できるかぎり多く連れてもどるつもりだったが。ちさとだけになりそうだ」

「連れてもどるって──やっぱあんた、裏切ったのね!?」

　ケイティは竜介に指をつきつけた。彼は顔を前へもどし、手すりの上を走りだした。

「待ちなさい！　ほらあんたたち、早く竜介を追いかけんの！　発はつ砲ぽうも許きよ可か！」

　工作員たちに指示した。だが竜介はもう甲かん板ぱんに到とう達たつしようとしている。工作員たちは銃をかまえた。直後、竜介はちさとの身体からだだけを甲板に投げだした。背中から床ゆか板いたに激げき突とつし、ちさとが「ああ痛い。先生、傷ついたわ。身も心も」などと言っている。

「ケイティ。俺おれはみずからの手で科学の発展を成しとげることにしたのだ。さらば！」

　竜介が腕を上げた。ロケット砲の弾頭がケイティたちのほうを向いた。ケイティは血の気が引くのを感じた。ミアがケイティの服を引っぱりながらうったえる。

「竜介くん。ここには江畑さんたちだっているのに──」

　言葉をかき消し、弾頭が発射された。弾頭は〈和泉〉と基地をつなぐ通路に激突し、火か炎えんを撒まきちらした。通路を渡わたろうとしていた工作員が吹ふきとばされ、基地側の壁かべに叩たたきつけられた。熱を持った空気が押おし寄せてくる。ケイティは顔を伏ふせた。

「あんにゃろ……」

　ケイティは腕うでで顔をかばい、薄うす目めを開けた。〈和泉〉へと至いたる通路は中央から消し飛び、両りよう端はしが炎ほのおに包つつまれていた。爆ばく煙えんのためにはっきりとはわからないが。〈和泉〉の側がわに残してある工作員は二、三人。竜介を取り押さえられるかどうか、微び妙みようなところだ。

「竜介のやつ。作動キー、どこで見つけたっていうのよ」

　煙けむりが晴れてきた。ケイティは気づいた。桔平とキキが艦かん橋きようの正面、外側を登っている。苦労して梯はし子ごに手をのばしている。無重力状態にある、というわけではなさそうだ。

　反重力機関が〈和泉〉にどういった影えい響きようを与あたえているのかはわからない。だが基本的には船そのものを宙へ浮うかせるだけで、内部の──あるいは外がい壁へきのような場所にいる──乗員たちには重力が働いているらしい。桔平たちは指し揮き所しよ、舵かじのある場所をめざしている？

「あいつら。まさか、〈和泉〉を操そう縦じゆうするつもり？」

　なんてことだ。ケイティは近くにいた工作員から銃じゆうを引ったくった。

「艦橋の正面、艦かん首しゆ側がわを登ってる子供ふたり！　あれを止めなさい。早く！」
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「ああもう。なんでこんな目立つところ……」

　おれとキキは艦橋の正面、外壁についている梯はし子ごをよじ登っていた。艦橋の入り口に見張りが立っていたため、外からまわりこむしかなかったのだ。

　艦橋の中ごろまでは、梯子は構造物の両側についており、海上基地からは死角になっているほうを使えた。だが途と中ちゆうからは、梯子は正面の一本しかなくなってしまった。敵に脇わき腹ばらをさらした状態で登るしかない。ふたりともまだ無む防ぼう備びな水着姿だ。

　竜介は捕ほ虜りよの救出に向かっている。さっきの爆ばく発はつは竜介のしわざだろう。彩子は「ちょっと思いついたことがあるから」と言ってどこかへ消えたきりだ。

「しかたない。残念だが観念して登ることに専念」

「わかってるけど」

　キキを先に登らせ、おれはあとからついていった。彼女のほうが身軽だし動きも速い。それに、彼女が指揮所にたどりつけなくちゃ意味がないのだ。〈和泉〉を動かせるキキが。

　まわりの装そう甲こう板ばんがかん高い音を立てた。銃じゆう弾だんが表面の錆さびを弾はじいた。

「見つかった？　下の連中に──」

　言い終える前に、連中が激はげしく撃うちはじめた。おれは竜介から借りた銃に手をかけた。

「キキは早く登って！」

　片手で梯子につかまり、身体からだを反転させて、銃口を下に向けて撃った。小型の短たん機き関かん銃じゆうとはいえ、反動は馬ば鹿かにできない。ちゃんと狙ねらって撃つ、なんて無理な話だ。とにかく江畑さんたちに当てないことだけを考え、威い嚇かくのために撃ちかえした。

　まわりで弾たまがはぜる。薬やつ莢きようが跳とびまわる。目を閉じてしまいたくなった。それでも撃っては登り、登っては撃つ、という作業をくり返した。キキのあとを追いかける。

「桔平……」

　気の抜ぬけた声が聞こえた。おれは顔を上げた。キキの身体がぐらりと傾かたむいていた。なんてこった。おれはあわてて銃から手を離はなした。

「キキ！　弾が当たったのか!?」

　二段飛ばしで梯子を登った。自分でも信じられないぐらいの勢いで上へ。キキがうしろへ倒たおれきる前に腕うでを伸のばした。それだけじゃ足りない。身体をさらに持ちあげ、頭と肩かたで彼女の背中を持ちあげた。彼女の、上体の体重をかろうじて支える。

　キキの身体をさらに押おしかえし、上へ登った。彼女の身体に半分、かぶさるような格かつ好こうになった。指が痛む。いまにもちぎれそうだ。

「キキ！　キキ！」

　本当に撃たれたのか？──だがそれほどの出血はない。おれは自分の身体を上へずらし、内側にキキを抱かかえこんだ。手は梯子の横よこ棒ぼうにかけたままで。

　気づいた。キキの肩に赤い直線ができていた。銃じゆう弾だんがかすったのだ。傷は深くない。ショックで倒れてしまっただけか。キキの顔は、おれの位置からではうまく見えない。

「キキ！」

「桔平。ごめん」

　キキが横顔を向けてきた。まぶたは開いていた。

「我われは、大だい丈じよう夫ぶ」

　キキはまた登りだした。おれの腕の間から、彼女の身体が抜ぬけていく。上へと遠ざかっていく。問題はなさそうだ。

　おれはまた銃に手をのばした。ふり返り、撃ちかえした。銃弾の雨は続いている。だがお互たがいに距きよ離りがあるため、どちらの弾もそれるばかりだ。空間全体に重力異常が起きている、というわけじゃないが、それでも異常な振しん動どうは感じられる。

　ずいぶんと煙けむりが晴れた。下にいる連中の顔が見えた。例の、ブロンドの女が怒いかり狂くるっている。江畑さんたちはとらわれたままだ。竜介は江畑さんたちの救出に失敗したらしい。この状じよう況きようならしかたないが。

「爆ばく発はつで陽よう動どうをかけてくれたんだ。まだましだよな」

　おれは弾だん倉そうを換かえてまた撃うち、さらに登った。指し揮き所しよがある場所まではあと少しだ。

　目を上げた。キキが柵さくを乗り越こえようとしている。彼女はおれに向かって手をふった。

「桔平！　我は横着せずに到とう着ちやく。桔平も急ぐ！」

「わかってる！──わっ」

　なぜか、〈和泉〉が急きゆう激げきに揺ゆれた。上でキキが倒れた。おれは思わず梯はし子ごからふり落とされそうになった。なにか問題が起きた──わけじゃない。たんに、船が動きだそうとしているだけだ。ひょっとしたら浮ふ上じようを始めているのかもしれない。

　いまの振動で銃じゆう撃げきがやんだ。海上基地のほうもかなり揺れたのだ。おれはこの隙すきに登りきった。ベランダのような場所に出る。

　柵を乗り越え、キキのあとについて扉とびらを抜けた。艦かん橋きようの内部へ。

　階段を一階層ぶんだけ登った。見覚えのある階段。そして、さらに見覚えのある場所が目の前に現れた。指揮所だ。様々な計器類や舵かじが並んでいる。江畑さんから「この船は機関部さえ生きかえればいつでも動ける状態にある」という説明を受けた部屋だ。あのとき、窓まど際ぎわでは彩子が外をながめていた。

「キキ。本当に動かせるの？」

「江畑から矜きよう持じを持って教示されてる。まず桔平はそこのレバーをぜんぶ倒たおして」

「うん。わかった」

　なんだか、急にキキのほうが年上になったみたいだ。いつもどおりのはつらつとした調子で、だがてきぱきと指示を出してくる。もちろん同時に彼女も動いている。

　と、艦内電話から雑音が流れた。耳みみ障ざわりな音が空気を引っかいた。江畑さんが〈和泉〉の引きあげ後に、研究者どうしの連れん絡らくのために設せつ置ちした有線電話だ。

　おれとキキは電話に目を向けた。そこから、冷たい女性の声が流れだした。

『桔平。まだ着いてないの？』

「これは彩子！」

　かすかな声に反応し、キキが電話の受話器に飛びついた。おれも受話器に耳をつけた。キキと頰ほおを寄せ合うような形だ。ちょっと赤くなってしまうが、いまはそんなことを気にしている場合じゃない。

「いま着いたところだよ。キキは、すぐ動かせるって言ってる。それより彩子、おまえはどこにいるんだよ」

『右側の砲ほう塔とう内にいるわ。竜介とちさとも合流した。〈和泉〉に乗りこんでた敵は、竜介が海に落としてくれたみたい』

「砲塔……それに、竜介とちさとが？」

　江畑さんたちは、まだとらわれたままだった。竜介はちさとだけ救出してきた、ということか。それ以上の時間はなかったのだろう。だがそれにしても、なんで砲塔なんかに？

「彩子は使い方を優ゆう秀しゆうに学習。キキと同様だよ」

　キキがうれしそうに言った。思いだした。彩子は砲塔に対して異様な興味を見せていたのだ。ヘリコプターについても。彼女は「自分にも使い方を教えてくれ」と江畑さんに頼たのんでいた。そして、実際に習っていた。

「まさか、その砲塔で撃うつつもりか？」

『それ以外に使い道がある？　それより桔平は、とっとと船を浮うかせなさい』

　彩子は通話を一方的に切った。
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　ケイティは自分の目を疑った。周囲で起きている現実を疑った。〈和泉〉が浮ふ上じようしている。本当に浮上しつつある。海面とほぼ同じ高さだった甲かん板ぱんが海上基地の屋や根ねを越こえている。水面下にあった部分が大量の水をしたたらせ、まき散らし、姿を現しつつある。

　顔に強い風を感じた。なにが起きているのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「反重力機関が、本格作動してる……」

　つぶやきがもれた。記録はすべて正しかったわけだ。そして、〈和泉〉が浮上を始めてくれたことで、ケイティたちの研究がまちがっていない、ということも実証された。

　興こう奮ふんが身体からだ中じゆうを駆かけめぐり、すべての毛け穴あなから吹ふきだすような感じだった。だがその興奮に身をまかせているわけにはいかない。このままでは、すべてが手のとどかないところへ持ち去られてしまうのだ。あんな、素人しろうと以下の高校生たちのために！

「艦かん橋きようを撃うちなさい！　指揮所があるところよ。窓を狙ねらって、操そう縦じゆうをやめさせて！」

「ケイティさん。〈和泉〉が！」
















　ミアが指さした。反重力機関を搭とう載さいした船はみるみる高度を上げていく。ついに、艦底が見えるまでになった。海水が大量に落ちてくる。宙で踊おどり狂くるう。ケイティたちのいる海上基地にも降ふってくる。

　相変わらず、反重力機関の影えい響きようは船本体だけに作用しているようだ。だが空間のゆがみがあるのか、船は陽炎かげろうを通したように揺ゆらめいて見える。

　工作員たちは撃ちつづけている。研究者たちは工作員たちの制止も聞かず、逃にげまどっている。江畑は口から泡あわを吹ふき、本物の神を見たような表情で両りよう腕うでを高く差しあげ、涙なみだを流している。

「ケイティさん。もう下からじゃ撃てません！　艦橋が死角に！」

「船を出して！　部下全員に通達！　こいつらの見張りなんてどうだっていいわ。全員で武ぶ装そう船せんまでもどって、なんとしても〈和泉〉の逃とう亡ぼうを阻そ止し！」

　工作員たちの動きは迅じん速そくだった。いっせいに、速すみやかに来た道をもどった。ケイティとミアも走った。研究者と作業員たちは神がかった声をあげて右う往おう左さ往おうしている。

　ケイティたちの船は、海上基地の支柱に直接、横づけされている。そこから梯はし子ごを使い、基地の外周通路と結ばれている。そこをすべり降おりた。最後の数メートルは宙へ飛んで、甲かん板ぱんに両手両足をついて着地。すぐさま操そう舵だ室しつへ向かい、中へ転がりこんだ。

「早く出して。もたもたしないの！」

　残っていた男たちに指示。ミアはまだ甲板に尻しりをつき、息を切らしている。這はいずるようにして操舵室へ近づいてくる。

「ミア。対戦車ロケット、まだあるんでしょ？　竜介が持ってったぶん以外にも」

「ありますけど。あれを使うんですか？」

「決まってるでしょ!?　弾だん頭とうでもなんでもぶちこんで、とにかくあの船を止めなきゃなんない。仲間の二隻せきにも同じように伝えなさい！」

「そんなことしたら死んじゃいますよ！　中にいる子供たち」

「それは、そうかもしれないけど」

　子供にかぎらず、たしかに人を殺すのはまずい。だが艦橋に対しては、これだけ銃じゆう撃げきを加えつづけているのだ。相手も十分に警けい戒かいしているだろう。弾頭の接近に気づいて逃にげだす、ぐらいのことはしてくれるはずだ。

「う、うまく逃げてくれることを祈いのりましょ」

「そんな無責任な」

「だってしょうがないでしょ!?　なら、このままみすみす見み逃のがしちゃうつもり!?」

　ケイティは、這ってきたミアの肩かたをがし、とつかんだ。額ひたいを脂あぶら汗あせが伝う。

「も、もしあの子たちが死んだとしたって、あそこなら見えないわ。あたしたちからは」

「ケイティさん、無茶苦茶です。無茶苦茶を言っています」

　研究船が揺ゆれた。ケイティとミアは操舵室の壁かべに叩たたきつけられた。

「もうっ。気をつけなさい！」

　部下をしかりつけつつ立ちあがった。扉とびらから身体からだを半分だけ出して、頭上の戦せん艦かんをにらみつける。〈和泉〉はゆっくりと方向転てん換かんを始めている。いまは、艦底が完全に海上基地の上に来ている。無数の水すい滴てき、むしろ水流と言ったほうがいいが、とにかくそれらとともに、巨きよ大だいな影かげが海上に落ちている。まっ青さおな海を緑色に染そめている。

「真下にいたってなにもできないわ。とにかく距きよ離りを取って！　艦かん橋きようが見える位置まで出て、そこから狙そ撃げきする！」

　操そう舵だ室しつにはまだ多数の武器が転がっていた。対戦車ロケット砲は──どれだかよくわからない。そのうち部下が手て渡わたしてくれるだろう。とりあえず、一番大きく見える銃を手に取った。こういったものを遠えん慮りよなく支給してくれる本社をたのもしく思う。

「ケイティさん。あれって、まさか」

　ミアがぼう然と目を見開き、言葉をとぎれさせた。

「なんだっての？」

　ケイティは武器を片手に扉へともどり、外へ落ちないよう注意して見上げた。戦艦からは耳みみ障ざわりな、黒板を爪つめで引っかく音を百倍にしたような金属音が響ひびいていた。

「左さ舷げんの砲ほう塔とうが動いてます。艦橋の、左側についているほうが」

　ミアの言葉は的確だった。砲身が旋せん回かいし、海面へ向けられようとしている。
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「ほんとに撃うてるのか？　大たい砲ほうなんて、ひとりで撃てるもんじゃないだろ？」

『竜介とちさとが手伝ってくれるもの』

「ちさとなんて、役に立つわけないじゃないか！」

　おれは受話器に向かって抗こう議ぎした。竜介のやつ──まず先生を助けてくれた、というのはたまらなくうれしい。だけど、江畑さんや富とん田ださんは助けなくてもいい、というわけじゃないのだ。どのみち救出しなくてはならない。なら素人しろうとのちさとよりも、〈和泉〉について熟じゆく知ちした江畑さんを連れてきてくれたほうがよかったのに。

「でも桔平、武ぶ装そうは雄ゆう壮そうに稼か働どう中だよ」

　キキが窓に顔を張りつけて言う。

「なんだって？」

　おれは受話器を放ほうり投げ、キキの隣となりに並んだ。

　噓うそじゃなかった。砲身が意思を持ったように動き、下を狙ねらい撃ちにしようと首をめぐらせている。砲塔が船の側面に、斜ななめに取りつけてあるわけがやっとわかった。あれはこの船が空へ浮ういたときに、下を直接、撃てるようにするための構造だったのだ。

『桔平とキキは、もっと船を進ませてくれる？　いまの位置じゃ狙いにくいから』

　彩子の声が受話器から流れてきた。キキが即そく座ざに反応し、先に動いた。

「桔平、やろう」

「わかった。おれはこっちでいいんだよね」

　船の操そう縦じゆう装そう置ちというと、電子機器の塊かたまり、という印いん象しようを抱いだきがちだが、〈和泉〉の指し揮き所しよはそうじゃない。これは五十年も前の船なのだ。ビデオカメラのモニタすらなかった。真下の様子はまったくわからない。ひょっとしたら、艦かん底ていに別の指揮所みたいな部屋があるのかもしれない。とにかく、いまは窓からの視界を頼たよるのみだ。

　キキは真しん剣けんな表情で舵かじを操あやつっている。おれは言われた指示をこなした上で、窓から眼下の様子をうかがった。敵の武装船はこちらの両側に分かれているようだ。〈和泉〉自体はまだ速度を上げていないため、敵の三隻せき目は前方にまわりこみつつある。

「わ!?」

　窓に銃じゆう弾だんが当たった。年月のためにくもっていたガラスにひびが入った。距きよ離りがあるため、一いち撃げきで貫かん通つうするところまではいかない。だが何発も当てられていたら、そのうちに粉こな々ごなになってしまうだろう。そして、次に弾たまの餌え食じきとなるのは、もちろんおれとキキだ。

「キキ、頭を下げて！」

「彩子たちが撃てる場所へ移動しよう！」

　キキが強ごう情じように言い張る。舵をしっかりとにぎりしめている。

　おれはキキの肩かたを強引に下へ押おした。彼女は元から背が低いため、狙そ撃げきされる位置からはすぐに外れられた。だが安心はできない。

「彩子っ。撃うつなら早く撃ってくれよ!?　狙ねらい撃ちにされてる！」

　電話に向けて怒ど鳴なった。

『こっちが狙い撃ちにしてやるわ』

　彩子の声が終わらないうちに、砲ほう声せいがとどろいた。おれとキキは重なるようにして倒たおれた。舵に腕うでを引っかけて、なんとか床ゆかを転がるのだけは避さける。

「桔平。いまの現象で重じゆう症しようを負おって微び笑しよう？」

「微笑とか言ってる場合じゃない！　それに、なんともないよ。怪け我がはしてない」

　支えあい、立ちあがった。おれは彼女の腕に手をそえて、操そう縦じゆうにもどらせた。

「おれは下を見てくる」

　窓からでは、真下のあたりがどうなっているのかがわからない。

　おれは扉とびらから出て、一階層ぶん階段を駆け降おり、さっき入ってきた扉からまた出た。ベランダのようになった場所に立って、柵さくをしっかりとにぎりしめた。

「噓うそだろ？　海が白くなってる」

　大砲が炸さく裂れつしたために、海水が泡あわだっているのだ。それに、海面の一部が信じられないほど隆りゆう起きしている。あるいは陥かん没ぼつしている。島まで津つ波なみが押し寄せたっておかしくないような高さ、そして低さ。直ちよく撃げきはまぬがれたらしく、敵の船は三隻ともばらばらに逃にげまどっている。うち一隻は激はげしい揺ゆれのために制せい御ぎよを失い、ただただ波に翻ほん弄ろうされているようだ。おそらく、彩子に狙われた船だろう。

「キキ！　聞こえる？」

　ベランダから、上を向いて声を張りあげた。指揮所のガラス窓はかなり割れてしまっている。いまの砲撃で船体が振しん動どうし、ひびの入っていたガラスが床に落ちてしまったのだ。

「聞こえるよ！　キキはいずこへ進めればいい？」

「おれが目になるっ。指示を出すから、そのとおりに進んで。彩子が撃ちやすいように、船の向きを変えるんだ！」

「是ぜ！　桔平は、弾たまが当たらないように気をつけて」

「わかってる」

　言っている間に、彩子が二発目を撃った。
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　ケイティは悲鳴をあげて扉の枠わくにしがみつき、意味なく部下の頭をなぐりつけた。部下は失しつ禁きん寸すん前ぜんに見えた。だがそんなことはどうだっていい。

「見た？　見た？　あいつら本気で撃うったのよ。あんな凶きよう悪あくな大たい砲ほうを、あたしたちに向けて撃った！」

「仕返しでしょうか？　あたしたちが撃ったから」

　ミアが手の中の機き関かん銃じゆうをおどおどと見下ろし、訊きいてくる。ケイティは立ちあがった。仲間の船がまだ沈しずんでいないことを確かく認にんし、あらためて〈和泉〉を視界にとらえた。

「そんなわけないでしょ!?──いや、もちろんそれもあるとは思うけど。どうせ撃ちたくて撃ってるだけよ。決まってるわ！」

「それは、ケイティさんも似たようなものかと」

「うるさいっ。とにかく、あの船を止めるの！」

「無理ですよ。もうあんなに高くまで飛んでいますし、装そう甲こうは厚あついし」

　ミアが懇こん願がんするような目でうったえてくる。横では部下の男も同じような顔をしている。鬱うつ陶とうしいったらありゃしない。

　ケイティは男を舵かじの前から下さがらせ、ミアに舵を持たせた。

「いい？　あれは、あたしたちの研究のために必要なの。怖おじ気けづいたりしてる場合じゃないでしょ？　前へまわりこむことさえできれば、まだ可能性はあるわ」

　ミアの返答を待たず、ケイティは武器を抱かかえて甲かん板ぱんへ出た。扉とびらの脇わきでかがみこんだ。対戦車ロケット砲を肩かたに固定し、照しよう準じゆんの中に〈和泉〉の輪りん郭かくをおさめる。〈和泉〉のほうがはるかに巨きよ大だいなので、命中させるだけなら狙ねらわなくたっていいぐらいだ。

「そうだ……ケイティさん待って！」

　ミアが制止してくる。そのときにはもう撃っていた。ミサイルが尾おを引いて上じよう昇しようしていく。ただの銃じゆう弾だんとはことなり、目標の距きよ離りによって威い力りよくが減げんじたりすることはない。当たりさえすれば、弾だん頭とうが大だい爆ばく発はつを引き起こしてくれるのだ。

　そして命中。〈和泉〉の艦かん底ていが弾はじけた。

「やりい！」

「やりい、じゃありません！　機関部に当たったらどうするんですか!?　あたしたちの目標が、反重力機関が台だい無なしになります！」

「そ、それもそうね」

　ケイティは発はつ射しや筒とうを下ろした。持っているだけで肩が外れそうだ。部下に命じて、代かわりの弾頭を持ってこさせる。たしかに、機関部に当ててしまっては意味がない。

「だからこそ早く前にまわって──きゃあ!?」

〈和泉〉が四一ミリ砲ほう塔とうをぶっぱなした。仲間の武装船に命中──いや、ぎりぎりで外れた。水みず柱ばしらが吹ふきあがり、海面自体がうねり、砂さ丘きゆうのようになった。一秒ごとに高低を逆転させる特大の砂丘。武装船が頂点へ持ちあげられ、そのまま横よこ倒だおしになる。

　工作員たちが次々と海へ身を躍おどらせ、逃のがれていく。水柱による水すい滴てきが豪ごう雨うのように降ふりそそいだ。ケイティたちの船も翻ほん弄ろうされ、操そう舵だ室しつが真横に傾かたむいた──ように感じられた。

「ああ……味方の船が……」

　ミアが舵かじにしがみつき、絶望に打ちのめされている。沈しずめられた味方の船に注意を奪うばわれ、ぼう然となっている。ケイティは身を起こした。

「ひたってんじゃないの！　今度はこっちが狙われてんだから。回かい避ひ行動を取って！」

「は……はいっ。ごめんなさい」

　ケイティの声で我われに返り、ミアは舵を切った。続けざまに砲ほう声せいが響ひびき、上から弾たまが降ってきた。耳鳴りが始まり、止まらなくなる。次々と槍やりが降ってくるようなものだ。

　ケイティたちの船は波に翻弄された。波頭へと打ちあげられ、宙を横切り、また波の谷間へ落下した。ケイティは操舵室の壁かべと天てん井じようと床ゆかで身体からだのあちこちを打ちまくった。

　きっと全身に青あざができていることだろう。だがそれだけですめば幸運だ。死なずに、沈ちん没ぼつさせられずに切り抜ぬけることができれば。いや──

「切り抜けただけじゃ足りない。あれを手に入れなくちゃ」

「前に出ましたっ。もう一隻せきの味方が、注意を引きつけてくれたから！」

　ミアがふり向く。たしかに〈和泉〉の砲身はケイティたちの船からそれているようだ。ほんの数秒、波が安定した。ケイティはロケット砲を持って甲かん板ぱんへ転がり出た。

「これで終わらせる……」

　ケイティが引き金をしぼる直前、また〈和泉〉の砲身が火を吹ふいた。一いつ瞬しゆん、視界が白くなった。その白い視界の隅すみで、仲間の船から工作員たちがいっせいに飛び降りた。直後、船が爆ばく発はつし、炎えん上じようする映像が感知できた。残る船はケイティたちの一隻のみ。

「あたしの〈和泉〉！」

　ケイティは対戦車ロケット砲を撃うった。
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　おれは〈和泉いずみ〉の勝利を確信した。だが甘あまかった。

　その弾だん頭とうは、まず左の舷げん側そくから現れた。艦かん首しゆからふらふらと上じよう昇しようしてきて、艦かん橋きようの構造物を飛とび越こえ、そして、ベランダにいるおれの頭上を通り過ぎた。

「キキ──」

　指し揮き所しよが爆発した。構造物の前面が赤くなり、黒くなった。鉄の溶とける瞬間が、なぜかはっきりと意識できた。煙けむりと衝しよう撃げき波はが身体からだ全体をなぐりつけてくる。

　おれは声をあげた。爆発をこんな近きん距きよ離りで見たことはない。体験したことはない。軽々とふっとばされ、宙に放ほうり投なげられる。艦橋から甲板までまっ逆さまに落ちる──そう思った。意識を失いかけ、だがそれが怖こわくて、がむしゃらに手足をふりまわした。

　足の先がなにかに引っかかった。錆さびた鉄の柵さくだ。その上部、横よこ棒ぼうに膝ひざが引っかかった。膝の裏うらで錆びた鉄の棒と皮ひ膚ふがこすれ、猛もう烈れつに痛んだ。おれは腕うでで後頭部をかばった。その腕ごと、おれは柵の下側、船の壁かべにぶちあたった。頭の中で無数の細さい胞ぼうが死んだ。だが甲板まで──へたをすれば海まで──落下するよりはましだ。

「キキっ。キキ！」

　返事は聞こえない。おれは腹ふつ筋きん運動の要よう領りようで身体を起こした。柵の上じよう端たんをつかみ、いったん足を床ゆかへ下ろした。火ひの粉こが休みなく降ふってくる。だがその熱さを感じている余よ裕ゆうはない。さらにキキの名前を呼んだ。返答なし。気が狂くるいそうだ。

　おれは柵を乗り越え、扉とびらへと走り、中に入った。階段を駆かけのぼった。熱気と焼けた油の臭しゆう気きが強くなった。なぜか、階段が傾かたむいているように感じられる。

　指揮所へ至いたる扉は──開きっぱなしになっていた。おれは頭から飛びこんだ。必死でキキの姿すがたをさがしもとめた。

「キキ！　キキ！」

「桔平。我われは大おお損ぞんせずに生存」

　キキの、相変わらずの強ごう引いんな韻いんが聞こえた。すぐそばだ。彼女は扉の脇わきの壁に背中をつけ、ぐったりと頭を垂たれていた。だが目はいたずらっぽい光をたたえ、おれのほうを見ている。苦しそうではあるが、いまにも死ぬ、ということはなさそうだ。

「よかった。こんな状態で、よく無事ですんで」

　指揮所内はひどいありさまだ。木製の床が轟ごう々ごうと燃えさかっている。床自体が傾いている。さっき階段が斜ななめになっているように感じたが、まちがいじゃなかった。爆ばく発はつのためかどうかはわからないが、船自体がうしろへ傾いているらしい。

　弾だん頭とうは窓の外側で起き爆ばくしたらしく、ガラス片は外へ飛びださず、すべて床にまき散らされていた。すでに大半が割れて落ちていたため、キキはガラスの散さん弾だんを浴あびなくてすんだのだ。それは幸いだった。衝しよう撃げきで壁に叩たたきつけられたらしいが、それだけ。

「キキは弾頭の台頭に気づいたよ。だから、すぐに逃とう亡ぼうを希望した」

　持ち前の反射神経と素す早ばやさで、とっさに部屋のうしろまで逃にげた、ということか。

『桔平、キキ、聞こえるか。問題が起きた』

　竜介の声が流れてきた。有線電話はまだ生きているようだ。機器類が爆発したりしないうちにここから逃げるべきだが、無視するわけにはいかない。

　おれはキキにそのままでいるよう命じて、受話器を持ちあげた。

「竜介。問題ってなんだ!?　彩子は!?」

『桔平か。弾頭が直撃したようだが。無事か？』

「死んでりゃ電話になんか出てない！」

　竜介は『それもそうだ』とつぶやき、さらに続けた。

『彩子は無事だ。無事でないのはむしろこの船』

「この船？〈和泉〉がどうした」

『見かけほど新しくはなかったらしい。それどころか、かなり弱っておったようだ』

「弱ってたって──要点を言えよ。早く！」

　早く逃げなくちゃならない。熱さが耐たえがたくなってきた。キキが、少し不安そうな目でおれを見つめている。彼女は膝ひざを押おさえているようだ。さっきの爆発で痛めたのか。

『そこにいても聞こえると思うが。船体が悲鳴をあげておるのだ。もっと直接的に言ってしまえば、この船はまっぷたつになりつつある、ということだが』

「まっぷたつだぁ？」

　立ちあがった。煙けむりが充じゆう満まんしていて外は見えない。窓へ近づくことはできそうにない。船がまっぷたつ。裂さけている、ということか。床ゆかが傾かたむいているのはそのため？

『このままでは、我々はこの船ごと落下する。ただちに着水させてくれ』

「できるわけない！　いまの爆ばく発はつでここはめちゃくちゃだ。舵かじもなにもなくなってる！」

『むう……』

　さっき竜介は、船体が悲鳴をあげている、と言った。おれは耳をすませた。この部屋では炎ほのおが燃えさかる音にかき消され、その悲鳴を聞きわけることができない。いや──

「ちょっと待った。おれにも聞こえた」

　火のはぜる音に混じって、砲ほう塔とうが最初に旋せん回かいしたときのような音が、そしてそれをより大きく、とぎれとぎれにしたような音が響ひびいている。

「本当に、船体が裂けてる？」

　この船の高度が急に実感された。武装船を目で追っているときはそれほど感じなかったが、落ちる、と考えたとたんに恐きよう怖ふがこみあげてきた。落ちて助かる高さではない。船もろとも粉こな々ごなになり、衝しよう撃げきでぺしゃんこになる。もしなにかの偶ぐう然ぜんで、たとえば反重力機関の影えい響きようかなにかで衝撃を受けずにすんだとしても、この船といっしょに海の底だ。

『我々による砲撃も、どうやら船の崩ほう壊かいを加速させたらしい』

　竜介の口く調ちようは他ひ人と事ごとのようだ。焦あせりを隠かくしているのかもしれない。

「脱だつ出しゆつしなくちゃ。なんとしても外へ」

「でも、飛とび降おりたら死し亡ぼうにて絶望」

　キキが話に加わってくる。彼女の言うとおりだ。

「とにかく竜介、ここからではどうしようもない。彩子にもそう伝えてくれ！」

　おれは受話器をそのままにして、キキのもとへもどった。

　彼女の膝ひざの具ぐ合あいをたしかめた。硬かたいもので強く打ったらしく、表面には血のにじむ傷ができている。骨に影響があるのかどうか、おれには知りようがない。

「痛む？」

「是ぜ──否いな！」

　強がっているのだ。キキはおれの手をつかみ、心配そうに目を上げてきた。

「桔平は、万ばん策さくつきた倒とう錯さく趣しゆ味みの抜ぬけ作さく？」

「なんてこと言うんだよ!?」

　抜け作だなんて、あまりにも酷ひどすぎる。それに無理やりすぎる。

「意味わかってんのかどうか知らないけど、とにかくなにか考えよう。考えなくちゃ」

　この船から脱出する手段。考えた。思いつかなかった。さっき死んだ脳のう細さい胞ぼうをよみがえらせたかった。おれたちは、どうやってこの船から降りていたのか。通路を使って基地へ渡わたる以外に。甲かん板ぱんから飛び降りる？──そんなのは不可能だ。

「甲板の情じよう景けい……」

　はっとなった。唐とう突とつに思いだした。おれたちが島へ行くときに使ったヘリコプター。

「キキ、ちょっとごめん」

　おれはキキの手をそっとほどいた。息を止めて煙けむりの中を進んだ。

　煙が目にしみた。熱さがおれの肌はだを焼いた。かまうもんか。

　割れた窓から身を乗りだした。窓まど枠わくに残っていたガラス片がおれの胸と腕うでにかき傷を作った。痛みがむしろ意識をはっきりとさせてくれる。

　見た。本当だ。船体が艦かん橋きようのうしろあたりから、くの字に折おれ曲まがろうとしている。おれたちのいる艦橋はうしろへ、それよりうしろの部分は前へ傾いている。艦かん底ていが中央から裂さけて、その裂け目が甲板へ達しようとしている。裂け目から機械部品が次々と海へ落ちていく。もちろんすべて見えるわけじゃないが、おれにだって想像力ぐらいはある。

　五十年の歳さい月げつを生き抜いた甲板がはがれ、機き銃じゆう座ざを巻まきこみ、空へと投げだされていく。舷げん側そくの装そう甲こう板ばんがひしゃげていく。船はいまにも分解を始めようとしている。輪りん郭かくはなぜか陽炎かげろうのように揺ゆらめき、またたいている。そう感じられる。

「だけど、まだ分解したわけじゃない」

　この位置からでは、もちろん艦かん尾びまでは見えない。だがもしヘリが残っているとしたら。そして、それが飛ばせる状態にあるとしたら。そこまでたどり着くことは可能なのだ。

　受話器のある場所へもどった。受話器はフックから外れ、宙づりの状態でくるくるとまわっていた。それを取りあげ、声を吹ふきこむ。

「竜介。艦尾甲かん板ぱんへ急げ！　ヘリで逃にげる！」

『なるほどな。俺おれは乗っておらんが、貴様らはあれで島へ行った、と言っておった』

『どちらにしても、もう一発だけ撃うつわ』

　竜介の声に彩子の声が重なった。竜介から受話器を引ったくったらしい。

「なに言ってんだよ。撃ちまくったせいで壊こわれたんだろ？　この〈和泉〉は。ばらばらになりかけてるっていうのに、また撃ったりしたら!?」

『まだ一隻せき、残ってるわ。敵が』

「そんなのほっとけよ!?」

「でも桔平」

　キキがおれの服の裾すそを引いた。いつの間にか床ゆかを這はってきたのだ。手の力だけで。

「キキ!?　じっとしてないと──」

「敵が残ってると、上空で狙そ撃げきされる惨さん劇げきが！」

「撃げき墜ついされる可能性がある、ということ？　この艦橋が爆ばく破はされたみたいに」

　おれは言った。キキは、危あやうく弾だん頭とうの直ちよく撃げきを受けるところだったのだ。その恐おそろしさは彼女が一番よくわかっている。忠告したくなるのは当たり前だ。

『キキの言うとおりよ』

　彩子がたたみかけてくる。おれはあきらめ、キキの両りよう腕うでに手をかけた。

「桔平？」

　キキが目をしばたたいた。おれは息を吸すいこみ、残った力を筋きん肉にくに注いだ。そして、キキの細い身体からだを持ちあげた。しっかりと背せ負おい、固定する。

「彩子。操そう縦じゆうはできるんだな？　ヘリの」

『こっちが遅おそくなるようなら、先に行ってくれていいわ』

「馬ば鹿か言ってろ。とっととやっつけるんだ。その最後の一隻ってやつを！」

　受話器をフックに投げつけた。うまくおさまらず、受話器はまた宙でぶらぶらと揺ゆれた。おれはかまわず、階段へと通じる扉とびらをにらみつけ、歩きだした。

「桔平、大だい丈じよう夫ぶ！　キキは自力での移動が可能だよ」

「いいから！」

　身体中が痛かった。どこが痛いのかもわからないほどに。そのほうがむしろ都合がいい。

　一歩一歩、熱い床ゆか板いたを踏ふみしめた。傾かたむきがひどくなっていた。つんのめるようにして扉までもどり、くぐり抜ぬけた。階段を踏み外さないことだけに集中し、降りつづけた。

　いつ外へ出たのかはよく覚えていない。おれはキキを背負い、もはや坂と呼べる状態の甲板を歩いていた。足の下で甲板が振しん動どうし、いまにも分解しそうに感じられた。

　背はい後ごの気配に引かれ、おれはふり返った。砲ほう塔とうが動いていた。最後の動作を見せていた。

　艦かん橋きようで感じていたのとは比べものにならない振しん動どうと音に襲おそわれ、おれはあおむけによろめいた。キキを下した敷じきにしないため、身体をひねり、腰こしから床板に倒たおれこんだ。膝ひざと肘ひじが床板を打った。湿しめり、同時にささくれた感かん触しよくのある床板。

〈和泉〉の砲ほう弾だんが飛んだ。空気を突つき抜ぬけ、発はつ射しやのときと同等と思える音を──少し離はなれたどこかで──響ひびかせた。

　おれの位置からでは黒こく煙えんだけが認められた。だけど、おれはまざまざと思い浮うかべることができた。炎えん上じようする武ぶ装そう船せん。そして、逃にげだす敵の女たち。

　砲ほう弾だんが直ちよく撃げきしたのだ。







　　　エピローグ







　彩あや子この操そう縦じゆうは最悪だった。ヘリはなんとか浮ふ揚ようしたものの、そのままふらふらと降こう下か。一応は海上基地をめざしたが、たどり着く前に落ちた。海上に不ふ時じ着ちやくし、おれたちは沈しずみかけるヘリからほうほうの体ていで逃にげだしたのだ。ちさとなどは、危あやうくヘリといっしょに海底へ引きずりこまれるところだった。

　もしこれを現地の作業員たちが見ていなかったら、そしていっせいに海上基地から海へ飛びこみ、助けに来てくれていなかったら、おれたちは確実におぼれ死んでいたことだろう。あるいはなんとか水面にとどまることができたとしても、鮫さめの餌え食じきとなっていたにちがいない。作業員たちの屈くつ強きような腕うではたのもしく、ぐいぐいと水をかいて、おれたちを海上基地までつれていってくれた。

　そして、いま。

　おれたちは海上基地の通路、ちょうど江え畑ばたさんたちが手て錠じようをかけられていた場所から〈和泉いずみ〉の最後を見とどけていた。床ゆかにすわりこみ、肩かたからバスタオルをかけて、ただじっとそれをながめていた。空中で分解し、海底へと沈みゆく〈和泉〉を。

　その光景はあまりにも遠く、おれたちがほんの数十分前まであそこにいたとはとても信じられなかった。こんなに広い空間で展開されているというのに、ブラウン管を通して見ているような違い和わ感かんがあった。とにかく現実感がない。

「ああ。〈和泉〉が……」

　江畑さんが泣ないている。手を船のほうへ差しのべ、指先をふるわせて、本当に涙なみだを流している。ほかの研究者たちも似たようなものだ。

　おれのじいちゃんが封ふう印いんしようと決めた〈和泉〉。なんだか複雑な気持ちだった。

　いろんな人の想おもいがいっぱいにつまった空中戦せん艦かん。それが、いままた海底戦艦にもどろうとしている。じいちゃんの望みどおり、また封印されようとしている。よろこぶべきなのかもしれない。だけど、あれが失われるのは哀かなしい。

「そうだ──」

　キキの横顔を見やった。彼女はおれの右みぎ隣どなりにぴったりと寄よりそっていた。歯を食いしばり、目を赤くはらして、しゃくりあげながら〈和泉〉を見上げている。おれの懐かい中ちゆう時計が奪うばわれたときと同じ表情。祖そ母ぼのペンダントが〈和泉〉とともに失われようとしているため、キキはそれを哀しんでいるのだ。

　形かた見みが失われた、という意味ではおれも同じだった。じいちゃんの懐中時計はブロンドの女たちに奪われたままだ。結局は作動キーでもなんでもなかった懐中時計。

「ずっと気になってたんだけど」

　おれはキキにたずねた。

「なんで作動キーになったんだろう？　キキの、おばあさんのペンダントが」

　キキは肩かたをもぞもぞと動かし、バスタオルで涙をぬぐった。無理に笑え顔がおを浮うかべ、首をかしげて、はれぼったい目を向けてきた。

「桔きつ平ぺい。なんぞ？」

「作動キーは、おれのじいちゃんが〈和泉〉から持ちだした、という話だった。なのに、なんでそれをキキのおばあさんが持ってたんだ？」

「思うんだけど」

　それまでだまっていた彩子が、〈和泉〉を見上げたままで口を開いた。

　彼女はおれの左隣で膝ひざを抱かかえていた。竜りゆう介すけはその前であぐらをかいて、同じように〈和泉〉を見上げていた。ちさとは竜介の隣で寝ねかされており、完全にのびているようだ。命に別べつ状じようはないが、しばらくはぶっ倒たおれたままだろう。

　彩子は首から上をまわして、おれのほうへ向きなおった。

「桔平のおじいさんは、作動キーは愛する人のもとにある、と言い残してたわけでしょ。あの船が沈しずむ直前に」

「そう……だったと思うけど」

「まちがいない。そのとおりだ」

　竜介が両手をうしろについて、のけぞり、逆さかさになった顔を向けてくる。彩子は無言でうなずき、さらに続けた。

「そしてキキは、あのペンダントは自分のおばあさんからもらった、と言ってる。そのおばあさんは、戦時中、日本人から日本語を教えてもらっていた。つまり、日本人とかなり親しい関係にあった、ということになるわ」

　彩子は真ま顔がおだった。茶ちや化かしている顔じゃなかった。

「キキのおばあさんは、〈和泉〉と縁えんがあったんでしょ？　だからキキは〈和泉〉に愛着を持って、進んで招しよう待たい客きやくの世話係をしてた」

「それって、つまり……」

　言っている意味はわかった。〈和泉〉に乗りこんでいたじいちゃん。そして、〈和泉〉の乗組員から日本語を教わったキキのばあちゃん。つながりがある、ということだ。

　竜介が首を前にもどし、身体からだごとおれたちと向き合う。

「なるほど。まちがいなさそうだ」

「キキのばあちゃんに日本語を教えたのは、おれのじいちゃんだってことか？」

「それだけじゃないわ」

　彩子がまたおれの目を見つめてくる。いいかげんに認めろ、あきらめろ、という意思が伝わってくる。だけど、そうやすやすと納なつ得とくできるものじゃない。

　だんだんと頭に血がのぼってきた。顔がほてってきた。おれは、じいちゃんが「愛する女性」と呼んだのは、おれのばあちゃんだとばかり思いこんでいたのだ。

　だけど、もし、じいちゃんが自分の意志であのペンダント──作動キーをキキの祖そ母ぼに渡わたしたんだとしたら。そして、そのことを指して、あとで仲間に「作動キーは愛する女性のもとにある」と言い残したんだとしたら。

「桔平のおじいさんが愛する女性と呼んだのは、キキのおばあさんのことだった。作動キーをあずけた相手はキキのおばあさんだった。そして、その作動キーがあのペンダントだった、ということね」

「ちょっと待った！　本当に待ってくれ。そんなの信じられない。そんなこといきなり言われたって、信じられるわけないだろ!?」

　自分の祖そ父ふが、自分の祖母以外の女性を愛していただなんて──しかも、いまわの際きわに思い浮うかべたのが、そして最も大切なものをあずけたのが、その女性だったなんて。そんなことをいきなり言われて、認められるわけがないじゃないか！

「桔平、あきらめろ。証しよう拠こは上がっておるのだ」

　竜介がおれの正面で、あらためてあぐらを組んだ。おれは彼をにらみつけた。

「証拠なんてない！　状じよう況きよう証拠だけだ。状況証拠ってのがどんなものを指すのかは知らないけど。とにかく──そう」

　おれは隣の、キキの肩かたをつかんだ。彼女は泣きやみ、首をかしげておれたちを見ていた。会話の流れに当とう惑わくし、追いつこうとしている。

「キキに聞いてみればわかるよ。あのペンダントを、キキのおばあさんがどこでどうやって手に入れたのか。それを聞けばはっきりするだろ？」

「いいわ。聞いてみましょ」

　彩子が同意する。竜介も異論はなさそうだった。おれはキキの顔をのぞきこんだ。

「キキ。お願いだから、正しよう直じきにこたえて。よく思いだして、本当のことを言うんだ」

「我われは、桔平に噓うそを言ったりはしないよ」

「よし」

　おれはつばを飲みこんだ。彩子と竜介も全身を耳にしている。うしろからは、江畑さんたちの泣なき声がとぎれなく聞こえている。

「あのペンダントは、キキのおばあさんからもらったんだろ？」

「是ぜ。我は祖母が大好き」

「そのおばあさんは、あのペンダントをだれからもらったのかな？　なにか聞いてる？」

「祖母はソウからもらった！」

　キキは即そく座ざに返答し、急に身を乗りだしてきた。おれの首に腕うでをまわし、また抱だきついてきた。おれは虚きよをつかれ、平へい衡こうを失って倒たおれこんだ。

　ソウからもらった、だって？

「それだよ。そのソウってのはなんなんだ？　最初から言ってるみたいだけど」

「ソウはソウだよ。祖母とソウ」

「わからないよ」

　おれはキキの下した敷じきになっていた。キキは困こん惑わくするおれの顔をじっと見下ろし、そして、唐とう突とつに立ちあがった。

「桔平、大器の桔平は大気を吸すいこみ待たい機きしてて」

　そう言い置き、キキはとたとたと通路を駆かけていった。どうやら基地内にある自室へ向かったらしい。

「──なんだと思う？」

「わかるわけないわ」

　おれと彩子はそろって首をかしげ、あらためてキキの背中を目で追った。竜介も腕うでを組み、眉み間けんのしわを深くしている。

　キキはすぐにもどってきた。手には一枚の、にぶい光こう沢たくを持つ紙切れがあった。それが古い、角のすりきれた写真であることはすぐにわかった。

　おれと彩子、それに竜介は頭をつきあわせ、キキが差しだした写真をのぞきこんだ。

「これって……おれのじいちゃん？」

　まちがいなかった。ばあちゃんから何度か見せられたことのある顔だち。

　実際問題、おれとじいちゃんはかなり似ている。前まえ髪がみの一部が白髪しらがになっている点も同じだ。写真のじいちゃんは白衣に身を包んでおり、背後には物々しい機器類が写っていた。

「なんでキキが、おれのじいちゃんの写真なんか……？」

「決まってるじゃない。これではっきりとしたわ」

　彩子がため息をついた。

「キキのおばあさんは、桔平のおじいさんから作動キーを託たくされた。そのとき、いっしょにこの写真も渡わたされた、ということよ。おじいさんは、あとで言い残したように、キキのおばあさんを愛していたわけだから。写真を渡していたって、不自然はないわ」

「そんな……」

　話の筋すじは通っている。なら、本当にじいちゃんはキキのばあちゃんを愛していた、ということか。愛した上で自分の写真と作動キーを託した、ということか。

　おれは脱だつ力りよくした。キキはうれしそうに、写真を高くかかげた。

「これは我のソウ！」

　ふいに、彩子の表情が変化した。なにか重大なことに気がついたように。

　おれは敗残者の気分で顔を上げた。彩子がどんなことに気がついたのかは知らないが、積極的に関かかわる気力は残っていなかった。おれは、ただただ傍ぼう観かんするばかりだ。

　彩子はキキの肩かたに手を置いた。キキは目をぱちくりとまたたかせた。

「ねえキキ。ソウってもしかして……祖ソ父フのこと？」

「ソウ？」

「祖父よ。そ、ふ」

「そ、ぅ……」

　キキは写真を胸の位置に下げ、複雑な表情でくり返した。ちゃんと発音できないで苦労している。口を開いたりすぼめたりしている。

　キキはもういちど「そ、う」と発音し、泣きそうな目で彩子の顔を見上げた。彩子は信じられない、というようにかぶりをふった。

「キキ。はひふへほ、と言ってみて」

「ぁ、ぃ、ぅ、ぇ、ぉ……？」

　キキが深しん刻こくな顔つきになる。苦労して何度もハ行の発音を真ま似ねしようとしている。だけどできない。口から出てくるのは母ぼ音いんだけだ。彩子は顔を上げた。

「思いだしたわ。キキは、会ってから一度もハ行の発音をしてない」

「んな馬ば鹿かな」

　おれは、必死で思いだそうとしてみた。キキが口にした言葉の数々。ハ行の言葉なんていくらでもある。たとえば船だとか、花だとか。言っていなかっただろうか？

「そういえば……キキは、〈和泉〉のことは必ず戦せん艦かんって呼んでたような気がする。船じゃなくて」

「まちがいないわね」

　彩子は身をかがめ、目の位置をキキと合わせた。キキはまだ苦労してハ行を発音しようと四苦八苦している。彩子はキキの頰ほおにそっと手をふれ、それを中断させた。

「ソウっていうのは、おじいさんという意味？　キキの両親どちらかの、そのまた父親」

「是ぜ！　桔平はソウと似ているから好き！」

　キキがまた飛びついてきた。おれの額ひたい、白い前まえ髪がみのあたりにに頰ほおずりをしてきた。

「前髪が白いのもソウと同じ！」

「つまり、前髪が白いのも自分の祖父と同じ、という意味……？」

　おれは、ぼう然とつぶやいた。キキの腕うでをふりほどくことすら忘れて。

　祖父と同じ。写真におさめられた人物と同じ。キキは写真の人物──おれのじいちゃんを指して、これが自分のソウだ、つまり自分の祖父だ、と主張している。それは、つまり。

「まさか。キキのじいちゃんとおれのじいちゃんは同一人物、ということ？」

「そうなるわね」

　彩子も驚おどろいているようだ。当たり前だろう。そんなこと、だれにも予想できるわけがないのだ。

　おれは膝ひざから力が抜ぬけるのを感じた。床ゆかへとくずおれかけ、危あやういところでキキに受けとめられた。キキが純じゆん粋すいな、あまりにも純粋な目で見下ろしてくる。額と額がふれそうな位置にキキの顔があった。この子が、おれのじいちゃんの孫まごだって？

「じいちゃんはこんな南の島で、現地の女性に恋こいをして、子供まで作ってたっていうのか？　そんな話、日本のばあちゃんになんて言って説明したらいいんだよ」

　ふと、とんでもないことに思い至いたった。おれは絶句し、顔を上げた。

「それに……それなら、おれとキキは、血がつながってるってことじゃないか！」

　キキの目を見返した。その顔立ちのなかに日本人の特とく徴ちようをさがそうとしたが、よくわからない。とにかく、くもりのないかわいらしさだけがにじみでている。──って、かわいいなんて考えちゃいけない。血のつながった相手だというのに！

「おれは血けつ縁えんを相手に、なんてことを考えていたんだ？」

「桔平はソウと似てるから好き……ようやくわかったわ」

　彩子が長い、まだ湿しめった髪をかきあげて、胸の下で腕を組んだ。

「キキが、やたらと桔平だけになついてた理由。桔平が自分の祖父と似てたんで、それで愛着をおぼえてただけ、ということね」

「そんな。噓うそだ……」

　おれは膝ひざをついた。キキが心配そうにおれの腕を取り、顔をのぞきこんでくれる。だがいまはもう、前以上にどう反応したらいいのかわからない。一いつ瞬しゆんでも「キキはおれのことが本当に好きなのかも」などと考えた自分が馬ば鹿かみたいだ。いや、馬鹿そのものだ。

「なんてこった。おれのじいちゃんは、なんでこんなこと！」

「かなりの女好きだった、ということね。これで、桔平のほれっぽさにも説明がついたわ。まさか、遺い伝でんとは思わなかったけど」

「ちょっと待てよ彩子。おれはべつにほれっぽくなんかない！　なんてこと言うんだ!?」

「桔平の祖父が女好きだった、というわけではあるまい。ましては冷たい男というわけでもなかった。彼は、桔平の祖母についても、おそらくは愛しておったのだろう。作動キーを渡わたす機会があったのはキキの祖母だけだった、というだけで」

　竜介が口もとをゆがめる。おれは、竜介がおれのじいちゃんをかばってくれるのかと思った。だが甘あまかった。そんなわけがなかった。

「要するに、桔平の祖父は同時に複数の女を愛せた、というだけのことだ」

「桔平と同じようにね」

　竜介の言葉に、彩子が薄うす笑わらいでこたえる。キキはおれたちの顔をきょろきょろと見まわしている。やっと、ペンダントを失った哀かなしみがひいたようだ。

「なんでそうなる!?」

　竜介と彩子に抗こう議ぎした。だが彼らは勝手に納なつ得とくし、キキからじいちゃんの写真を受けとって、ある種の尊そん敬けいとも取れるまなざしでしげしげと見ている。

　おれは泣きたくなった。床ゆかに手をつき、がっくりとうなだれた。

「桔平。大だい丈じよう夫ぶか？」

　血縁であるキキが膝をついて、おれの背中に手をそえてくれた。







　ケイティと、ミアは船の残ざん骸がいにしがみついていた。木製の板はよく浮うき、ふたりぶんの体重を支えてくれていたが、それだけのことだ。この破は片へんがケイティたちを島まで運んでくれるわけではない。

　部下や工作員たちは離はなれた場所に飛ばされたらしく、少なくともケイティたちの位置からは見あたらなかった。漂ただよう瓦が礫れきにまぎれ、見分けられないだけかもしれないが。

　とにかく、付近に人ひと影かげはなかった。屈くつ強きような工作員たちは、自力でさっさと島へもどってしまったのかもしれない。力強く水をかいて。

「あああ……あたしの〈和泉いずみ〉が。反重力機関が。研究の発展が！」

　悔くやむ言葉はつきない。〈和泉〉は複雑怪かい奇きな部品をまき散らし、下の海面を泡あわ立だたせ、波を引き起こし、渦うずを発生させながら、二度目の沈ちん没ぼつを経験しつつあった。

「あれがどこだかわかってんの？　ねえ、わかってるわけ？　言ってみなさいよ！」

「けけ、ケイティさん！　おねがいですから、首をしめるのはやめてください！」

「あの方向、フィリピン海かい溝こうよフィリピン海溝。深さ一万メートル！　引きあげられるわけないじゃない。もう二度とおがめないわ。絶対に無理！」

「そんなこと言われたって、あたしにはどうすることも……」

「いますぐ止めなさい。落下を止めて、沈没を防いで！」

「できるわけありません！　それこそ何万トンもある船体を、どうやって食いとめるっていうんですか!?」

「あ、あたしたちふたりで、なんとか」

「できませんってば……」

　ミアがうなだれる。

　ケイティは絶望した。〈和泉〉は、そしてその機関部は、このままでは永遠に失われる。海の底へと物理的に封ふう印いんされてしまう。計画は完全に失敗だった。本社はなんと言ってくるだろう。どんな恐おそろしい処しよ分ぶんが待っていることか。

「それ以前に」

　ミアが、板に置いた腕うでの位置をなおした。幸い、水は温かい。不幸中の幸い、といった程度のことだが。

「先のことよりも、いまのことです。いまこの瞬しゆん間かん、どうするべきか」

　ミアは、なぜか目め尻じりに涙なみだを浮うかべていた。ケイティは茫ぼう漠ばくたる海を見み渡わたし、めまいをおぼえた。一瞬、〈和泉〉といっしょに沈しずんでしまおうかと考えたぐらいだ。

　遠くに、漂う瓦礫の間でうごめいている小さな突とつ起き。あの平べったい突起は、ただの装そう甲こう板ばんかなにかだろうか。ミアは、あれを見て泣きそうになっているようだが。

「まさか鮫さめのひれ、なんてことはないわよね……」

　ケイティはうめいた。

　不幸にも、銛もりの発はつ射しや装そう置ちは、竜介が海上基地に置いてきたままだ。





（終）









　　　あとがき







　心しん房ぼう中ちゆう核かく欠けつ損そん！　秋口ぎぐるです。




　今回の話は、おれが以い前ぜんに出した〈少女と噓うそとボストン・バッグ〉という本の続き──ではありません。主しゆ要ようメンバーは同じですが、それぞれまったく関係のない話ですので、「前の本なんて知らねえよ」という方も気にせず読んでいただければと思います。

　ちなみに今回、作中では様さま々ざまな国こく籍せきの人物が描かれております。これは舞ぶ台たいの都つ合ごうであり、人種差別的な意い図とはまったくありませんので、どうかご了りよう承しようください。




　それはさておき。

　おれは高校時代、小説サークルに参さん加かしていました。

　一いち応おうは発ほつ起き人にんのひとりであり、在ざい学がく中は小説のコピー本を作ったり、メンバーみんなでいろんなところへ出かけたりしていました。コピー本は充実の内容で、だいたいいつもＡ４版で五十枚ぐらい。アンケートなどを利用した馬ば鹿か企画も満まん載さいでした。合がつ宿しゆくをして皆みなで延えん々えんとコントをしまくる、という奇き妙みようなイベントなどもやりました。なんだか暗いのか明るいのかよくわからない青春ですが、とても楽しかったです。

　もう当時と同じ活動はしていませんが、メンバーはいまも仲がよくて、週末は必ず顔を合わせています。もちろん、みんな創そう作さくのプロを目め指ざしていた連れん中ちゆうですから、あるいはいまも目指していたり、実じつ際さいに漫まん画が家かとしてデビューしていたりするような連中ですから、どいつもこいつも筋すじ金がね入いりのオタクばかり。その偏かたよった知識量は半はん端ぱじゃありません。

　今回の作品は、そんな彼らの知ち恵えを全面的に借りて作りました。そもそものアイデアをくれた上かみ津つくん、軍事関係の知識を──イラスト入りで！──教えてくれたレツゴー三万匹、反重力機関について教えてくれた澤さわ村むらくん、ロシア人長なが友とも、そして緑りよく樹じゆ。彼らがいなければこの作品は完成しませんでした。大感謝だぜうおお。




「おれも小説を出版してやるぜ！」という熱意あふれるみんな。いますぐ小説サークルを結成するのだ！（無む責せき任にん発はつ言げん）





二〇〇一年七月　秋口ぎぐる












粛しゆく正せいプラトニック




南なん国ごく少しよう女じよの海かい底てい戦せん艦かん！








秋あき口ぐちぎぐる
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